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溺甘スイートルーム～ホテル御曹司の独占愛～










御曹司と偽りの婚約を




　おそらく、その日は運命の日、だった――。

　今日は大きなパーティが入っている。そのせいか、フロントも混雑していた。

　私、西さい條じょう 澪みおは、フランス語で〝虹〟を示す『ホテルアルカンシエル』に勤めて、はや五年。高校を卒業し、ハウスキーパーとしてコツコツと働いてきた。

　黒いワンピースに小さな白いエプロンはまるでメイドのようで最初は照れたけど、今となってはけっこう気に入っている。

　規則は厳しく、ネイルや香水は禁止。髪は黒で、肩より長いときは束ねなければならない。ヘアアクセサリーも黒か茶色の控えめな物だけが認められている。

　私は胸の位置ほどまである髪をポニーテールにして、黒いリボンで結ぶのがいつものスタイルだ。

　アルカンシエルは比較的歴史の浅いホテルだが、地上約二十五階建てで約千室の客室を誇り、設備も新しいことから、最近注目されている。さらに、宴会場やレストラン、プールにフィットネス、エステなど施設も充実していて、人の出入りが絶えない。

「澪、終わった？」

　一段落ついて休憩室に行くと、ショートカットが似合い、クリクリとした目がキュートな同期入社の百もも花かがコーヒーを飲んでいた。

　百花は私と同じ正社員。そして偶然にも同い年。さっぱりとした性格の持ち主でいつも明るく、話しているとテンションが上がる。入れ替わりの激しいハウスキーパーの中では一番の仲良しだ。

「うん。今日もギリギリだったわ」

　今日の私の担当は、十二階だった。

　客室の清掃は、チェックアウトの十時からチェックインの十五時までが勝負だ。基本、ふたりでひとチームになって動き、ひと部屋二十分以上かかると間に合わない。その間にバスルームをきれいにし、掃除機をかけ、ベッドメイキングなどを済ませる。

　ベッドメイキングは想像以上の重労働で、始めた頃は全身筋肉痛になるくらいだった。

「でも、スイートがまだ。連泊されるお客さまがあとにしてくれって。百花は？」

「私もギリギリよ。新人くん、呑のみ込みが悪くて」

　私たち社員は、バイトの人たちの教育係を兼ねている。だから新人と組むことが多く、指導しながらの掃除はけっこうしんどい。

　しかも必死に仕事を教えても、重労働だからかすぐに辞めてしまう人も多い。

「けど、スイートを任せられるなんて、さすが澪だね」

　百花はコーヒーをテーブルに戻しながらつぶやく。

　私が二十四階のエグゼクティブスイートを任せられるようになったのは、一年ほど前からのこと。

　もちろん、どの部屋もお客さまに失礼がないように隅々まで掃除しなければならないけれど、スイートは特に気を遣う。他の客室とは比べ物にならないほどの料金をいただいているし、アルカンシエルとしても上得意さまのことが多いから、絶対に粗相は許されない。

　スイートの中でも最上級のエグゼクティブスイートは二部屋のみで、二百平方メートルを超える部屋の広さと、目の前の海を一望できる景色のよさは、圧巻としか言いようがない。

　昼間は海から陸地に向かって吹く風も、夜になると逆転する。その風の動きは、夕方一瞬無風となる。〝凪なぎ〟と呼ばれるその現象は、海の近くで働いている私のちょっとした楽しみだ。

　やがて風が海に向かって吹き始めると、街にネオンが灯りだす。すると、エグゼクティブスイートのベッドルームの大きな窓から見える夜景は、お金に代えがたいほどのきらめきを放ち始める。

　街のネオンは一色ではない。まるでクリスマスツリーのように、街全体が装飾されているかのよう。そしてリビングルームの窓から海を眺めれば、そばに建つ灯台が照らす光が、時折波に反射してキラキラと幻想的で、遠くに往来する船の明かりもうっすらと見える。

　時々ある二十二時までの夜勤のとき、しかもお客さまに用事を言いつけられ部屋に入ったときにだけしか目にできないそれら全部をひとりじめできる贅ぜい沢たくな空間は、私にとっては高たか嶺ねの花。この仕事に就いていなければ、一生入ることのない部屋だったに違いない。

「地道にやってきただけだよ」

　私もコーヒーを淹いれ、百花の隣に座った。

　就職して最初に掃除方法のレクチャーを受けた。

　いつもピカピカのホテルでは、絶対に特別な洗剤を使っているはずだと思っていたのに、そうでもなくて驚いた。毎日の丁寧な掃除の積み重ねできれいな状態を保っているのだ。

　それを知ってから、先輩の掃除の技を見て盗んだ。金属性のタオルをかけるバーなども抜かりなく磨いておくと、よりいっそう美しさが際立つこともわかった。指紋をつけずに掃除をするのは基本中の基本で、髪の毛一本も残さないように細心の注意を払った。

　そうして自分なりに頑張っているうちにチーフの藤ふじ江えさんに認めてもらうことができ、やがてスイートルームも任せられ、今に至る。

「西條さん、いる？」

　休憩室のドアが開いて、藤江チーフが顔を出した。

　彼は三十代後半のベテランハウスキーパーだ。身長は百七十センチくらいで、最近太ったことを気にしているらしい。チーフになってからは主に私たちの役割分担や、清掃後の部屋のチェックなどを担当している。

「はい、なんでしょう」

「エグゼクティブスイートのお客さまがワインをこぼされたみたいなんだ。頼める？」

「わかりました」

　連泊予定のお客さまだ。

　私は掃除のカートを押して、さっそく二十四階へと向かった。




　――トントントン。

　どれだけノックしても中から返事がない。今呼ばれたばかりなのにおかしい。

　もう一度ノックしようと手をかざした瞬間、「ガシャン」というなにかが割れるような音が聞こえた。

「お客さま？」

　ドア越しに声をかけても誰も出てこない。

「お客さま、どうかされましたか？」

　何度もノックを繰り返し大きな声で問いかけてみたものの、なんの反応もない。

　なにかあったのかも。

　慌ててマスターキーを取り出して開ける。

「お客さま、ハウスキーパーです。失礼、します……」

　入り口で一応声をかけたが、やっぱり返事はない。

　恐る恐る中に入っていくと、リビングルームのテーブルの上に、開けていないワインのボトルが見える。そして、革張りのソファに、大きな男の人が顔を横にしたうつ伏せ状態で倒れているのを発見し、緊張が走った。

「お客さま！　大丈夫ですか!?」

　倒れている客に駆け寄り口元に耳を当てて呼吸を確認すると、一応息はしていたのでホッと気が抜けた。

「失礼します」

　今度は腕をとって脈を計る。少し速めだが問題はなさそうだ。

　もしかして、飲みすぎかも。

　床には割れたグラスと、こぼれたワインのシミ。空いたボトルも転がっている。

　急性アルコール中毒？　とにかくフロントに連絡しなくちゃ！

「電話……」

　慌てて電話に向かおうとすると、腕をガシッとつかまれ、目が真ん丸になる。

「お客さま！」

「大丈夫だ。寝不足で飲んだだけだ」

　どうやら意識はあるようだ。きちんと話せているので、安あん堵どの胸を撫なで下ろす。

「よかった……。今、お水をご用意しますね」

　お客さまの脇に手を入れなんとかソファに座らせて、冷蔵庫から冷えたミネラルウォーターを取り出し、ピカピカに磨き上げたコップに注ぐ。そして再び彼のところに戻り、床に膝をついて視線を合わせコップを差し出す。顔色が見たかったからだ。

　すると彼は私からコップを受け取り、ミネラルウォーターを一気に喉に流し込んでから、背もたれに体を預けた。

「はぁ。ありがとう。ちょっと酔いがさめたよ」

　かなりはっきりした言葉がどことなく色っぽい口から聞けて、ホッとした。そのまま彼をまじまじと見つめてしまう。

　切れ長の目に、鼻筋はスーッと通っていて、顎はシャープ。身長はおそらく百八十センチを超えているだろう。線は細いが、さっき体を支えたときに、筋肉質でガッシリしているとわかった。

　非の打ちどころのないいい男、だ。……って、私、なにを考えてるんだろう。今はそんなことより……。

「念のためにお医者さまを呼びましょうか」

「いいから」

「でも……」

　どうやら緊急事態というわけではなさそうだが、倒れていたのだから心配だ。

　顔を覗のぞき込んでいると、彼がいったんは閉じていた目をパチッと開くので視線が絡まる。

「心配してくれるんだ」

「もちろんです。お客さまですから」

　私が答えると、彼はなぜか悲しげな顔をする。

「そうだよな。金を落としてくれる大切な客だもんな」

　彼は自嘲気味に言い捨てる。

「あっ、いえ……そういうわけではなくて」

　たしかに大切なお客さまであることに変わりはないけれど、こんな状態なら誰だって気になるのが普通じゃないの？

「お客さまでなかったとしても、心配です。寝不足でいらっしゃるって……お仕事ですか？　あまり無理をなさらないほうが……」

「仕事じゃない」

　きっぱりと言い切った彼は、私をじっと見つめたまま視線を逸らそうとしない。

「余計な詮索をしてしまい申し訳ありません。今からでもお時間があるのでしたら、お眠りになられては？」

「眠れないんだ」

　今度は弱々しく答えた彼に目を瞠みはる。

「眠れない……。それでお酒を召し上がったんですか？」

　尋ねると、彼はほんの少しだけうなずいてみせた。

　なにか悩みでもあるのだろうか？

「そのままでは風邪をひきます。シャツの替えをお持ちではありませんか？」

　彼のシャツはワインで濡ぬれてしまっている。

「あぁ、ベッドルームのバッグの中だ」

　彼はふたつあるベッドルームのうちの片方を指さした。

「入ってもよろしければお持ちしますが」

「頼む」

「わかりました」

　なんだかまだボーッとしている様子の彼に声をかけ、ベッドルームへと向かう。

　すると、ふたつ並んだベッドの間にバッグが置かれていた。そのバッグからシャツを取り出し立ち上がると、彼の気配がして振り向いた。

「あっ、歩けるんですね。では、シャツをお着替えください」

　彼に手渡そうとすると……。

「キャッ」

　強い力で腕を引かれ、そのままベッドに押し倒されてしまう。

　な、なに？

「お、お客さま？」

「助けてくれ……」

「えっ？」

　苦しげにつぶやいた彼は、私を抱きしめたまま動かなくなる。

「こんな人生、ごめんだ」

　悲しみを纏まとったような声が胸に突き刺さる。

「あっ、あの……」

　いったいなにがあったんだろう。

　男の人にベッドへ押し倒され抱きしめられているというとんでもない状況にアタフタしつつも、思い悩んでいる様子の彼のことが気になって仕方ない。本来、お客さまのプライベートに足を突っ込むなんて許されることではないけれど、どうしても放っておけない。

「お客さま」

「八や坂さかだ」

「はい、八坂さま。私にできることがあればなんでもおっしゃってください」

　私がそう伝えると、彼はやっと手の力を緩め、離れていく。

「すまない」

　彼はベッドを下り、床に座り込んだ。まだ少し酔っているのだろう。

「とにかくお着替えください」

　抱きしめられた余韻でまだドキドキが止まらない私は、それを隠すように必死に平然とした顔を作り、彼にシャツを渡す。そしてベッドルームを出ていこうとしたところで、腕をつかまれてしまった。

「行かないでくれ」

「どこにも行きません。隣の部屋でお待ちしております。ですから、着替えてください」

　彼が不安を抱えているのは、見ていればわかる。そして、その苦しい胸の内を誰かと共有したいことも。

　その〝誰か〟が私でいいのかわからない。だけど、心配でそばを離れられない。

「わかった」

　八坂さまはようやく納得して、手を離してくれた。

　それからリビングルームに戻り、割れたグラスを片付け始める。

「絨じゅう毯たん、敷きなおしかな……」

　床のシミは広範囲にわたっている。ちょっと掃除したくらいでは取れそうにない。

　とりあえずグラスとボトルを片付けると、八坂さまが寝室から出てきた。

「本当にいた」

「約束しましたから」

　そりゃあ、押し倒されて身の危険を感じなかったわけじゃない。でも、彼はそれ以上なにもしなかったし、するつもりもないように感じる。

「嘘うそをつくヤツなんていくらでもいるのに」

　鼻で笑う彼は、そういう経験があるのだろうか。

「私は嘘はつきません」

「そうか……」

　八坂さまはソファに座った。口調がはっきりとしてきて、さっきよりは酔いがさめているように見える。

「ワイン、もう一本開けてくれないか？」

　まだ飲むつもり？

「いえ、お出ししません。飲みすぎです」

「客がワインを開ければ、ホテルは利益が上がるだろ？」

　その通りだ。しかもエグゼクティブスイートに置かれているワインは、とてつもなく高い。

「だとしても、お出ししません」

　なにがあったのかは知らないが、酒の力を借りてつらさをごまかしたって、なんの解決にもならない。そのうち酒に飲まれてしまう。

「客の要望を聞けないのか？」

「聞けません」

　一介のハウスキーパーが、一泊で百万円近くするこの部屋に泊まってくださるお客さまに、こんな口をきいていいわけがない。しかし、これ以上は飲ませられない。

「お客さまの安全を確保するのも、私たちの仕事です」

　思いきって付け足すと、彼はほんの少し口元を緩める。

「そっ、か……」

「少しお休みになられては？　今はお酒より、休息なさったほうが……」

「タイムリミットなんだ」

　どういうこと？

「お仕事、ですか？」

「いや……」

　八坂さまは深いため息をひとつつき、私をじっと見つめる。

「もうすぐ俺の人生が勝手に決まる」

「勝手にって……」

　目を丸くしていると、彼は再び口を開く。

「よく知らない女と結婚するらしい」

『らしい』って……。しかも、『よく知らない』って……。

　頭が混乱して、すぐにはなにも言えない。

「政略結婚ってやつだ」

「そんな……」

　彼は地位ある人なんだろう。そうでなければ、こんなに高い部屋に連泊なんてできない。だけど、仕事のために自分の結婚を犠牲にしなくちゃいけないの？　上流階級って、そんな世界なの？

「やめられないんですか？」

　気がつけば口走っていた。あまりに理不尽だと思ったからだ。

　すると彼は眉根を寄せ、つらそうに言葉を吐き出す。

「俺はなんのために生きてるんだ。会社なんていらない。いらないのに……」

　八坂さまは唇を噛かみしめる。

「政略結婚なんてイヤだと主張されましたか？」

「そんなことをしたって無駄だ。勝手に話が進むだけだ」

　たとえそうだとしても……。

「お酒におぼれている暇があったら、叫んでみたらいいじゃないですか。あらがえばいいじゃないですか」

　今日初めて会ったばかりの、しかもお客さまを相手にこんなことを言っていいのかわからない。でも、私の正直な気持ちだ。

「そんなに簡単なことじゃない。会社同士のしがらみが絡んでいる」

　だから？　だから、自由な人生をあきらめるの？

「八坂さまは、随分物わかりがよろしいんですね」

「なに!?」

　彼に怒りの目を向けられたが、私は止められない。

「だって、自分の人生ですよ？　どうしたいか叫んでください」

　強めの口調で告げると、彼はスクッと立ち上がり、私の肩に手を置く。

「なにもわからないくせして、でかい口を叩たたくな」

　私より二十センチは高い大男に見下ろされ、正直怖い。しかし、引き下がれない。

「申し訳ありません。でも、あきらめないといけないことって、ごまんとあるんです。あらがうことすら許されないことが、いっぱい……。ですが、八坂さまはまだそれができる」

　こんなことを言ったら、最悪、殴られるかもしれないと思った。それなのに彼は、私の肩に置いた手の力を緩め、やがて離した。

「西條さん、か」

　彼は私のネームプレートを見てつぶやく。

　クレームを入れられて、クビ、かな。それでも、後悔はしていない。

「西條さんは、そんなことがあったの？」

　逆に質問されて、驚いてしまう。

「私は……小学校五年生のときに父と母が離婚して、それから育ててくれた母は高校生のときに病気で亡くなりました。物心ついた頃からピアノを習っていて、音大に行ってピアニストになるのが夢だったんです。でも、経済的にピアノを持つことすらできなくなり……その道は断念しました」

　成長するにつれ、その夢は決して叶かなわないのだとわかってしまい、苦しかった。

　音大に行かなくてもピアニストにはなれる。だけど、ピアノがなくては練習できない。それどころか母までも失った私は、生きていくために働かなくてはならず、高校はなんとか卒業できたものの、すぐに就職した。

「今はピアノもありません。でも、毎日手は動かしてるんですよ？　ほら、こうやって」

　私は手を宙に浮かせたまま、指を動かした。

「私、物わかりが悪いんです。ピアニストになるのはあきらめざるを得ませんでしたけど、ピアノを弾くことはまだあきらめてません」

　ピアノを弾いていた手は、バスルームをピカピカに磨く手に変わった。けれども、いつかまた私だけが奏でられるメロディを弾きたい。

　私がしばらく指を動かしていると、彼が不意にその手を握る。

「弱音を吐いて悪かった」

「いえ。私でよければいくらでも聞きます。ひとりで抱えるのって、大変ですから。だから八坂さま、どうかあきらめないでください」

　おそらく彼は、弱音を吐くことすら許されない立場なのだろう。わかってもらえたみたいでホッとした。

「よし、君にピアノを買ってあげよう」

「な、なにを言ってるんです？　そんな必要ありません」

　突然の申し出に目を丸くしていると、彼は続ける。

「その代わり、力を貸してくれないか？」

　力を貸すって、どういうこと？

「時間がないんだ。なにも言わず、今はついてきてくれないか？」

「えっ、あのっ……」

　状況が把握できない私を残して、彼は「顔を洗ってくる」と洗面所に行ってしまう。

　私はなにがなんだかわからないまま、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「待たせたね」

　顔を洗って完全に酔いがさめたのかシャキッとした様子の彼は、私の手を引き部屋を飛び出す。

　私は混乱したままあとに続いた。しかし、彼が息を吹き返したかのように見えて、ちょっとうれしかった。

　そのままエレベーターに乗せられたかと思うと、彼は二階のボタンを押している。

「私、部屋のお掃除をしないと……」

　今日はもう、八坂さまの宿泊しているエグゼクティブスイートだけだけど、掃除カートを廊下に置いたままだ。

「それは連絡しておく」

「はぁ……」

　首を傾げているうちに二階でドアが開き、彼は私の手を引いたままエレベーターを降りてしまった。

「どこに行かれるんですか？」

「洋服を借りるんだ」

　二階には貸衣装室があるが、八坂さまは汚れたシャツを着替えている。借りる必要はないような。

「そのシャツ、よく似合っていらっしゃいますよ？」

「サンキュ。でも、借りるのは君のだよ」

　八坂さまは私に視線を合わせてにっこり微笑む。

「私？」

「それじゃあ、パーティには出られないだろう？」

　パーティ？　私にそんな予定はない。

「ちょ、ちょっと、どういうことですか？」

　質問しても答えてくれない彼にグイグイ引っ張られ、わけもわからずついていくと、本当に貸衣装室に入ってしまった。

「いらっしゃいませ」

　入った瞬間、数人のスタッフが私たちに丁寧に頭を下げてくれる。

「彼女にカクテルドレスを。あと、ヘアメイクもお願いしたい」

　カクテルドレス？　私が、着るの？

「……はい」

　ハウスキーパーの制服を着たままの私を不思議そうに見つめるスタッフは、「承知しました。いつがご希望でしょう？」と予約のノートを広げる。

「今すぐ」

「今!?」

　大きな声が出たのは、そのスタッフではなく、私だった。

「時間がないんだ。急いでくれ」

　どうやら私のことは無視らしい。八坂さまは急かした。

　スタッフは戸惑いながらも「それではこちらへ」と私たちを招き入れてくれる。

「西條さん、サイズは？」

「七号、ですけど……」

　八坂さまに聞かれてとっさに答えてしまったものの、どうして私がドレスなんて？

「七号ですと、こちらにございます」

　スタッフに案内された八坂さまは、マイペースに数々のドレスを手にしている。

　一方私は、美しいドレスに圧倒されて、呆然としていた。同じ敷地内に勤めているのに、今までこんなにきらびやかな世界とはまったく無縁だった。

「これにしよう」

　彼はホルターネックのデザインのドレスを取り出し、私にあててみる。

「これにしようって、私が着るんですか？」

「俺が着るわけないだろ？」

　彼は肩をすくめる。

　それはそうだけど……。

「ちゃんと説明していただけませんか？」

　彼が自由な人生を手に入れるために動きだしたのなら手伝ってあげたい。けれども、説明してくれなければわからない。

「ごめん。下の名前は？」

「澪です」

「それじゃあ、『澪』と呼ぶ。俺のことは『大たい成せい』で」

　そんなこと急に言われても困る。とにかく説明してほしい。

「これから、アルカンシエルの四十周年記念パーティが宴会場で開かれる」

「はい」

　それは知っている。アルカンシエルで一番大きなその宴会場は、昨日私もセッティングの手伝いをした。

　ハウスキーパーは基本、客室用リネンや消耗品の管理、ランドリーサービス、ルームサービスなどが仕事だ。しかし、パートや派遣社員が多い職種で、私のようにホテルに直接雇われている正社員は少なく、宴会場の手が足りないときは駆り出されることもある。

　今日は立食パーティらしく、たくさんのテーブルを用意して、真っ白なテーブルクロスをいくつもかけていった。

　だから、なに？と思ったところでハッとする。パーティって……。

「えっ！　まさか……」

　そこに私が参加するの？　どうして？

「実は俺、半年前までアメリカにいたんだ」

　目が飛び出んばかりに驚いていると、八坂さまはクスッと笑い、唐突にそんなことを言いだした。

「そう、ですか……」

　だけど、そのことがパーティとなんの関係があるの？

「あぁ、武者修行という名の現実逃避だな」

　彼の話を聞いているうちに、モヤモヤしてくる。なにかがつながりそうでつながらないような感覚。

　今までアメリカに行っていて、アルカンシエルのパーティに出席する八坂さま……。

「えぇっ！」

　心の中で反はん芻すうしていると、あることに気づいてしまい、大きな声を上げた。

「や、八坂さまって……」

「大成と呼べって言っただろ」

「だって！」

　どうして今まで気づかなかったんだろう。彼はこのホテルの八坂社長の息子、つまり御おん曹ぞう司しだ。たしか三十歳くらいになる彼は、アメリカに留学をして経営学を学んだあと、向こうでアルカンシエルの海外展開に携わっていたはず。帰ってきたんだ……。

　私、とんでもない雲の上の人としゃべってる。いや、しゃべってるどころの騒ぎじゃなくて……。

「いいから、『大成』って呼んで」

　彼は切羽詰まったような顔をしている。

「わ、わかりました。た、大成、さん……」

　初対面の男性を下の名前で呼ぶだけでもハードルが高いのに、ましてや彼は普通なら一生会話を交わす機会すらない人だ。心臓がバクバクと暴れだす。

「うん、それでいい」

　彼は満足そうにうなずいているが、私は頭が真っ白だった。

「今日、取引先の女との婚約が発表されるはずだ」

　さっき言っていた、政略結婚ってやつだ。

「その女の父親は『東とう横よこ銀ぎん行こう』の頭とう取どりなんだ。そして、この結婚が事実上、俺が跡を継ぐという知らしめになる。大手金融機関を味方につけて、俺に任せれば資金繰りも安泰だと示したいんだと思う」

　大成さんの発言を聞き、顎が外れそうだった。

　たしかに東横銀行はメガバンクだけど……それだけのために愛のない結婚をするなんて、私たち庶民には理解できない世界だ。

　ドロドロした世界が現実のものとは思えず、すぐに言葉が出てこない。

「彼女は、ピアニストとして一階のロビーに時々演奏に来てもらっている。けど、プライベートの話をしたことは一度もない」

『よく知らない女と結婚するらしい』と彼は口にしたけど、そういうことだったんだ。

「俺の存在を煙たがる一派もいるから、親父は早く発表したかったんだ。でも俺はこのホテルが欲しいわけじゃない。ただ、そういう家に生まれたのだから仕方がないと一度はあきらめた」

　背の高い大成さんは、少し屈んで私に目線を合わせる。

「だけど、澪の言う通りだ」

『澪』なんて呼び捨てされると、途端に心臓が躍りだす。まるで彼女にでもなった気分だった。

「俺はまだ叫んでない。イヤだと叫んでない」

「大成さん……」

「なんてバカなんだろうな。自由な人生をあきらめる一択だった。澪に出会わなければ、一生くよくよして生きていくところだったよ」

　え……。私、そんなに重要な決断を促しちゃったの？

　自分のしたことにたじろいでしまう。

　でも、彼の表情が明るくなったので、結果的にはよかったのかな。

「澪はもう片足を突っ込んだんだぞ。もちろん、協力してくれるよな」

　大成さんは生き生きしてきた。目が死んでいたときよりずっといいけど、じりじりと外堀を埋められて、逃げ場がなくなった気分だ。

「きょ、協力というのは……」

「今は時間がない。とにかく着替えて」

　大成さんは私を試着室に押し込み、出ていった。

「な、なに……」

　なんだか自分の知らないところで、とんでもないことが進んでいる気がする。だけど、私がパーティに行けば、彼は承諾していない政略結婚を阻止できるのだろうか。

　とってもイヤな予感がする。とはいえ「こちらですね」とにこやかな笑顔を添えてドレスを持ってきてくれたスタッフに、『着ません』と言えるはずもなく、私は仕方なくドレスを纏った。

「どうしよう。着こなせない」

　試着室の大きな鏡に映る自分の姿にため息が出る。

　馬ま子ごにも衣装なんてよく言うが、そういうわけでもなさそうだ。似合っているとは思えない。

「澪、まだ？」

　外から大成さんの声がする。ためらいつつ、カーテンを開けた。

　彼が選んでくれたシャーベットオレンジ色のドレスは、シフォンのスカートの裾がアシンメトリーになっており、動くたびにチラチラと足が大胆に見えて、ちょっと恥ずかしい。

「すみま、せん」

　私は彼がなにかを言う前に謝った。

　だって、絶対に落胆してる。彼はそもそも上流階級の人なのだから、素敵な女性が周りにたくさんいるはずだ。

「どうして謝る？」

「ご期待に沿えなくて……」

　小声で言うと、彼は肩を震わせ笑いだした。

「ご期待以上だ。きれいだよ、澪」

　なななな、なに言ってるの？

　こんなにすごい人から『きれいだよ』なんて褒め言葉をかけてもらえるなんて、もう二度とない。社交辞令だとわかっているのに、テンションがどんどん上がっていく。

　驚き呆然としていると、彼は私に手を差し出してくる。

「ほら、こっち来て」

　手を握れと？　さっきは彼が有無を言わせず私の手を引っ張ったけれど、私から握るなんて……。ハードルが高すぎて腰が引ける。

「あっ、いえっ……大成さんの手が汚れてしまいます」

　さっきまで掃除をしていたのだし、こんな高貴な人の手を自ら握るなんて無理だ。

「澪って、面白いな」

「な、なにがですか？」

「なにがって、全部？」

　彼は笑いを噛み殺しながら私に近づき、手を握る。

「お嬢さま、こちらへどうぞ」

「はっ……」

　お嬢さま!?　完全にキャパオーバーで、倒れそうだ。

「ヘアメイクもしてもらうから。安心して、本当によく似合ってるよ。澪がきれいで、完全に酔いがさめたよ」

　大成さんはごく自然に私の腰に手を回してグイッと引き寄せ、耳元で囁ささやく。

　私はといえば、彼の艶っぽい声にゾクゾクしてしまい、なにも考えられなくなっていた。

　結局、まともな返事ひとつできないまま、ヘアメイクをするために鏡の前に座らされてしまう。一方彼は、「俺も着替えてくる」と再び出ていってしまった。

　ヘアメイクの担当者に「ご希望はありますか？」と問われても、こんな予定ではなかったので、なにも浮かばない。

「いえ。お任せします」

「そうですか。では、旦那さまが落ち着いた雰囲気の方でいらしたので、大人っぽくしてみますね」

「は、はい」

　違う世界に住む大成さんを『旦那さま』と言われて、なにか悪いことでもしたような気分だった。

　ヘアメイクさんは、ポニーテールを解き手際よく髪をコテで巻いていく。そして、後れ毛を程よく残してサイドアップにしてくれた。こんなにきれいにしてもらったのは初めてだ。

　すっかりシンデレラ気分になった私は、メイク室を出た。

　すると、ブラックスーツに着替えた大成さんが待ち構えている。さっきワインをこぼしたときとは違う凛り々りしい姿の彼がいて、頬が赤らんでしまった。

「あっ、あの……どうで、しょう」

　私の人生史上最高レベルのお姫さまにしてもらったものの、こんな素敵な男性と上流階級のパーティに行けるのかと不安でいっぱいだ。

「すごく、きれいだよ」

　目を細め小さくうなずく彼は、ゆっくり私のほうに近づいてきて手を差し出す。今度は勇気を出して手を重ねると、彼はすぐに私の腰を抱いた。

「澪。なにがあっても俺のそばを離れないで」

　大成さんのひと言に、鼓動がうるさくなる。まるで愛し合っている恋人の会話だ。

「……はい」

　もうここまで来たら引き返せない。私は大成さんに続いて足を踏み出した。

「今日のパーティで、婚約が発表される手はずになっていると言ったよね」

　貸衣装室を出ると、大成さんは真顔でつぶやく。

「はい」

「それをぶち壊す。愛する人と結ばれたいと、ちゃんと主張しようと思う」

　それは大賛成だけど……。

「澪。少しの間、俺の恋人のフリをしてくれ」

　やっぱり、そうか。愛する人が他にいるから結婚できないと突っぱねるつもりなんだ。

　貸衣装室に連れてこられたあたりから、なんとなくそうかもしれないとは勘づいていたが、はっきり告げられると緊張が走る。

「私、八坂さまの恋人に見えるでしょうか……」

　ろくに彼氏がいたこともない私には、こんな大役をこなせる自信がない。

　思わず本音を吐くと、彼は足を止め私に向き合う。そして、唇に人差し指を置いた。

「大成さん、だろ？」

　もうすっかり酔いがさめたらしい彼が優しく念を押すので、息が止まりそうになる。

「そう、でした……」

　触れられた唇が熱い。

「緊張してる？」

「……はい」

　ものすごく。

「そうだよな。突然巻き込んでごめん」

「あっ、いえ……。あらがえと言ったのは、私ですから」

　そう口にすると、彼は私の手を引いてフロアの一番端まで歩いていき、死角になったそこで、不意に私を抱きしめた。

「澪」

　とろけそうなほど柔らかな声で名前を呼ばれ、腰が砕けそうになる。本当に彼の大切な存在になれたんじゃないかと錯覚してしまいそうだ。

「俺が守る。澪はただそばにいてくれればいい」

　彼は耳元で囁く。

「ほんのひとときでいい。俺と恋に落ちて？」

「大成さん……」

　彼のジャケットを握りしめながら考える。

『助けて』という彼の弱々しい声が耳から離れない。私が勇気を出せば彼が助かるのなら……頑張るしかない。魔法が解けるまでは、シンデレラでいよう。

　私は大きくうなずいた。

　それから彼に手を引かれ、エレベーターホールに向かった。

「あれ、澪？」

　すると、百花が驚いた様子で駆け寄ってくる。

「百花、こんなところでどうしたの？」

「私はお客さまに貸衣装を返却するように頼まれたの。それより、澪よ！　こんなにきれいになって……」

　たしかに、私がドレス姿でここにいるほうがおかしい。

「うん。ちょっと……」

　どう説明したらいいのかわからず言葉を濁すと、彼女は目を丸くしながら、隣の大成さんを見上げている。

「百花、ごめん。私、スイートにカートを置いたままなの」

「うんうん。お客さまから連絡が来て、澪は早退だからってチーフが言うから、片付けたよ。なにがなんだかわかんないんだけど？」

　私もわかんないよ。

「澪がお世話になっているようで」

「いえいえ、私がお世話になってます」

　大成さんが口を開くと、百花は唖あ然ぜんとしながらも恐縮している。

「まさか、澪の彼、ですか？」

「そうです」

　自信満々の大成さんの答えに、百花は軽く固まっている。

　彼氏はいないと言っていたから無理もない。実際、いなかったわけだけど。

「澪、いつの間に？」

「違うの。あの……ごめん。今は時間がなくて、また今度説明する」

　とはいえ、うまく説明できる自信はまったくない。

「すみません。先を急ぎますので」

　大成さんは百花に丁寧に頭を下げ、再び私の手を引きエレベーターに乗り込んだ。




　やがて一番大きな宴会場がある十五階に到着すると、緊張が走る。昨日自分がセッティングをした宴会場にドレス姿で入るのが、不思議でたまらない。

「行くぞ」

「……はい」

　私は心臓が激しく暴れだしたのに気づきながらも、覚悟を決めた。

　まだパーティは始まっていなかった。しかし、広い会場は大勢の招待客で埋め尽くされている。

　入り口で一度足を止めた大成さんは、なにかを決意したようなキリリとした表情に変わる。そして私の手を自分の腕につかまらせ、中へと足を踏み入れた。

　真っ白なテーブルクロスの上には、美しい花が飾られている。開始時間目前にしてほとんどの料理がそろい、ボーイが飲み物を持って裏から出てきた。

「澪。これが俺の住む世界だ。ここにいる人間はさまざまな会社の上層部ばかりで、まぶしいほど華やかな世界。だけど、どの人の笑顔にも裏がある」

「裏？」

　彼は通りかかったボーイからシャンパンを受け取り、私に渡してくれる。

　飲むとばかり思ったが、彼はグラスを持ったまま辺りを見回し、再び口を開く。

「どの人も、誰かが失敗して失脚していくのを心待ちにしている」

「そんな……」

　誰かが失敗したら、助けるのが普通じゃないの？　少なくともハウスキーパーの世界はそうだ。誰かが体調を崩して休めば、皆で分担してその人の穴を埋めるのは当たり前。それなのに……失脚するのを待っているなんて、ありえない。

　初めて大成さんの悩みの深刻さに触れた気がした。

「大成さん」

　驚きのあまり呆然と立ち尽くしていると、白髪交じりの立派な紳士が大成さんの名を呼び、近づいてくる。

　サイズぴったりのスーツに、赤のタイ。そしておそろいのポケットチーフ。隙のない身なりをしたその人は、大成さんと同じように上流階級の人だろう。

「お久しぶりです。帰国されたと伺いまして、ぜひともアメリカの話をお聞きしたいと……」

　彼はチラッと私に視線を送ってから、大成さんに話しかける。

「アメリカの話など、特別ありませんよ。ただ、大学でいち学生として学び、働いていただけです」

　冷たい反応の大成さんは、いらだった様子で私の手を引き、その場を離れてしまった。

「いいんですか？」

　あんな突き放した言い方をして平気なの？

「こうしたパーティは、誰かに取り入る絶好のチャンスだ。誰につけば自分に有益か、こういうところで探りを入れる。残念ながら、俺は実力以外興味がない」

　いずれアルカンシエルのトップのイスに座るだろう大成さんに、媚こびを売っておこうということ？

「大成さんじゃないですか」

　それからすぐに別の人が話しかけてきたけれど、彼は応えることなくどんどん足を進める。そして会場の中央付近で足を止め、目を右に左に動かし始めた。

「どうしたんですか？」

「あぁ」

『あぁ』って、ちっとも返事になってない。

　こうしている間も、大成さんは注目の的だった。周囲の人の『あなたは誰？』と言いたげな、私を突き刺す視線が痛い。

「澪、行くぞ」

　やがて誰かを見つけたらしい彼は、今度はゆっくり足を進める。

　大成さんが私の手を引いたまま近づいていったのは、まるでモデルのようにスラッと背が高く、艶のある長い黒髪が印象的な、大人の雰囲気漂う女性のところだった。

「大成さん！」

　浮き立った様子の彼女は、ぱぁっと頬を赤らめる。

　真紅のドレスは彼女の色白の肌にマッチしており、グロスを塗った口元はどこか色気を感じる。おそらく私より少し年上だ。

「そちらは？」

　彼女は大成さんの腕を握る私をチラッと見て顔をしかめた。

「彼女は私の愛する人です。悪いが、やはり千ち代よ子こさんとは結婚できない」

　この人が彼の婚約者なんだ……。ロビーでピアノの生演奏が時々行われているのは知っていたけど、どんな人が弾いているかまでは知らなかった。

「なんとおっしゃったの!?」

　千代子さんの顔色が一瞬にして変わった。

「君だって、俺を好きなわけじゃないだろう？」

「そんなことありません。これから大成さんとふたりで……」

　言葉をなくした彼女は、呆然と大成さんを見つめている。

「俺は好きな女と一緒になりたい。君もそのほうがいい。俺はすべてを捨てる。君の望む高い水準の生活は、俺には叶えられない」

　大成さんは実に真剣な表情ではっきりと伝えた。

『すべてを捨てる』って……もしかしてこのホテルも、ということ？　そこまで覚悟しているの？

　そうこうしているうちに、周りに人が集まってきてしまった。穏やかな雰囲気をぶち壊したのだから、無理もない。

「そんなことが許されると思っていらっしゃるんですか？」

　声を震わせる千代子さんは、あきらかに動揺している。

「許されないでしょう。でも、それも覚悟の上」

「大成さん」

　小声で彼の名を呼び制したものの、彼は少しも動じる様子がない。

　そこに、白髪でスタイルのよいオジサマが飛び込んできた。

「大成、なにをしている？」

　そう問いかけながら私を一いち瞥べつしたその人は……社長、いや大成さんのお父さまだ。写真では見たことがある。大成さんと、どことなく目元が似ていた。

「申し訳ありません。もう自由にしてください」

　深く一礼した大成さんが顔を上げた瞬間、お父さまが彼の頬をひっぱたいた。

　ハッとして大成さんを見上げたものの、彼は鋭い視線をお父さまに向けたままで慌てる様子もない。

「今日、婚約を発表すると言ってあったはずだ。他の女性を同伴するなんて、なにを考えているんだ。千代子さんに失礼だ」

「それはあなたが勝手に決めたんでしょう？」

　ケンカ腰の大成さんのジャケットを引っ張って止めようとしたけど、どうにもならない。

「俺は、ビジネスの駒ではない。感情を持っている人間です」

「愚か者！」

　お父さまが再び手を振り上げたが、今度は周りの人に止められた。

「ご期待には沿えません。それをお伝えしに参りました。行くぞ、澪」

　怒りに震えるお父さまにきっぱり言い切った大成さんは、私の腕を引き、会場の外に向かって足を進める。

「大成さん！」

　背後で誰かの呼ぶ声がしたものの、彼は振り向くこともせず、そのまま会場を出てしまった。

「待ってください」

　大成さんより三、四歳くらい年上だろうか。彼より少し背が低く、メガネをかけ知的な雰囲気を醸し出す男性が、私たちの前に回り込み立ち塞がる。

「中なか野のさん、すみません」

　すさまじい剣幕だった大成さんがしおらしく謝るので、拍子抜けしてしまう。

「いや、謝るのは私のほうです」

　中野さんもまた、大成さんに頭を下げる。

　あんなことをしたのだから叱られるとばかり思ったのに、どういうこと？

「社長には、大成さんの結婚をビジネスと結びつけないでほしいと再三お願いしたのですが……」

「ありがとうございます。婚約を承諾した私が悪いんです」

　ふたりの会話がよく飲み込めない。中野さんって、いったい誰？

「それにしても大成さん、いつの間に……。おきれいな方だ」

　私に視線を移してそうつぶやく中野さんは、ジャケットの内ポケットから名刺を出し、私に差し出した。

「社長の秘書をしております、中野です。大成さんのこと、しばらくお任せしてもいいですか？」

　社長秘書って……大成さんのお父さまの秘書？

「いっ、いえ。任せるって……えっ？」

　混乱してテンパってしまう。『お任せしても』と言われても、急きゅう遽きょこんなことになったわけで、いまだこの状況がよく理解できていないのが本音だ。

「とにかく、今日は私がうまく処理しておきます。またご連絡します。なにかお力になれることがあれば、遠慮なくお電話ください」

　中野さんは大成さんと私に一礼すると、会場に戻っていく。私はそのうしろ姿をポカンと見送った。

「た、大成さん、あの……」

「びっくりさせたね」

　私は心臓をバクバクさせているのに、彼はいたって冷静に言葉を紡ぐ。

　びっくりしたなんてもんじゃない。婚約を断るだけでなく、『すべてを捨てる』と宣言しちゃうなんて、予想を超えてきた。

「……大丈夫ですか？」

　混乱しているものの、お父さまに殴られた大成さんの左頬がうっすらと赤くなっているのが気になってしまい、頬に触れてしまった。

「大丈夫。巻き込んで悪かったな」

「本当、ですよ……」

　安心したら、愚痴が口をついて出た。

　まさかここまで大おお事ごとになるとは思ってもいなかった。パーティに行って、彼の想い人のフリをちょっとするだけでいいと高をくくっていた。

「悪い」

　彼は謝罪の言葉を口にしながらも、微笑む。

　やっと笑ってくれた。

　あんなことがあったのに晴れやかな気持ちなのは、彼の顔から暗い影が消えたからかもしれない。

「じゃあ、行こうか」

　大成さんは私の手を握り、玄関に向かって歩きだした。

「えっ、どこに？」

「俺ん家ち」

　今、なんて言ったの？

「えっ!?　私は……」

　戸惑い、小刻みに首を振ったが、彼は私の手を強引に引きタクシーに乗せる。

　わけがわからないものの、従うしかなかった。それは、彼の恋人ではないことを誰かに勘づかれてはまずいと思ったからだ。とにかくホテルを離れたかった。

　大成さんは、タクシーの運転手に私の知らない住所を告げる。

「私は自分の家に帰ります」

「澪はもう運命共同体だから、責任とって」

　彼はニヤリと笑う。

「責任って……」

　そりゃあ、意にそぐわない結婚ならあらがえばいいと言ったのは私だ。でも、彼とはつい数時間前に出会っただけで、なにも知らない。

「中野さんも、任せるって言ってただろ？」

「それは中野さんが私たちの事情をご存知ないからで」

　彼は私たちが愛する恋人同士だと思っているはずだ。

「まあそうだけど。こうして出会えたのもなんかの縁だし、本当に付き合う？」

「な、なに言ってるんですか！」

　そもそも愛のない結婚がイヤであんなことをやらかしたくせして。

「あはは。冗談。澪って、そういう経験少ない？」

「な、んでそんなことを言わなくちゃいけないんですか……」

　まったく図星だったので、そんなふうにしか返せなかった。

「ごめん、ごめん。だけど、今澪は俺の恋人になってるんだから、しばらく付き合ってもらわないと困るな。これで済むわけがない」

　たしかに、社長からも追及されるだろうし、千代子さんはアルカンシエルにピアノ演奏に来ているのだから、今後も接触する機会があるだろう。彼女だって簡単には引けないはずだ。

「どうしたらいいんですか？」

「しばらく、そばにいてよ」

　とんでもないことに巻き込まれたと、今さらながらに気がついてしまった。

「しばらくというのは？」

「千代子さんと親父があきらめるまで」

　そんな、適当すぎる。

「わ、わかりました。用があるときは呼んでください。できるだけお手伝いします。でも今日は帰してください」

　どうすべきかは落ち着いて考えよう。とにかく自分の家に帰りたい。

「帰っても部屋に入れないんじゃない？」

「あっ！」

　彼に指摘されて、荷物が全部ロッカールームにあることに気がついた。

「どうしよう。アルカンシエルに戻ってください」

「戻ると大変なことになってるよ、きっと」

「たしかに……」

　焦りまくる私をよそに、彼は肩を震わせて笑っている。

「だから、俺ん家な。大丈夫、ベッドはキングサイズだし、服も貸してやる」

「そういう問題じゃなくて！」

　なに言ってるの？　初めて会った男の人の家に泊まれるわけがないでしょ？

「けど、帰れないじゃん」

「あっ、百花に電話……」

　彼女に持ち出してもらおうと思ったものの、スマホもロッカーだ。電話番号は覚えていない。ホテルに電話して呼び出してもらうことも考えたが、おそらくもう帰宅している。

「はー」

　なんの手段もなく盛大なため息をつくと、彼は「泊めてやるから心配するな」と涼しい顔をしている。

「でも！」

「それじゃ、どうする？　財布もないよね」

「そうですけど……」

　彼の言うことはもっともだ。だけど、やっぱり泊めてもらうなんてありえない。

「心配するな。今日は俺も疲れてる。手を出したりはしない」

「なっ……」

　心配していることをズバッと言われて、顔が沸騰する。

「それとも期待してる？」

「し、してません！」

　鼻息荒く返すと、彼はケラケラ笑った。

　もー、どうしてこんなことになってるの？

　とはいえ、ソファで倒れていた彼を見たあとだからか、笑っている姿を見られてホッとしていた。

　しかしどうやら彼にお世話になるしかないようだ。

「そ、それじゃあ泊めてください」

「お、観念した？」

　どことなくうれしそうな彼は、私の頭をポンと叩く。

　やめてよ、このスキンシップ。いちいちドキドキするでしょ？

「そういえば、今日もスイートに宿泊の予定でしたよね」

　私は動揺を隠したくて話を変えた。

「そう。千代子さんとね」

　けれども、あっさりそう言われて、聞かなければよかったと後悔した。余計なことを思い出させてしまった。

「男は、気持ちがなくたって抱けるんだ。まあ、それなりに気持ちいい」

「え……」

　とんでもない発言に目を白黒させる。

「あはは、やっぱりそういうこと想像してる？」

　もしかして、からかわれた？

　なにも言えなくなって、窓の外に目を向けた。

「それが俺の義務だと思ってたからな」

　大成さんの声が悲しげで、怒っていたはずなのに、つい彼に視線を送ってしまう。

「好きでもない女と政略結婚して、セックスして、跡継ぎを作って……愛もへったくれもないふたりから生まれた子が、また俺のように苦しんで……」

　彼は肩を落とす。想像以上に傷ついているのかもしれない。

「大成さん……」

「昨日まではその覚悟もあったのに、いざ婚約発表を前にしたら、すごく虚しくなって、ワインのボトルを空けちまった」

　そう、だったのか。

「アルカンシエルのため、ですよね」

「あぁ。だけど、俺はアルカンシエルが欲しいわけじゃない。それに……自分のせいでまた俺のように苦しむ子が生まれてきたらと、怖くなった」

　彼はそれだけ口にすると、私から顔をそむけ、窓のほうを向いてしまった。ガラスに反射して映る彼の顔が険しくて、胸がチクンと痛む。

「一歩、踏み出したじゃないですか」

　そう言うと、彼は振り向き私を見つめる。

「そうならないように、大成さんは人生の舵かじをきったんです。これからですよ」

　あんなに大事になってしまったし、これからどうなるのか不安だけど……彼は間違った道を自身で塞いだ。

「そうだな。澪があの部屋の担当でよかった。そうでなければ俺は今頃、パーティで偽物の笑顔を作っているところだったよ」

　彼が自ら歩く道を選択したことは喜ばしいことだ。だけど、会社としては大丈夫なんだろうか？

「東横銀行との関係は問題ないんですか？」

「アルカンシエルの経営が今現在苦しくて頼りたいわけじゃないんだ。銀行との関係を密にしておいて、融資を受けやすくしようとしているんだろうな。『Laラ merメール TOKYOトーキョー』にも進出したし、海外展開も積極的に検討している」

　La mer TOKYOというのは、かなり大きな商業ビルだ。たしか、大手の『宮みや城ぎ不動産』が開発をして、その上層階をアルカンシエルが占めている。

　それなら、やっぱり怒らせたらまずくない？　いやでも……彼の人生を棒に振って、融資を受けるのもどうかと思うけど。

「澪って、百面相がうまいね」

「はっ？」

　真剣に考えていたのに、彼にクスッと笑われてしまった。

「眉間にシワを寄せたり、ハッとしたり、表情変わりすぎ」

　そんな話を聞いていたら、いろんな顔になるのが普通でしょ？

「澪の考えていることは想像つくけど、まったく問題ない。実力で別の銀行から借りればいいだけの話だ」

　そんなに簡単に言うけど、ホテル建設の資金って、諭ゆ吉きちさん何枚いるのよ……。

「ふぅー」

　私が思わずため息をつくと、「今度は真っ青な顔してる」と笑われてしまった。

「だって、なんだかよくわからないうちにドレスを着せられてパーティに引っ張っていかれて、いつの間にか恋人になって……」

「あー、はいはい。テンパってるわけね」

　まさにその通りだ。

「澪はなにも心配しなくていいんだよ。あとは俺がちゃんとする」

　そりゃあ、私にはなにもできない。だって、ただのハウスキーパーだもの。

「……はい」

　渋々うなずくと、「とりあえず帰ってゆっくりしよう」と彼はマイペースに言った。










泥船に乗った模様です




　私たちを乗せたタクシーは、ホテルから二十分ほど離れた、二十階ほどある立派なマンションにたどり着いた。どの部屋も窓が大きく、低層階、中層階、上層階とグラデーションになるようにブラウン系のタイルで装飾されていて、高級感があふれている。

　タクシーを降りると、高台にあるそこからは、まるでダイヤモンドをちりばめたような街の夜景が広がっていた。

「きれい」

　私が目を輝かせていると、「家のベランダからのほうがきれいだぞ」と大成さんに手を握られる。もう恋人のフリをする必要がないのに、こんなふうに触れられて、胸の高鳴りを抑えきれない。

　彼はカードキーでエントランスのドアを解除し、颯さっ爽そうと中に入っていく。

　大理石でできたピカピカの床。まぶしいほどのシャンデリア。入り口の広いエリアに置かれているソファはもちろん革張りで、おそらく目が飛び出るくらい高いものだろう。マンション内に一歩踏み入れるだけで、あきらかに私の住む世界とは別世界だとわかるほどの豪華さで、落ち着きをなくしてしまう。

　大成さんはエレベーターに乗り、最上階、二十階のボタンを押した。

　耳がキーンとなるほどの勢いで上がっていくエレベーターは、あっという間に二十階に到達する。妙な緊張が高まり、手に汗をかいてしまう。

「さ、どうぞ」

　彼に促されエレベーターを降りると、玄関らしきドアがふたつあるだけだ。

「あれ、ふた部屋？」

「うん、このフロアは半分俺ん家」

「え……」

　今、なんて言いました？

　私のマンションなら、二十くらい玄関があってもおかしくない広さなのに。

　口をあんぐり開けたまま彼に引っ張られ、部屋に入った。すると八畳一間の私の部屋とは違い、驚くほど広い玄関の横には、シューズクロークまである。そこには革靴からスニーカーまで、数えきれないほどの靴が並んでいた。

「ま、とりあえず上がって」

　彼は平然とした顔をして、これまた広い廊下を進んでいく。

「ここがトイレね。で、こっちが風呂」

「は、はい」

　彼は簡単に部屋紹介をしながら奥へと入っていく。私も慌てて続くと、正面奥のドアを開けた彼が振り向き、私を手招きする。

「電気をつける前に」

　彼が私の手を引き部屋の奥へと進み、大きな窓を開け放った瞬間、フワッと風が吹いてきて髪が揺れた。

「なに、これ……」

　広すぎるバルコニーの先に広がる夜景。まるで一面に敷き詰められたかのような光の畑に、息を呑む。さっき下で見た光景よりはるかに迫力があるのは、より遠くまで見えるからだろう。

「あそこがアルカンシエル。で、あっちがLa mer TOKYO。その向こうは、海。昼は海もよく見えるぞ」

　なんて贅沢な空間なの？

　あまりに感動して言葉をなくした私は、そのまま美しい景色に見み惚ほれていた。

「澪、寒くない？」

　彼は、ジャケットを私にかけてくれる。ここは階層が高いせいか少し風が強い。ホルターネックのドレスではたしかに肌寒かった。

「ありがとうございます」

「うん」

　大成さんは小さくうなずき、私の腰を抱く。

　実に自然な動作だったが、私はドギマギしてしまい、夜景に集中できなくなった。

「ここに入居してから何回もこの光景を見たのに、こんなにきれいだと思ったのは初めてだよ」

　彼は穏やかな表情でそう口にした。

　どういうこと？

「澪が隣にいてくれるからかな」

「い、いえ……」

　彼の言葉に心臓が暴れだす。もしかして、口説かれてる？

　そういう経験すらなくて、身構えてしまう。

「あはは。警戒しないで。澪のおかげで、やっと息が吸える」

　それって……望まない結婚のせいで、今まで苦しかったということだよね。

「じゃあ、いっぱい酸素吸ってください。ヒッヒッフー」

「それ、出産のときじゃ……」

「あ、そうでした」

　テンパっている私は、変なことを言ってしまう。

　すると彼は「澪って、天然？」と、カタカタと体を揺らして笑っている。

「そんなに笑わないでくださいよ」と言いつつ、私も噴き出してしまった。

　ロマンティックな夜景を楽しんで、再び部屋に入ると、彼は電気をつけてくれる。

「広いっ……」

　さっきは暗くてわからなかったが、リビングはおそらく五十畳くらいはあるはずだ。広すぎて落ち着かない。

　……が、ちょっと散らかり気味だった。大きな黒いソファには脱ぎ捨てられたＴシャツとハーフパンツ。ローテーブルにはクシャッとなった新聞。ガラス製の大きなダイニングテーブルの上はコーヒーカップが置かれたままになっているし、部屋の片隅にあるゴミ箱は今にもあふれそうだ。

「大成さん、もしかして片付け苦手ですか？」

「あはは」

　私が指摘すると、彼はバツの悪そうな顔をする。

「こういうのはその時々でしていかないと、どんどん面倒になるんですよ。洗濯機に入れてきます」

　私は脱ぎ捨てられていたＴシャツを手に、洗濯機へと向かった。片付いていないと落ち着かないのは、もはや職業病かもしれない。

　リビングに戻り、コーヒーカップを洗い始めると、彼が近くにやってきた。

「悪いな。あっ、なにか飲む？　コーヒーか紅茶か、ビールか……」

「紅茶をいただければ……。私やりますよ？」

「それじゃ、お願い。ティーバッグでいい？　俺はビールにしようかな」

　まだ飲むつもり？

「いえ、大成さんも紅茶です」

「は？」

　冷蔵庫を開けようとしていた彼の手が止まる。

「飲みすぎです」

「あー、その通りでございます」

　彼がわざとらしくしょげてみせるので、おかしくて白い歯がこぼれた。

　そんな彼の横で紅茶を入れ始めると、彼はそれをじっと観察している。

「すぐにできますから、座っててください」

「ううん。澪の隣にいたいんだ」

　大成さんはニッと笑いながらさりげなく私の腰に手を回してくる。

「えっ、あっ……」

　この人、たらし？

　いちいちドキドキするような言動についていけないと呆あきれていたのに……。

「本当はすごく不安なんだ。自分でもとんでもないことをやらかしたとわかってる。でも、貫く覚悟はある。だけど、今は誰かにそばにいてほしい」

　パーティであんなに強気な発言をした人とは思えない。

　しかし、その気持ちは理解できなくもない。大勢の重鎮が集まるあの場所で、期待された意見とは真逆のことを口走るには、とてつもない勇気が必要だったはずだ。

「私でよければ、お手伝いしますから」

「もちろん、澪は巻き込みまくるつもり」

「え……」

　もう巻き込まれてしまっているけど、改めて言われると腰が引ける。

「あれ、そのつもりじゃないの？」

　彼はイジワルな笑みを見せる。

「えっと、ほどほどに……」

　とはいえ、思いがけず彼の弱い一面を見てしまったからか、断る選択肢がなくなってしまった。




　それから紅茶をソファに並んで飲み、お腹が空いたという彼の提案でピザのデリバリーを頼んだ。

　ピザがやってくると、彼はどんどん口に運んでいる。

「そんなにお腹が減ってたんですか？」

「あぁ。食べるの忘れてたから」

　もしかして、ずっと食べてなかったの？　空腹にワインなんて、そりゃあ酔うわけだ。でも、これだけ食べられるということは、気持ちが軽くなった証拠かな？

「そういえば、中野さんって……」

　あのあと、どうなったんだろう。

「彼は親父の秘書だけど、俺の高校時代の家庭教師でもあるんだ」

「そうだったんですね」

「俺……小さい頃からスケジュールをびっちり詰められてて……。いわゆる名門と言われる小学校に通い、家に帰ったらすぐに習い事。家庭教師はもちろんのこと、英会話や、スイミングや、書道に茶道。空いてる時間はなかった」

　そんなに窮屈な生活をしていたの？　もうその頃から跡継ぎ教育がなされていたのかもしれない。私には理解できない世界だ。

「それが普通だと思ってたから、小学生のときは淡々とこなしてた。けど中学に進学した頃、それに加えて経済の勉強までさせられるようになって、心のバランスを崩したっていうか……なにもできなくなったんだ」

　そりゃそうだ。そんな息苦しい生活、何年も続けられない。

「それだけ必死にこなしても、褒めてもらえることなんてなかった。親父は仕事ばかりで帰ってこないし、お袋は親父に従うだけ。で、あるとき、全部放り出して家出した」

「家出？」

　それはまた大胆というかなんというか……。だけど、そこまで追い詰められていたんだろう。

「うん。でもすぐに捕まって、あっけなく監禁生活。はは」

　苦笑いをする彼は、悲しげな表情を浮かべている。

「その頃から俺は、八坂家の問題児ってわけ。ひとり息子なのに、残念」

「問題児なんかじゃありません。大成さんは必死に期待に応えようとされてきたんでしょう？　すごく立派だと思います」

　そんな堅苦しい生活、私にはできない。私は私で悩みはあったけど、お金や地位がある彼もしんどかったのだとわかった。

「サンキュ。褒められたのなんて初めてだ」

　大成さんは照れくさそうに笑う。その緩んだ表情を見て、私も心が和んだ。

「それで、中野さんは……」

「あぁ、そうだった。中野さんは親父の秘書になったばかりで、勉強を放り出した俺の面倒を見るようにって親父に言われたらしい。だけど勉強なんて全然しなくて、悪さばかり教えてくれて……」

　彼はその頃のことを思い出しているのか、表情を緩める。

「悪さって？」

「あれ、聞きたい？」

　大きくうなずくと、彼はなぜかククッと笑って続けた。

「いかに優等生のフリをして手を抜くかとか、女の子のナンパの仕方とか」

「えっ！」

『ナンパ』って……そんなことまで。

「勉強の資料が欲しいから図書館に行くって家を出て、一緒にカラオケに行ったこともあったなぁ」

　彼は実に楽しそうに語ってくれる。それまで、そういう楽しみひとつ知らなかったのかもしれない。

「あと、エッチなＤＶＤも借りてきてくれた」

「はっ……」

　彼の言葉に軽く固まる。

「だから、教えてあげられるよ？　そういうこと、全部」

　突然声のトーンを落とし色気を纏った視線を私に向ける彼が、なぜか私の顎に手をかけるので、息が止まる。

「澪が望むなら、今すぐにでも」

「のののの、望みません！」

　ハッと我に返り慌ててのけぞったのに、彼は勢いそのままに私をソファに押し倒す。

「澪は魅力的だよ」

　口調は極めて優しいが、獲物を狙うような鋭い目。

　どうしてこんなことになってるの？

「照れてるの？　耳が真っ赤だよ？　かわいい」

　耳元で囁くように言われ、完全に思考が停止した。

「あはは。カチコチだ」

　目を見開いたままなにも言えないでいると、彼は私から離れていく。そして、笑いが止まらないらしくお腹を抱えている。

　な、なに？　冗談だったの？

「大成さん！　私をからかって遊ばないでください！」

　鼻息荒く怒ってみせると、彼は顔の前で両手を合わせる。

「あー、ごめん。でも澪、すごくきれいだから」

「やめてください。冗談でも傷つきます」

　彼は一転、真剣な眼差しを向けるが、私は悲しくなった。千代子さんのように美しい女性を見たあとだから、余計に。

「冗談なんて言ってない。澪は本当にきれいだよ」

　再び手を伸ばしてきた彼は、今度は私の頬に優しく触れる。おまけに、熱い眼差しを逸らそうとしない。

「もう、ホントに……」

『やめて』と言おうとすると、彼は寂しげな顔をして私の唇を指で押さえた。

「嘘じゃない。それに、澪の『あきらめないで』って言葉、すごく効いたよ。そのときの透き通った瞳も、忘れられない」

「そんな……」

　気恥ずかしくて顔を伏せると、彼は私の腕を引き、抱き寄せる。

「大成さん、ちょっと……」

　慌てて離れようとしたものの、許してくれない。

「少しでいい。このまま聞いて。本当に、澪のあのひと言に救われたんだ。俺が怒るかもしれないとわかっていて、言ってくれただろ？」

　私は彼の腕の中でうなずく。

「周りのヤツらは、俺に遠慮ばかりして本音は言わない。裏で陰口を叩いている。だから俺のほうも警戒してしまってなかなか心を開けない。でも澪は、そんな俺の心にすごい勢いで飛び込んできた」

「それは私が世間知らずだからで……」

　今思えば、スイートの大切なお客さまに向かって、よくもあんなに生意気な口をきけたと思う。だけど、あのときは彼にあきらめてほしくなくて必死だった。

「世間知らずだろうがなんだろうが、俺には最高に効いたんだ。ズバッと自己主張できる女って、美しいと思った」

　彼はそこまで言うと、ようやく腕の力を緩めてくれる。しかし、極上の男性に抱きしめられた余韻で心臓をバクバク言わせている私は、うつむいた。

「俺は澪に救われた。だから、澪の願いも叶えてやりたい」

「私の願い？」

　私は顔を上げ、彼を見つめた。

「うん。澪の奏でるピアノが聞きたい」

　彼は優しく微笑むけれど、他人に聴かせられるような腕を持っているわけじゃない。

「ブランクがありすぎて……」

「でも、指は動かしてるんだろ？」

「はい」

　毎日エアピアノは弾いている。とはいえ、実際に鍵盤を叩くのとはまったく違う。

「ここにピアノを買おう。防音もしっかりしてるから問題ない。さっき買う約束をしただろ？」

「あんなの約束じゃありません。ピアノって高いんですよ？」

　慌てふためき首を振る。それに、ピアノが欲しかったから手を貸したわけじゃない。

「俺が聴きたいんだ」

「ですから、ド素人ですって。どこかのコンサートに行かれればいいでしょう？」

　プロとして活躍している人はいくらでもいる。

「俺が聴きたいのは、澪の奏でる音だ。他の音には興味がない」

　彼はそう言いながら私の手を取り、じっと見つめる。

「澪の奏でる音なら、きっと優しい音に違いない。仕事の息抜きだと思って、俺だけに聴かせてくれればいい」

『俺だけ』なんて言われると、胸が締めつけられるように疼うずく。まるで彼の特別な存在になったかのようだ。

　けれど、つい数時間前に出会ったばかりの人に、そんな高価なものを買ってもらうわけにはいかない。しかも、ここで弾くということなら、通わなければならなくなる。

「いえ、本当にけっこうです。今日だけ泊めてくだされば十分ですから」

「そういうわけにはいかないよ。だって澪は俺の好きな人なわけだし、大切な婚約を破棄してまで一緒にいたいと願った人だし」

「そんなこと言われても……」

　あれは演技でしょ？

「あんなに大勢の前で宣言したんだから、今さら『嘘です』とは言えないだろ。澪を巻き込むって言ったじゃん」

「あ、あの、具体的には？」

　助けられるものなら助けてあげたい。でも、『巻き込む』の内容次第だ。

「しばらくは、俺の新しい婚約者としてふるまってもらうよ」

「は？」

　なに、言ってるの？　恋人の影を匂わせるくらいかと高をくくっていた。それなのに、婚約者って！

「あれ、そのつもりじゃなかった？」

　私は二度大きくうなずく。

「よく考えてみなよ。婚約破棄したってことは、他にそれほど想う人、つまり結婚したい人がいるってことだ。その女が、澪だってこと」

　大成さんはいたずらっ子のようにニッと笑うが、私はちっとも笑えない。

　どう考えたっておかしい。彼は私の勤めるホテルのトップに立つ人。私はただのハウスキーパー。立場が違いすぎるじゃない。

「でも、そもそも大成さんと私が知り合うなんて、ありえないですし」

「今日、知り合ったじゃないか」

　む、むむむ。たしかに。

「将来の社長がハウスキーパーに心奪われるなんて、おかしいですよね？」

「そうかなぁ。なんのしがらみもなく愛だけで結ばれた男と女。これぞ純愛って感じで、ドラマティックじゃない？」

　これが本当ならね！

「はー」

　大きなため息しか出ない。

「まぁ、そんなにイヤがらないでよ。俺、澪のこと、けっこう気に入ってるし」

　大成さんはそう言いながら、再び私との距離を縮める。

「な、なんですか？」

「いつか本気で押し倒すかも」

　フェロモンたっぷりのちょっと低い声でつぶやく彼は、うっとりとしたような瞳を私に向ける。

「もう！」

　一瞬、息が止まってしまった私は、やっとのことでそう吐き出して彼から逃げるように立ち上がった。

「あっ、ごめん。もしかして、ドキドキした？」

「してません！」と返したものの、ドキドキなんてもんじゃない。暴れまくる心臓が口から飛び出しそうだ。

　胸を押さえて必死に落ち着こうとしていると、彼は私を見ておかしそうにしている。

「わ、私、婚約者のフリなんて無理ですからね」

「なにを今さら。乗りかかった船ってやつだろ？　いいから、泥船に乗ったつもりでよろしく」

「ど、泥……」

「うん。泥だけど、絶対に沈ませない。さて、シャワーを浴びて寝るか」

　大成さんは私の眉間にシワが寄っているのをバッチリ確認してから、浴室に行ってしまった。

「どうしたらいいの？」

　そんなことを言われても、なにをしたらいいのかさっぱりわからない。いや、泥船は沈むんだから、乗りたくない！

　大きなため息をつき、彼が出ていったドアをじっと見つめた。

　しばらくして、なぜか上半身裸のまま戻ってきた大成さんに、目が釘くぎづけになる。

「あれ、そんなに熱い視線を送って……ヤッちゃう？」

「はぁっ？」

　視線が逸らせなかったのは、予期せぬ出来事に脳が対応できなかったからで、彼の体が引き締まっていて、腹筋が割れていたから見惚れたわけでは……いや、見惚れたような気がしなくもないけど。

「いい加減にしてください！　なんなの、もう！　シャワー借りますね」

　私はその場にいるのがいたたまれなくなり、彼の横を通ってリビングを出ていこうとした。

「待てよ」

　すると突然声のトーンを抑えた彼が、私の腕をつかんで止める。

「えっ……」

　触れられた場所がじんじんと熱を帯びてくるのがわかる。照れくささのあまり顔を伏せると、彼が私の耳に口を近づけてきた。

　な、なにを言われるの？

「着替え、置いておくから」

「は……？」

　思いきり身構えていたのに、なんなの？　それだけ？

　腹を立てながら浴室に飛び込んだものの……。

「あれ？」

　私、なにを言われると思っていたんだろう？　着替えを貸してもらわないと困るわけだし、大成さんはごく当たり前のことを言っただけなのに。

「言い方よ！　あの色っぽい言い方、絶対わざとでしょ？　わざわざ捕まえなくても、『着替え置いておくよ』で済むでしょ？」

　シャワーを浴びながら、ひとりでぶつくさつぶやいてしまうのは、気が動転しているからだ。

　それにしても、なんて広い浴室なの？　私のマンションとはけた違いだ。

　住む世界の違いに驚きっぱなしで、感嘆のため息しか出ない。

　いい香りのするシャンプーやボディソープを借りてシャワーを済ませると、脱衣所にタオルと着替えが置かれてあった。

「あ……」

　ひとり言、聞かれてないよね……。

　ダボダボのジャージを着て、一抹の不安を抱きながらリビングに戻ると、大成さんはソファに体を投げ出し目を閉じていた。

「寝てる？」

　きっと疲れたんだろうな。あの調子じゃ、昨日の夜もよく眠れなかったんじゃないだろうか。

　勝手に悪いとは思ったけれど、寝室から布団を引っ張り出してきて、大成さんにそっとかける。そして、彼の顔を覗き込むように座り込んだ。

　まつ毛、長いな……。それに肌がすべすべだ。

　マンションに帰ってきてからの彼は、私をからかって楽しそうだけど、『俺はなんのために生きてるんだ』とつぶやいたときの苦しげな顔がチラついて消えない。

　こんなに広いマンションに住んで、あんなに大きなホテルの跡取りでも、孤独なのかな？　話を聞いていると、中野さんとは心が通じ合っているように感じるが、他に味方はいないのだろうか。それにしても……中野さん、『うまく処理しておきます』なんて言ってたけど、どうなったんだろう。

　そんなことを考えているうちに、私もまぶたが下りてきてしまった。




「ん？」

　それからどれくらい経ったのだろう。体が揺れたので目を開けると、大成さんが私を抱き上げていた。

「えっ、ちょっ……」

「あんなところで寝たら風邪をひく」

「だ、大丈夫です。下ろしてください」

　こんなことをされたのは初めてで、必要以上にテンパってしまう。

「いいから、そのまま寝てろ」

「そんなわけには！」

「たまには甘えてみな？　澪、ずっとひとりだったんだろ？」

　私に家族がいないことを言ってるんだ……。まさか、そんなことを気にかけてくれていたなんて。

　他人のことを考えている暇なんてないはずの彼が、私を気遣ってくれるのがうれしくて、うなずき体を預けた。

　寝室に入った彼は、広い寝室の真ん中に置かれているキングサイズのベッドに、私をゆっくり下ろしてくれる。

「俺がそばにいてやるから。もう寂しくないぞ」

「大成さん……」

　おかしいな。父や母のことは、もうとっくに気持ちの整理がついているはずなのに、優しい言葉をかけられると瞳が潤んできてしまう。私、寂しかったのか、な。

「すみません、ありがとうございます」

　泣くのはこらえて言うと、彼は隣に滑り込んできて、私を抱きしめる。

　彼の腕の中は温かくて心地いい。でも抱きしめられると、どうしてもアタフタしてしまう。だって、ベッドで男の人と、こんな……。

「た、大成さん、ちょっと離れてください」

　必死に身をよじったのに、彼はいっそう強く抱きしめるだけで離してくれない。

「どうして？　俺も寂しかった。澪と一緒だ」

『だから恥ずかしがることはない』という心の声が聞こえた気がする。

　そんなふうに言われては『離れてほしい』と強く言えなくなり、緊張しながらも暴れるのをやめた。

　そして、疲れていた私は、彼の腕に包まれたまま再び眠ってしまった。




「あっ！」

　今、何時？

　あれからぐっすり眠ってしまった私は、慌てて飛び起きた。遮光カーテンのせいで、何時なのかさっぱりわからない。

「澪、起きたのか？」

「あれ……キャッ」

　隣に大成さんがいることなんてすっかり忘れていた私は、一瞬なにが起こったのか理解できない。

　あのまま寝ちゃったんだ……。男の人とベッドを共にしたなんて、初めてだ。いや、こういうのを〝共にした〟とは言わないか。

「『キャッ』って……今さらだから」

　彼はそう言いながら、少し離れた私を引き寄せ背中に手を回してくる。

「あぁっ、離れてください！」

「俺、寝起きが悪いんだよ。ちょっとこのままにしてて」

「む、無理っ！」

　息が吸えないんだもの。

「なんだよー。このふわふわしてる時間が好きなのに」

「おひとりでどうぞ。わっ！」

　私はなんとかベッドから抜け出した。しかし、大成さんに借りていたスエットのウエストが緩すぎて、ズボンが少し下がりショーツがちょっぴり出てしまったので慌てて戻す。

　見られて、ないよね……。

　恐る恐る振り返ると、彼がニヤリと笑っていたので、顔が引きつった。

「目が覚めちゃった」

「あ……」

「もっとセクシーなの買ってやる」

　あぁ、見られてたんだ！

　私は頭から蒸気が上がるのを感じながら、寝室をバタバタと飛び出した。

「あー、もう」

　ドアを閉めた瞬間、彼の「あはは」と笑う声が聞こえてきたので、がっくりと肩を落とす。

　最悪だ。……いや、そんなことより仕事！

　壁にかかる時計に目をやると、まだ六時半でホッとした。

　着替えを貸衣装室に預けたままなので、仕方なく脱衣所で昨日のドレスに着替える。

　これで出社するのか……。まいったな。

　ドレス姿でリビングに向かうと、大成さんが起きてきていて、ミネラルウォーターをごくごくと豪快に喉に送っていた。大きな喉仏が上下する様子が妙に色っぽくて、視線が釘づけになる。この人に抱きしめられながら眠ったんだと思うと、勝手に頬が赤らんでくる。

「澪、どうかした？」

「えっ、なんでもありません」

　慌てて視線を落としたが、自分の会社の次期社長に『澪』と恋人のようにふるまわれているのが不思議でたまらない。

　ドギマギしていると、いつの間にか彼が目の前まで歩み寄ってきていた。

「顔が赤いよ。一緒に寝たからドキドキしてる？」

　腰を折り、私の耳元で囁くので、ビクッと体が震えてしまう。

「し、しししてませ――」

「してたんだ。かわいいな、澪は」

　噛みすぎたせいか、心臓がバクバクしていたことがあっさりバレたらしい。

　しかも、フェロモンたっぷりの艶っぽい声に、私の胸はますます高鳴ってしまう。

「い、いえっ」

「服がなかったか……。アイツ、起きてるかな？」

　焦りまくっている私をよそに、大成さんは平然とした顔。テーブルに置いてあったスマホを手にして電話をかけ始めた。

『アイツ』って誰だろう。

「おぉ、おはよ。あのさ、女性用の服、ない？　身長は百六十センチくらいで、上から……八十八、五十八、八十二ってとこかな」

　大成さんは私に視線を這はわせながら伝えている。

　え……もしかしてスリーサイズのこと？　大体合ってるからびっくりだ。ていうか、なんでわかったの？　しかもそれを誰に教えてるの？

「お、それでいい。すぐに取りに行くからよろしく」

　私の服を調達しようとしてくれているのはわかるけど、こんな時間に取りに行くって、どこへ？

「澪、ちょっと行ってくる」

「は、はい……」

　私は彼がジャージ姿のまま出ていってしまうのを呆然と見送った。

　なにがなんだかわからないままカーテンを開けると、その景色に目を瞠る。

　昨日の夜景も感動で胸が震えた。けれども、太陽の下の明るい景色もまた圧巻だ。アルカンシエルの上層階に引けを取らない。

「あ、海……」

　大成さんが言っていた通りだった。アルカンシエルの向こうに見える海はキラキラと水面が光っている。なんだかこの景色全部の持ち主になったかのような錯覚に襲われて、妙な優越感に浸ってしまう。

「大成さん、すごいな……」

　改めて住む世界の違いを感じていると、ガチャッと鍵が開く音がして彼が帰ってきた。まだ出ていってから十分ほどだ。随分早いけど、どこに行っていたのだろう。

「澪、どれがいい？」

　リビングに入ってきた彼の手には、たくさんの洋服。

「どうしたんですか、これ？」

「隣、アパレル会社の社長が住んでるんだ。近所付き合いしてたら仲良くなって、よく一緒に飲んでる。もともとデザインもするヤツで、いつも試作品があるから、もらってきた」

「もらって？」

　いいのだろうか。

「うん。これ、商品化はされないものばかりなんだとさ。デザインはよくても、製作コストが高すぎるとか、万人受けしにくいとか、いろいろややこしいらしい」

　彼は数枚のワンピースとスカート、そしてカットソーやブラウスをソファに置く。

「すごい、かわいい」

　デザインだけでなく、手に取ってみると肌触りもいいし縫製もしっかりしていて、上質なものだとわかる。

「ほら、着てみなよ。そうだなぁ……」

　大成さんはしばらく考え、その中から淡いブルーのワンピースを手にして私に渡す。

「今日はこれ。世界で一枚だけの洋服だ。澪だけのね」

　彼はうっとりするような甘い声で囁く。

「私、だけの？」

　ボツになった試作品なのだからそうなんだろうけど、そんな言い方をされると、特別扱いされているかのようで、ときめいてしまう。

「普通、試作品は人にあげたりしないんだってさ。でも、俺の婚約者なら仕方ないなって」

「はっ？」

　婚約は〝フリ〟なんだから、余計な人にまで広めないで。

「これから一緒に住むって言ってきたから」

「ちょ……。なにを勝手に！」

　誰が一緒に住むって言ったの？

「婚約してるんだから、おかしくないだろ？　ほら、時間なくなるぞ」

「あっ、嘘……」

　とんでもない言葉に反論したいのはやまやまだったけど、とにかく仕事に行かなくちゃ！

　私はワンピースを受け取り、着替えなおすために脱衣所に向かった。

「わ、サイズちょうどいい。それにシルエットがきれい」

　感動を胸に再びリビングに戻ったものの、大成さんの姿がない。どこに行ったんだろうとキョロキョロしていると、寝室のドアが開いて、濃紺のスリーピースを着こなした彼が出てきた。

　スタイルがいいから、スーツ姿も様になる。当然、オーダーであろうスーツは、余計なシワが入ることもない。

　見惚れていると、彼が近づいてきてなぜか熱を孕はらんだ視線を送ってくる。

「やっぱり澪はきれいだ」

　彼はそう口にしながら、私の頬に優しく触れる。するとたちまち心臓が暴走を始めるから困ってしまう。

「送ってく。行こうか」

　なにを言われるかと身構えたが、ただそれだけだった。

　それだけって、私はなにを期待していたのだろう。だけど、あんなに熱い眼差しを向けられたら、誰だってドキドキするでしょ？

「あっ、駅を教えてくだされば、ひとりで大丈夫です。電車代を貸して――」

「行くよ」

　大成さんは私の話を華麗にスルーして、スタスタと足を速める。実にマイペースな人だ。

　私は彼のあとを慌てて追いかけた。

　エレベーターを待っていると、隣の玄関も開いて男性がひとり出てきた。

「おぉ、さっきはサンキュ」

　大成さんは親しげに話しかけている。

　あれ……この人が社長さん？　デザイナーもしていると聞いたので、勝手に女性だと思っていたが、男性だった。

　歳は大成さんと同じくらいに見え、背も彼と同じくらい高い。顔も小さく整っていて、社長というよりモデルと言われたほうがしっくりくる。

「彼女が婚約者さんだね。初めまして、一いちノの瀬せです」

　一ノ瀬さんは笑みを浮かべて、ジャケットの内ポケットから名刺を取り出し、私に渡してくれる。

「あっ、『ブランピュール』！」

　大きな声を出してしまい、ハッと口を押さえる。

「ご存知ですか？」

　ご存知もなにも、雑誌でよく特集が組まれるし、芸能人にも愛用者が多く、価格帯は高めだがデザインが秀逸で、流行の最先端を行くようなブランドだ。

「もちろんです！　憧れのブランドです」

「それは光栄です」

　一ノ瀬さんは小さく頭を下げてくれる。

　ということは……このワンピースは、ブランピュールの物なの？

「あっ、ワンピース、とっても素敵で……ありがとうございます！」

　興奮気味に一ノ瀬さんにお礼を言うと、なぜか大成さんが私の腰を抱く。

「澪。お前の婚約者は俺なんだぞ。一ノ瀬に目を輝かせすぎ」

　だって、憧れのブランドの社長さんが目の前にいるんだもの。しかも、彼がデザインしたたった一枚の洋服を私が着ているなんて、夢のようだ。

　というか、婚約者じゃないし。

「澪さんとおっしゃるんですね。とってもお似合いですね。試作品がいろいろありますので、よければまたこっそりと差し上げますよ」

「えっ、本当ですか？」

　ダメだ。テンションが上がりすぎて、抑えられない。

「一ノ瀬、物で釣るな。澪は俺のだ」

「わかってるよ。お前の大切な人に手を出したりしないから安心しろ」

　一ノ瀬さんは大成さんに反論しているが、そもそも私は大成さんの〝大切な人〟なんかじゃない。それなのに、彼の所有物のような言い方をされ、戸惑ってしまう。しかし、婚約者ではないことがバレたら困るのかな……と思い、黙っていることにした。

　それにしても、背の高いいい男に囲まれ、なんだか圧倒される。ふたりが話しているのをキョロキョロと見上げていると、大成さんはなぜか不機嫌顔だ。

「澪、時間がないんだろ？」

「あっ、そうでした」

　一ノ瀬さんも出勤するところだったらしく、私たちは同じエレベーターに乗り込み、駐車場に向かった。

「それでは。八坂をお願いしますね。ちょっと素直じゃないですけど、いいヤツですから」

　エレベーターを降りると、一ノ瀬さんは笑顔でそう言ったあと、離れていった。

「余計なことを」

　大成さんは「ふー」とため息をついている。そして、なぜか呆れ顔で私をじっと見つめた。

「澪。お前は俺だけ見てればいいんだよ」

「えっ……」

　そんなこと言ったって、そもそも成り行きでここにいるだけで、大成さんの彼女でもなんでもないのに。

「澪は俺の婚約者なんだぞ」

「べ、別に一ノ瀬さんに目を奪われたわけじゃないですし、そもそも大成さんの婚約者じゃ――」

『ない』と言いたかったのに、最後まで言えなかったのは、彼が私の口を手で塞いだからだ。

「澪は俺の婚約者なの」

　彼はもう一度繰り返す。

『フリでしょ？』と伝えようとしたが、彼の目が『黙って』というオーラを発していたので、口をつぐんだ。




　彼の車は、真っ白なベンツ。こんな高級車に乗ったことがなくて緊張していたものの、彼はそんなことは意に介せずアクセルを踏む。それからなぜか、アルカンシエルとは違う方向へと向かい、十五分ほど走らせたところにあるLa mer TOKYOの駐車場に停めた。

「あの、大成さん？」

「朝飯食おう。まだ時間あるだろ？」

　仕事？と思ったけれど、違ったようだ。

「はい」

　たしかにまだ七時半。アルカンシエルにはいつも八時半過ぎに入るので、時間はある。

「ハウスキーパーは体力がいるだろ？　俺、まだ従業員の隅々まで、どんな仕事をしてもらってるか知らないんだけどさ……」

　彼は少しバツの悪そうな顔をする。

　だけど、社長になろうという人が、私たちの仕事のことまで知っている必要はない。

「体力は必要ですね。お昼も遅くなることが多いです。でも、大成さんはハウスキーパーの仕事を知らなくて当然だと思いますけど」

「いや。知るべきだ」

　彼は語気を強める。

　彼の意外な一面を見た気がする。なんというか、私を甘い言葉で翻弄してからかっている姿はすっかり鳴りを潜め、将来のトップとしての意気込みを十分に感じるというか……。

　大成さんは自分の意思を無視した結婚を押しつけられ『会社なんていらない』とつぶやいたけれど、本当はアルカンシエルを背負う覚悟があるのだと感じる。

「ま、そんなことはいい。腹減った」

　彼はそうつぶやき、私の手をさりげなく握る。彼女みたいな扱いをされ、どうしていいかわからない。

　二階のおしゃれなカフェ『プレジール』に入ると、朝早いのに客であふれかえっていた。コーヒーのいい香りと、パンが焦げるような匂いのせいで、そんなに空腹を感じてはいなかったのに、お腹が鳴りそうになる。

「澪、なににする？　ここの軽食はなんでもいけるぞ」

　おいしそうなサンドウィッチやマフィンなど、たくさん並んでいる中から彼が選んだのは、アボカドのサンドウィッチ。

「私も同じもので」

「了解。コーヒーでいい？」

「はい」

　彼は手際よく注文を済ませ、窓際の席に座る。スタッフが席まで持ってきてくれるらしい。

「ここにもアルカンシエルが入ってますよね」

　このビルの上層階にはアルカンシエルの別館が入っている。

「うん。友達の会社の不動産部門が手がけたんだ。当時、俺はまだアメリカにいたんだけど、その話を聞いてアイツのとこなら間違いないって親父に勧めたんだよ。ちょっと本館に近すぎるという声もあったんだけど、他社に入られるくらいなら押さえておこうと、入居に乗り出すことになって……」

　彼の顔が生き生きとしている。やっぱりアルカンシエルの仕事が好きなんだ。

「別のホテルと入居を争って、プレゼンでうちがものにしたってわけ」

「そうだったんですね。大成さんがそのプレゼンに噛んでるんでしょう？」

　その話しっぷりからなんとなくそう感じたので聞いてみた。

「まぁ……中野さんとはやりとりしたけど」

　彼は曖昧に言葉を濁してしまったが、表立っては動いてはいなくても、彼が主導したに違いない。

「大成さん、やはりアルカンシエルをお継ぎになるべきでは？　千代子さんとの結婚のことは別として、大成さんは今の仕事がお好きなんですよ」

　跡継ぎとしてのプレッシャーや、幼少期の不自由な生活。それらは気の毒だとは思うけど、そもそも政略結婚を承諾したのだって、アルカンシエルを継ぐ覚悟があったからだと思う。自分の気持ちに反することに耐えきれず、婚約破棄なんていう大事を起こしてしまったものの、会社に対する熱い思いは変わってはいないはずだ。

　しかし、彼は返事をすることなく苦しげな顔をして窓の外を眺めるだけ。

　そのうち、コーヒーとサンドウィッチがやってきた。

「お腹空いてるんですよね。食べましょう」

　私の言葉に小さくうなずく彼は、なにを考えているんだろう。

「私、大成さんがトップに立ってくださるなら、もっともっと頑張れる気がします」

「澪……」

「ハウスキーパーの仕事まで気にかけてくれる経営者なら、安心してアルカンシエルをお任せできます」

　それは嘘偽りのない本音だった。けれど彼は首を振る。

「自由になりたい。今回の婚約のことだけじゃなく、これから先もいろいろな制約があるだろう。もう、自由に……」

　大成さんは顔をゆがめる。よほど息の詰まる生活をしてきたに違いない。

　彼の過去を知らない私は、それ以上なにも言えなくなり、サンドウィッチを頬張った。

「これ、すごくおいしいです！　アボカド、初めて食べました」

「えっ、初めて？」

　興奮気味に話すと、彼は目を丸くする。

「あれ、変ですか？」

「変じゃないさ。澪、いろいろ知らなさそうだな」

　そこまで言った彼は、なぜか身を乗り出してきて、私の耳に手をかざす。

「俺が〝初めて〟をたっぷり教えてやるよ」

　そして、どこか悩ましげな声で囁き不敵な笑みを浮かべるので、軽く固まる。

「昨日の澪を見てたら、初めてかなと思って」

　昨日の私を見て、なにが初めてだと？　いや、なんとなくわかったから聞かないけど。

　複雑な顔をしていると、彼は肩を震わせる。

　はー、からかわれたんだ。

　私はなにも言わずに口を尖とがらせ、コーヒーを口に運んだ。余計なことを言うと墓穴を掘りそうだからだ。

「大成さん、今日は出社されるんですか？」

　あんなことがあったあとだから、ちょっと心配だ。

「いや。もう俺の席はないだろうし――」

「ダメです」

　私は彼の言葉を遮った。

　婚約破棄をしたとき『すべてを捨てる』と言い放った彼は、アルカンシエルを去ることも覚悟の上だったに違いない。しかし彼と話していると、それがよい選択だとはどうしても思えない。

「私たちの上に立ってください。大成さんが、いいんです」

　まだ昨日会ったばかりで、彼の仕事ぶりなんてわからないけど……私の直感がそんな言葉を口走らせる。すると彼はふと表情を緩め、口元に笑みを浮かべた。

「澪は面白いヤツだな」

「なにが面白いんですか？」

　私が首をひねっていると、彼はコーヒーを喉に送ってから口を開く。

「会ったばかりの俺を、信用してくれるのか？」

「だって大成さん、私を騙だましたりしないでしょう？」

　そもそも、人は都合の悪い部分や知られたくない弱点は話さない。だけど最初からそれを見せてくれた彼は、私に嘘をつくつもりはない気がするのだ。

「澪。お前、男に騙されやすそうだな」

　大成さんはクスッと笑う。

「え……」

　騙されるもなにも、特定の男性とそんなに親しくなったことすらない。

「けど、もう大丈夫だ」

「どうしてですか？」

「俺がいるからに決まってるだろ」

　なにがどう決まっているの？

　噛み合わない会話を不思議に思っていると、「遅刻するぞ」と言われて慌ててサンドウィッチを口に入れた。




　彼はプレジールを出たあと、アルカンシエル本館の裏玄関まで送ってくれた。

「ありがとうございました。あの、大成さんは……」

　そういえば、スーツ姿の彼が今日どうするのか聞きそびれている。まさか、退職届を出したりはしないよ、ね……。

「中野さんに会う約束になってる」

　それを聞いて、ホッとした。昨日のことを『うまく処理しておきます』と言っていた彼なら、大成さんを退職させたりしないと思ったからだ。

　私が口角を上げると、彼は小さくうなずく。

「行ってきます」

「うん、それじゃ」

　本社に行くのかもしれない。彼は車を発進させた。










ドキドキの同どう棲せい生活




　ホテルに駆け込み更衣室に行くと、百花がもう着替えを済ませていた。

「ちょっと澪！」

　彼女は私の姿を見つけるなり、大きな声で呼ぶ。

「おはよ、昨日は後片付けをさせてごめんね」

「そんなこといいのよ。でもびっくりしたー」

　彼女の言葉に曖昧にうなずく。詳しくは話せないからだ。

「あんな素敵なドレス着て、デート？　どこに行ったの？」

　百花は目を輝かせて食いついてくる。

「あー、まあちょっとね……」

　正直なところ、あんなドレスを着ていく場所を思いつかない。だから私は適当にごまかした。

「ねぇ、この服もメチャクチャかわいい」

　次に百花は、私のワンピースに目をつける。彼女はファッションにとても詳しい。

「うん、ブランピュールのワンピなの」

「え！　ちょっと、いくらするのよ、これ。まさか昨日の彼が買ってくれたとか？」

　百花が大きな声を出すので、慌てて彼女の口を押さえる。

「そ、そうだけど、昨日の彼のことは、内緒にしておいて」

「なんで？　彼氏なんでしょ？　あんなイケメンなんだから自慢したらいいじゃん」

　わけありなのよ！

　なんと説明したらいいのかわからない。大成さんとは、彼の周りが落ち着くまでの期間限定の婚約者なわけだし、あまり大事にはしたくない。

「えっと、とにかくお願い」

　顔の前で手を合わせて懇願する。

「なんだ、照れくさいの？」

「そ、んな感じかな。あはは」

　そういうことにした。

「わかったわよ。だけど、私には隠しちゃダメよ。あっ、時間ない。事情聴取はあとでね」

　百花は妙に機嫌がよく、鼻歌を歌いながら更衣室を出ていく。多分、私に彼氏ができたことを喜んでくれているのだろう。

　ごめんね、百花。偽の彼なのに。

　罪悪感でいっぱいになりつつ、私も慌てて着替え始めた。




　とはいえ、仕事が始まると、大成さんのことを考えている暇はない。

「シーツかけておいて」

　一緒に組んでいるバイトの女子大生に声をかけ、私はバスルームの掃除を始めた。

　浴槽とトイレの掃除を終えベッドルームに戻ったものの、ふたつあるベッドのうち、ひとつのベッドメイキングが終わっていない。

「急いで、時間がないわよ」

　そろそろ次の部屋に行かないと間に合わない。

「はー、この仕事、給料のわりに重労働すぎません？　このシーツだってこんなに苦労してシワを伸ばしても、お客さんは気づきもしないでしょ？　西條さん、よく続いてますね」

　彼女の言う通り、ハウスキーパーは体力勝負だし、完全に裏方だ。しかし、私たちがいなければ、アルカンシエルは成り立たない。

「お客さまは、きれいな部屋が用意されていて当たり前だもの。それに上の人たちは、ちゃんと私たちの仕事を評価してくれているのよ」

　大成さんの顔を思い浮かべてそう口にする。

「そうですかね」

「うん。ほら、頑張るわよ」

　私は彼女を急かして一緒にベッドメイキングを済ませ、次の部屋に向かった。




　ギリギリだったものの、なんとかチェックインの時間までに、担当フロアの掃除を終えることができた。

「はぁ、疲れた」

　休憩室に行くと、百花がため息をついている。

「お疲れ、百花」

「澪はいつも涼しい顔だね」

「そんなことないよ。ヘトヘト」

　一度座ってしまうと、もう立ち上がりたくないくらい疲れる。

　時計は十五時半を差そうとしている。昼に三十分休憩を許可されているものの、時間内に清掃を終わらせなければならない私たちは、よほど稼働率が低いときでないと昼休憩をとることができない。いつもこの時間までぶっ通しで働いている。

「ご飯、食べよっか」

　百花はロッカーから弁当を取り出した。

「うん。でも今日、お弁当ないの」

　ようやく昼ご飯にありつける。だけど、いつもは持ってくるお弁当を用意できなかった。

「ちょっと、それって……朝帰り？」

「べ、別に、百花が考えているようなことはないよ？」

　私が慌てて弁解すると、彼女は「またー」とからかってくる。

「そんなことより、昨日、宴会場であったパーティ、どうなったか知ってる？」

　あのあとのことが気になるけれど、他に聞ける人がいない。

「パーティ？　あぁ、彼に聞いたんだけどね――」

　百花は今、調理場のコックさんと付き合っている。私がそのパーティに行ったことまでは知らない彼女は、「なんで気になるの？」と首をひねりながらも口を開いた。

「あのパーティ、アルカンシエルの四十周年を記念してだったのは聞いたでしょ？」

　私は大きくうなずいた。

「どうやらそこで、社長の息子の婚約が発表されるはずだったらしいの。だけど、その息子がね……違う女、連れてきちゃったんだって」

　百花はなんだか楽しそう。とてもその女が私だとは言い出せない。

「それで大騒動になったんだけど、今度は婚約発表するはずだった女のほうの元彼って人が乗り込んできて……」

「えぇっ！」

　予想外の展開だった。あのあと、もうひと悶もん着ちゃくあったんだ。

「女の素行の悪さをぶちまけちゃったらしいのよ。自分と付き合っていながら他にセフレが何人もいたとか、澄ました顔してるくせに普段はタバコをふかしているとか。そりぁまあ、女は真っ青だったんだって」

　それが事実ならそうだろう。千代子さんは、そんな人には見えなかったもの。上品で凛りんとしていて、私とは別世界の人だと感じた。人は見かけによらないのだろうか。

「結局パーティは中止よ。おかげで手つかずの料理のおすそ分けいただいちゃった」

　それじゃあ、一方的に大成さんが悪いということになっているわけではないのかな。

　とはいえ、大成さんのお父さまは、落胆に次ぐ落胆かもしれない。

「そっか……。ねぇ、それじゃあ、時々ロビーに来るピアニスト知ってる？」

　私はさりげなく千代子さんのことをもう少し聞いてみることにした。

「噂は聞いたことがあるよ。すごく美人でピアノの腕もなかなかみたいね。彼女の演奏を聴くために毎回駆けつけるファンまでいて、その時間はラウンジが満席なんだって。私たちとは完全に別世界の人よね。で、その人がどうかした？」

　百花はかなりの事情通だ。もしかして、彼女が同一人物だと気がついているかもしれないと思ったけれど、知らないらしい。

「ん？　なんでもない」

「そんなことより、澪よ。澪はあのイケメンとどこで出会ったの？　いつから付き合ってるの？」

　百花は一瞬首を傾げたが、それより大成さんのことが気になるらしく、矢継ぎ早に質問してくる。

　だけど私は返答に困ってしまう。

「えっと……」

　どうしよう。本当のことを言ってもいい？　いや、ダメだ。万が一にも私が恋人ではないことがバレたら、別の縁談を押しつけられる可能性だってある。

「ちょっと前に……うーんと……」

「なに？　歯切れが悪いわね。略奪愛とか？」

「違うよ！」

　百花がとんでもないことを口走るので、大きな声が出てしまった。

　でも、婚約者から大成さんを奪ったことになってるのかな、私。

「まぁ、澪が幸せならいいや」

「ありがと、百花」

　彼女は私が言いにくそうにしているのに気がつき、それ以上は突っ込まないでおいてくれた。




　昼食のあと、宴会場のセッティングを手伝い、業務は終了した。百花と一緒に事務所に戻り、ルームレポートをつけて帰ろうとすると、事務所を出たところで中野さんが待ち構えていたので驚いてしまった。

「西條さん。お疲れのところ申し訳ありません。どうしてもお話ししたくて」

「わかり、ました」

　なんの話だろう？

　誰？という顔をしている百花を先に帰るよう促して、私は中野さんと一緒に、空いていた会議室に向かった。

　会議室に足を踏み入れるとすぐに「お座りください」とイスを勧められ腰かける。中野さんは私の向かいに座り、ニコッと笑った。

「早速ですが……実は西條さんにご協力いただきたいことがありまして。大成さんと私の関係はお聞きになりましたか？」

　協力ってなんだろう？

　私は不思議に思いながらもうなずいた。

「はい。簡単にですが。大成さんの高校時代の家庭教師をされていたんですよね」

　ナンパの方法やエッチなＤＶＤを教えたのも中野さんだと聞いたことは黙っておいた。

「そうです。私が社長秘書になってから英会話の家庭教師をしていました。大成さんが高二の頃からです。だからまぁ、教え子というか……」

　教え子か。中野さん、若く見えるんだけど。

「あの、失礼ですが、中野さんはおいくつでいらっしゃるんですか？」

「私は三十七歳になります。大成さんとは七つ違います」

「そうだったんですね。もっとお若いと思ってました」

　見た目では、大成さんより少しだけ年上だとばかり。

「大成さんと一緒にいると、若返るんですよ」

　彼はクスッと笑う。それは楽しいということだろうか。

「大成さんは、出会った頃は社長への反抗心丸出しで、トゲトゲしていたんです」

　敵対心をあらわにした大成さんの姿が目に浮かぶ。

「ですから、勉強の前に思いきり遊びました」

　彼はその頃のことを思い出しているのか、柔らかい笑みを浮かべている。

「遊んで大丈夫だったんですか？」

「はい。もともとポテンシャルの高い方ですし、十分すぎるほど勉強もできました。ただ、決定的に足りないものがありました」

　それはなんだろう？と私が首をかしげると、彼は続ける。

「自由を奪われ、意思を主張することを禁止されていたせいで、ほとんど笑うことがありませんでした。ただ淡々と、仕組まれたプログラムを実行するロボットのように」

　でも、昨日の彼は笑いかけてもくれたし、人間らしいぬくもりもあったように感じたけど、違うの？

「大成さんは大学を優秀な成績で卒業しました。ですが、他の会社に就職すると言いだしましたので、それならと、アメリカの大学への留学を勧めました。海外でのびのびさせてあげたいというのが本音でしたけど、ね」

　中野さんに出会えたのは、大成さんの財産だ。小さな頃から行動を決められ、自由な時間を持つことすらなかなかできなかった彼も、中野さんのような理解者が家庭教師なら少しは息抜きできたかもしれない。

「大成さんは学生の頃から、アルカンシエルの海外展開の手伝いをしていました。アメリカの社員からの信頼も厚く、大学院卒業後はそのまま残って日本の本社とのかけ橋のような役割を担っていたんです」

　やっぱり優秀な人なんだ。

「ところが会社は急速に社長派と専務派が対立するようになってきて、大成さんの知らないところで縁談が持ち上がってしまい……。半年ほど前に帰国してアルカンシエルの幹部として働いていたのに、それを知った大成さんはトゲトゲ息子に逆戻りです」

　中野さんは天井を見上げて「はーっ」とため息をつく。

「私は大成さんをお守りできませんでした。あんな意思に反した婚約なんて」

　唇を噛みしめる彼は、大成さんのことを本当に心配しているのだと感じる。

「大成さんは中野さんに感謝していると思います」

　大成さんは、決められたレールを拒否できなかった自分にいらだっていた。婚約破棄宣言をしたあと中野さんに頭を下げた彼なら、中野さんの優しさに気づいているはずだ。私に中野さんの話をするときも、楽しげだったし。

「ありがとうございます。西條さんが代わりに助けてくださいました。大成さんの恋人役を頼まれたんですよね」

　大成さん、話したの？

　戸惑いながらコクンとうなずくと、彼は続ける。

「大成さんの笑顔を久しぶりに見ました。あんなことをやらかしたくせに、西條さんのことを話すときは表情が柔らかくて……。あなたは救世主かもしれない」

「は？」

　私が救世主？

「パーティのときは、もうこれで大成さんがアルカンシエルを継ぐことはないと覚悟しましたが、西條さんがいてくだされば、また這い上がってくる気がします。大成さんは上に立つべき人です」

「私、なにもしてませんし、これからも――」

「あの大成さんが笑ったんですよ」

『なにもできません』と言おうとしたのに遮られる。

「はぁ……」

　そんなに笑わない人だったの？　私の前ではいっぱい笑顔も見せてくれたよ？

「今は社長もお怒りです。ほとぼりが冷めるまでは、謹慎という形になると思います。ですが……」

　中野さんはそこまで言うと、なぜか口に手を当てクスリと笑う。

「ハウスキーパーの仕事を体験したいと言いだされまして」

「はいっ？」

　あまりに驚きすぎて、変な声を出してしまった。

　だって、トップに立つかもしれない人が客室の掃除をするなんておかしいでしょ？

「そこでお願いです。大成さんには身分を隠して働いていただきます。それで、教育係を西條さんにお願いできないかと」

「教育って！」

　あんぐりと口が開いてしまう。

「それと、会社以外では婚約者としてふるまっていただきたいんです。まあ、そのまま本当に婚約しても構いませんし」

　な、なに言ってるの？　昨日出会ったばかりだよ？　しかも、私と大成さんの間に、そんな感情ひとつもないよ？　もう腰が抜けそうだ。

「西條さん、聞いてます？」

　突拍子もない申し出にまったくついていけず、カクカクとうなずくことしかできない。

「そのあたりはおふたりにお任せします」

「待ってください。私はただのハウスキーパーですよ？」

　私と大成さんの恋が始まるなんて、ありえない。

「大成さんがそんなことを気にされる人だと思われますか？」

　その質問に答えられない。そもそも家柄や立場を重視する人なら、千代子さんとの縁談を壊したりはしないだろう。

「それでは、お願いしますね。おっと、こんな時間だ。会議がありますので失礼します」

　中野さんは私に断る隙すら与えず、会議室を出ていった。

「本気なの？」

　思わずつぶやいてしまう。

　どうしよう……。とんでもないことを背負ってしまった。私はスイートの担当だっただけなのに。ただ、それだけなのに。

　中野さんが出ていったドアを見つめて、呆然とした。




　しばらくして気持ちを落ち着けた私は、アルカンシエルの裏玄関に出た。最寄り駅へと足を進めていると……。

「おかえり」

「はっ……」

　うしろから腕を引かれ、一瞬息が止まる。

「驚きすぎ」

「た、大成さん……」

　私の腕を引いたのは、ジャケットとベストを脱ぎ、リラックスした様子の大成さんだった。

「遅かったね」

「あ、中野さんとお話を……」

「そっか、それじゃ聞いた？」

　ハウスキーパーをすることだろう。私はうなずいた。

「じゃあ、家に行こう」

「家って？」

「え、俺ん家」

　彼は平然とした顔をしているが、一瞬、なにを言われたのか理解できない。

「あれ、聞いたんじゃないの？　今日から同棲するって」

「ど、どどどど同棲？」

　そんなことはひと言も聞いてません！

「あはは、澪って初々しくてかわいいね」

　大成さんの言葉に固まる。こんなに『かわいい』を連発されたことなんてないもの。

「婚約者さん、迎えに参りました」

　彼はそう言いながら私に手のひらを見せる。

　もしかして、握れということ？　だけど婚約者じゃないし！

「大成さん。私、自分の家に帰ります」

　今日は鍵もちゃんとある。

「うん。じゃあ荷物を取りに行こう」

「そうじゃなくて！」

　ブンブンと首を横に振ったのに、彼は左手で私の手をつかみ、自分の右手を握らせる。

「澪と一緒にいると、楽しいんだ」

　そして声のトーンを抑え、私に熱い視線を注ぎながら囁くので、不覚にも胸が高鳴ってしまう。

「な？」

　なんて甘えたような声で言われて、思わずうなずいてしまった。

　あぁ、完全に大成さんのペースに巻き込まれてる……。

　彼はそのままスタスタと歩き、近くに停めてあった車まで行くと、助手席のドアを開けてくれる。

「どうぞ」

　男の人にこんなふうにエスコートをされた経験がなく、ドキッとしながら乗り込んだ。

　革張りの車のシートは、実に乗り心地がいい。けれども、相変わらず緊張してしまう。

「あの、婚約者のフリはしますから、一緒に住むのはどうかと……」

　彼のほうに顔を向け訴える。なんとか同棲は阻止しなくちゃ。

「澪って好きな人いるの？」

「いえ……」

　残念ながら仕事ひと筋だ。

「それじゃ、俺を好きになれば？」

　ハンドルを操りながらサラリととんでもないことを口にする彼の横顔を、まじまじと見つめてしまう。

「なに、言ってるん――」

「俺はいいけど」

　私の言葉を遮る彼は、柔和な笑みを浮かべる。

「俺は、澪となら大歓迎だけど」

　そんなこと言ったって、私たちはまだ互いのことをよく知らないのよ？　そもそも、よく知らない千代子さんとの縁談がイヤだったんでしょ？

　頭の中が混乱して、言葉が出てこない。

「とにかく、一緒に始めてみようよ。ダメなら婚約を解消すればいい」

「こ、婚約してないです……」

　そう返すので精いっぱい。

　すると彼はなにも言うことなく、白い歯を見せる。こんなに優しい笑みを見せるのに、笑わない人だなんて信じられなかった。




「とりあえず、すぐに必要なものだけでいいから。澪の準備ができるまで、部屋で待たせて？」

　彼に私のマンションまで送ってもらい、そのまま部屋に引っ込もうと企んでいたのに、どうやら私の考えなんてお見通しらしい。しっかりと部屋までついてきた彼に、仕方なくコーヒーを淹れた。

　１Ｋの私のマンションは、全部の居住空間を含めても、彼の家のリビングの半分にも満たない。

「狭くてすみません」

「いや、ここで一緒に住む？」

「えっ？　……キャッ」

　私がとっさに首を振ると、ベッドに座っていた彼は立っていた私の腕を引き、なぜか膝の上に乗せる。

「た、大成さん？」

「だって、狭いほうがこうしてくっついていられるだろ？」

　耳元で煽せん情じょう的てきな声を吐き出され、目を白黒させる。

「くっつかなくたって！」

　慌てて離れようとしたものの、彼は許してくれない。それどころか、私の背中に手を回して抱きしめてくる。

「澪にそばにいてほしい」

　彼は急に弱々しくつぶやき、私の肩に顎を乗せる。

　どうしたっていうの？

　彼の切なげな声を聞き、離れられなくなってしまった。

「初めてなんだ。誰かと一緒にいたいと思ったの」

「大成さん……」

　彼は私を抱きしめる手に力を込める。

「澪の言葉で目が覚めて、澪の励ましで自分の気持ちがはっきりとわかった」

「気持ち？」

「俺は、俺から自由を奪った親父をずっと憎んでた。だから、跡が継げなくたって別にいいと思ってた」

　たしかに彼はパーティで、『すべてを捨てる』と言い放った。

「けど、本当は仕事が楽しかった。自分の手でアルカンシエルの未来を作れるのが、うれしくてたまらなかった」

「それなら、跡を継いだらいいじゃないですか」

　幸い、あの婚約破棄は大成さんだけが悪いということにはなっていないようだし、中野さんのおかげでクビではなく謹慎になっている。社長の怒りが鎮まれば、許してもらえるんじゃないだろうか。

「……うん。でも、まだ未熟すぎる。一から自分を鍛えなおしたい」

　だから、ハウスキーパーをするなんて言いだしたの？　なんて真面目な人なんだろう。浮ついた言葉で私をドキドキさせるくせして、心の中には一本しっかりとした筋が通っているように感じる。

「私、応援してます」

　そう漏らすと、彼は私の頭を抱えるようにして抱きしめなおす。密着度が高すぎて、息がうまく吸えないほど胸が高鳴ってしまう。

「ありがと。澪とならうまくやっていける気がするんだ」

　あれ、この流れだと、完全に同棲が決まり？

「あっ、大成さん、あの――」

「よろしくな、澪」

　やっと手の力を緩めた彼は、私の目を見てにっこり微笑む。

　戸惑いしかないけど……彼がこうやって笑っていられるのなら、少しくらい手伝いをしてもいいかな。そんな気持ちになる。

「で、ここにする？　俺ん家？」

「大成さんの家で……」

　こうして私は同棲を完全に受け入れる羽目になった。




　マンションの地下駐車場で車を降りると、彼は私の身の回りの物一式を詰めたキャリーバッグをごく自然に持ち、もう片方の手で私の背中を押す。

「今日から澪の部屋だから、遠慮はいらない。困ったことがあれば言って」

　エレベーターを降り玄関に私を入れると、彼は優しく微笑む。

「はい」

　だけどリビングのドアを彼が開けてくれた瞬間、固まってしまった。

「大成さん？」

　驚きすぎて声が裏返る。目の前に、著名なピアニストも練習に使うことで知られているピアノが置かれていたからだ。

「ごめんな。グランドピアノはやっぱ大きすぎて無理だった」

「え……」

　ピアノがここに存在するだけで顎が外れそうなのに、グランドピアノを用意しようとしていたの？

「ちょっと待ってください。これ……百五十万円以上しますよね。買ったんですか？」

　この電子ピアノは、グランドピアノのタッチ感にこだわって作られていて、鍵盤も同じ木製鍵盤。グランドピアノと比べると小さいけれど、性能はかなり近い超高級ラインだ。

「澪のピアノを聴きたいから」

　大成さんはサラッと言うけど、お金持ちの世界って、これが普通なの？

「なぁ、なんか弾いて」

「弾けません。ブランクがありすぎて、無理です」

　鍵盤に触ったのなんて、もういつのことか覚えていない。

「でも、毎日指を動かしてるんだろ？」

「そうですけど、実際に弾くのとは違うんです！」

　指が沈む感じとか、もう忘れちゃってる。

　それに……多くのファンまでいるという千代子さんのことが頭をよぎり、どうしたって眉間にシワが寄る。そのレベルだと思われていたら、申し訳ない。

「プロの演奏が聴きたいわけじゃない。澪の奏でる音が聞きたいんだ」

　大成さんのひと言に、ドクンと心臓が音を立てる。

「私、の？」

「そう。澪の言葉はいつも俺の心の奥まで届くんだ。きっと澪が作り出す音も、俺の胸に響くさ」

　そんなふうに思ってくれていたの？　私はそのときに思ったことを正直に話していただけなのに。

「下手ですよ？」

「俺はなにも弾けないぞ？　ほら」

　大成さんに促され、私はピアノの前に座った。久しぶりに触れる鍵盤に緊張を隠せない。

　うまく弾けないかもしれないけれど、大成さんの笑顔のためだけに弾こう。

　そう考え、スーッと息を吸い込んでから、指を置いた。

　そして奏でるのは、パッヘルベルの『カノン』。私が一番好きな曲だ。これを弾くと、父も母も『上手だよ』と褒めてくれた。

　けれど、やっぱり指がスムーズに動かない。鍵盤を押す力が足りない。それでも、胸が震えるほど気持ちがいい。

　何度かミスタッチをしてしまったものの、一曲弾き終え手を離すと、すぐに大きな拍手が聞こえてきた。

「素晴らしかったよ。ホント、よかった」

　彼のほうを振り返ると、とても柔らかい表情をしていてホッとする。

「ごめんなさい。間違えちゃって……」

「そんなことはいいんだ。澪が俺だけのために弾いてくれたなんて、最高の贅沢じゃないか」

　こんな私にピアノを用意してくれたことのほうがずっと贅沢だと思うけど。

　彼は私に近づいてきて、うしろから両肩に手を置く。

「また、弾いてほしいな」

「この程度でよければ」

　笑わないという彼が笑ってくれるなら、何度でも弾くよ。

「もちろん。元気が出る」

　彼の言葉に、私は大きくうなずいた。

　それから、二十畳近くはあろうかという広い洋室に連れていかれ、好きに使ってもいいと言われて驚く。それだけではない。広いウォークインクローゼットには、ずらっと洋服が並んでいて、目が点になった。

「大成さん、これ、どうしたんです？」

「一ノ瀬に頼んで、用意してもらった」

　それじゃあこれ全部、ブランピュールの洋服？　一体いくらするの？　ワンピース一枚だって、私には高嶺の花なのに。

　唖然としていると彼が続ける。

「そこの引き出しを開けてごらん？」

「……はい」

　言われるままに引き出しを開けると……。

「えっ！　ちょっと……」

　引き出しの中には、下着がぎっしり。しかも、総レースのショーツとかボルドーのブラジャーとか、セクシー路線ばかりだ。

　たしかに『もっとセクシーなの買ってやる』とは言われたけど、まさか本気で下着を用意するなんて！

　手に取ってみると、これまたブランピュールのタグがついている。そういえば下着も作っているんだった。

「サイズは大丈夫なはずだぞ。一ノ瀬も、『お前の目は正しいな』って言ってたし」

「えぇっ！」

　それって、大成さんが告げたスリーサイズがほぼ正しかったと、一ノ瀬さんもわかったってこと？

「もー、ホント勘弁してください」

「どうしてだ？　ほら、これなんかどう？　俺は好きだけど」

　彼が手にしたのは、上質なレースがふんだんに使われている黒いブラジャー。

「大成さんの好みなんて知りません！」

　慌ててひったくり引き出しにしまうと、彼は体を震わせて笑っている。

　やっぱり笑ってるじゃない。どこがトゲトゲ息子なんだか。

「まぁ、いいじゃないか。今日からつけて。いつか脱がせてやる」

「は……」

　とんでもない爆弾発言をした彼は、素知らぬ顔をして部屋を出ていった。

　あぁっ、頭がクラクラする。大成さんが時折見せる影のある顔が気になって、こうして同居を承諾してしまったけれど、本当に大丈夫かな、私。

「澪」

　そんなことをボーッと考えていると、リビングから彼に呼ばれて再び戻った。

「夕飯どうする？　食いに行こうか」

「私、作りますよ」と言ったものの、もしかして食べてる物も違うんじゃ、と思いなおす。

「ホントか？　手伝うから作ってくれ」

「あっ、でも私、ごく普通の食べ物しか作れません」

　そう伝えると、彼は白い歯を見せる。

「普通のって……。それで十分だろ？　俺が毎日なに食べてると思ってるの？」

　なんだろう。アルカンシエルのフレンチレストランに出てきそうなものとか？　だけど昨日は、デリバリーのピザをおいしそうに食べてたか。

「高級レストランで食事してるんじゃないですか？」

「そんなの毎日食ってたら飽きるだろ？　アメリカにいた頃は自炊してたんだ。少しはできるぞ」

　大成さんが自炊？　想像できない。お手伝いさんでもいたのかと思った。

「材料、なにがあったっけ……」

　彼は上機嫌でキッチンに行き、冷蔵庫を開けている。

「卵はいっぱいあるな。けど、他にあんまり……。オムライスならできるか」

「私、オムライス大好きです！」

「それじゃ決まり。あれ作ろう。ナイフを入れると半熟の卵がトロトロ溶けだすやつ」

　レストランで見たことはあるが、自分で作ったことはない。

「そんなのうまくできません……」

「俺が作るよ。って、実はオムライスしかできないんだけど」

　彼はクスッと笑みを漏らす。

　それからご飯を炊き、ふたりでキッチンに立った。

　大成さんは玉ねぎを切るのはちょっと苦手らしく、私が担当した。しかし、フライパンの扱いは手慣れたものだ。卵を焼くのは完全に彼の仕事となった。

「ここで三分の二くらい半熟にしておいて、取り出すんだ。残りと混ぜてまたフライパンへ」

　彼は説明しながらあっという間にふわふわの卵を焼き、チキンライスに乗せた。

「できた」

「大成さん、すごい！」

　早速テーブルに運び、スッとナイフを入れると、トロッと溶けだす卵に目を奪われる。

「どうしてこんなのできるんですか？」

「アメリカで新しく作ったアルカンシエルによく顔を出してて、そこのシェフと仲良くなってね。教えてもらったんだ」

「そうだったんですね」

　プロ直伝だったとは。

「さ、冷めないうちに食べよう」

「はい、いただきます」

　彼に勧められパクッとひと口。

「幸せー」

　口の中で広がるふわとろの卵と、程よい味つけのチキンライスが混ざって、絶妙なおいしさだ。

「澪、ついてる」

　すると大成さんが私の口元に手を伸ばしてきた。唇についてしまっていたケチャップを指で拭きとり、なんとペロリと舐なめてしまう。

　妙に色気を放つその姿に、クラクラして卒倒しそうだった。

「あれ、また固まってる？」

「だ、だって！」

　こんなことを男の人にされて、冷静でいられるわけがないでしょ？

「やっぱ澪って、かわいいな」

　もうダメだ。照れくささのあまり頭から火を噴きそうだ。

　それなのに彼は、涼しい顔でパクパクと食べ進めている。

「あれ、食べないの？」

　向かいに座る彼はそう言ってニヤリと笑い、なぜか私の隣に移動してきた。

「な、なんですか？」

「澪、全然食べないから、食べさせてほしいのかと思って。はい、口開けて」

　彼は私のオムライスをスプーンですくい、口の前に差し出してくる。

「じ、自分で食べますって！」

「いいから。ほら、早く」

　拒否したのに押し切られ、仕方なく口を開けると、口の中にオムライスを入れられた。

「どう？」

「おいしいです……」

　つい声が小さくなってしまう。

　なに、この恋人が戯れている感じは。

　恥ずかしさのあまり、黙ってもぐもぐしていると、再び彼が口を開く。

「まだ食べさせたほうがいい？」

「も、もう十分です！」

　これ以上されたら、息ができなくなる。

　慌ててパクパク食べ始めると、彼が「ははっ」と声を上げて笑った。

　後片付けが終わり、お風呂に入らせてもらうことになった。昨日はシャワーだけだったが、今日は湯船にお湯をためた。これがまたびっくりするほど広く、おまけに浴室のライトを落とすと、大きな窓から夜景が見える。

　なんて贅沢なんだろう。まるで空の上でお風呂に浸かっているかのような気分にさせてくれる。

　夜景に目を奪われていたせいで長くなったお風呂を出て、リビングに顔を出した。

「大成さん、お風呂ありがとうございました。布団をお借りしたいのですが……」

　私の荷物を運び入れた部屋に布団はなかったので尋ねると、「こっち」と手招きされ、彼の寝室に向かう。

　押し入れにあるのかな？と思ってついていくと、彼はキングサイズのベッドの掛布団をめくり、私の腕をつかんで引き寄せた。

「布団はこれしかないよ。一緒に寝るんだ」

「はっ、なに言ってるんですか!!」

　慌てて手を振り払ったのに、離してくれない。

「もう一緒に寝た仲だろ？」

「あれは仕方なく……」

　フルフルと首を振って抵抗したのに、ズルズルと布団に引きずり込まれる。

「大成さん。お願い、離してください」

「いいね、その軽く拒否られる感じ。イヤと言われると、ますます離したくなくなる」

「天邪鬼あまのじゃく！」

　ていうか、ドＳ？

「いいから、おとなしくして。澪がいいって言うまでは、なにもしないから」

　なにを『いい』と言うの？

　手を突っ張って抵抗したのに、あっさり腕の中に引き寄せられる。

「澪」

　私はこんなに動転しているのに、彼の声色はすこぶる優しい。

「こうしてると寂しくないだろ」

　彼は私の髪に手を入れ、ゆっくり梳すきだした。たしかに、心地いい。

「澪。そばにいてくれてありがとう」

　そんなセリフ、反則だ。『離して』と言えなくなってしまった。

　それからすぐに彼の手の動きが止まったと思ったら、彼は眠りに落ちていた。

　緊張してたのに、拍子抜けだ。

　疲れてるのかな？　いろんなことがあって、精神的にもヘトヘトなはずだ。

　彼の無防備な寝顔を見ていると、心が穏やかになっていく。せめて今だけでいい。難しいしがらみをいっさい忘れて、ゆっくり休んでほしい。

　私をハラハラさせてばかりの彼だけど、きっと根は真面目な人だ。私が思っている以上に、アルカンシエルの将来をきちんと考えているに違いない。

　そんなことを考えていると、大成さんの規則正しい呼吸音に誘われるように私のまぶたも下りてきて、眠ってしまった。










俺と恋に落ちれば？




　翌朝、大成さんより早めに目覚めてしまった私は、彼の顔が目の前にあるのに驚きつつ、じっと寝顔を見ていた。

　私、本当に彼の役に立てるのだろうか？

　しばらくすると、彼の目がパチッと開いたので、ビクッとしてしまう。

「澪、なに見てるの？」

「見てませんよ？」

「あれ、嘘つくんだ。さっきからずっと強い視線を感じてたんだけど」

　ヤダ。起きてたの？

「き、気のせいです……わっ」

　言い訳をしてベッドを出ようとすると、腕をつかまれ抱きしめられてしまった。

「まだ少し早いだろ？」

　壁にかかっている時計に目をやると、七時前だ。

「もう時間ですよ？」

　顔が真っ赤になっているのを自覚しながら身じろぎしたのに、離してくれない。

「ダーメ。スキンシップの時間」

「そんなの、彼女としてください」

「澪、婚約者じゃん」

　それは〝フリ〟だから！

　ブンブンと首を振り『違う』と訴えたのに、彼はまったく意に介する様子もない。

「いいじゃん。本当になっちゃえば」

「そんなこと、簡単に決めないでください」

　そう口にしてから、ハッとした。千代子さんとの婚約は、もっともっと簡単に、本人の意思は関係なく決められたんだった。

「だから言っただろ？　澪とならいいって」

「結婚って、ずっと一緒にいる契約なんですよ？　じっくり愛をはぐくんで、この人とならそうなってもいいと思ったときにするものです」

　政略結婚を押しつけられた彼に、こんなお説教をするのも……と思ったけれど、きちんと伝えておかなきゃ。

「それじゃあ、愛をはぐくもう」

「は……」

　思いがけない返答に、戸惑いを隠せない。

「俺、澪とならできる気がする」

「『できる気がする』じゃなくて、好き、なら付き合うんです！」

　反論すると、彼は突然ガバッと起き上がり、私の顔の横に両手をついて見下ろしてくる。

「澪のこと、好き、だよ」

「えっ……」

「大切にしたい人だ。そうでなきゃ、もう抱いてる」

　大成さんの真剣な眼差しに、心臓がバクバクと音を立て始める。

「ま、まだ、出会ったばかりですし……」

　政略結婚がしたくなくて、錯覚しているだけだよ。

「そうだけど……」

　彼はそこで黙ってしまった。しかし、私から目を逸らそうとしない。

「おかしいのか、俺の感覚」

「へっ？」

　突然意味不明なことを言いだすので、間抜けな声が出てしまった。

「中野さんにナンパの仕方も教えてもらって、それなりに女の子と遊んだこともあるし、付き合ったこともある。けど、こんなに壊したくないと思った女に会ったことはない」

「壊したくない？」

　どういう意味だろう。

「澪は俺の心に平穏を運んでくれる。それなら俺もお前を守りたいと思うし、絶対に泣かせたくない。傷ひとつつけないように、腕の中に閉じ込めておきたい」

「大成さん……」

「もし澪の過去の傷が癒えていないのなら、俺が治してやりたい」

　それは家族をなくしたことを言っているの？　だから、それきり弾けなくなったピアノまで買ってくれたの？

「私……」

　なんと言ったらいいんだろう。出会ったばかりとはいえ、私だって彼のことが気になっている。もしここでさよならしても、モヤモヤが残るだろう。

「これが恋ってやつなのかなと思ったんだけど、こんなに早く好きになるのって、おかしいのか……」

　あんな大きな会社を背負うかもしれない彼が、容姿も地位もなにもかもがそろっている彼が……恋の定義で悩んでいるのが意外すぎる。

「わ、かりません」

　私だって、恋い焦がれた経験なんてないもの。だけど、彼のことは嫌いじゃない。

「澪。俺と恋に落ちてよ」

　そのひと言に、いっそう鼓動がうるさくなる。なんだかよくわからないけど、ぞわぞわとした感覚が体を駆け巡る。

「わ、私……」

　返事に困っていると、彼は私の頬にそっと触れ「澪」と優しい声で呼ぶ。

　ほんのり口角の上がっている彼の表情が優しくて、私の心も穏やかになっていく。もしもこの笑顔を守れるのなら、そばにいてもいいかな、なんて考えてしまう。

「困らせてごめんな」

　私は首を振った。戸惑ってはいるが、困ってはいないからだ。

「私……大成さんのこと、嫌いじゃないんです」

　本音を口にすると、彼は目を瞠る。

「私も恋がどういうものかわかりません。それに、私が大成さんと恋に落ちていいのかどうかも」

「どうしてダメなんだ？」

　彼は少しムキになって聞いてくる。

「大成さんは、アルカンシエルのトップに立つべき人。私はただのハウスキーパーです。千代子さんとは破談になったとしても、大成さんにはふさわしい人がいるはずです」

　身分違いの恋を貫くなんてかっこいいけど、あまりに立場が違いすぎて、簡単には踏み出せない。

「澪、俺に言ったよな。『随分物わかりがよろしいんですね。自分の人生ですよ？』って」

「はい……」

　たしかに言った覚えはある。

「もし立場的にふさわしい人がいたとしても、俺のここは澪を求めてるんだ」

　大成さんは自分の胸をトンと叩く。

「物わかりなんてよくなりたくない」

　彼は私に熱のこもった視線を送り、切なげな声で囁いた。そして私の手を取り、指先に唇を押しつける。そんなことをされたことがない私は、まぶたをパチパチとして声を出すことすらできなくなる。

「なぁ、澪。俺のそばにいて」

　少し困ったような顔をしてつぶやく彼は、真剣そのもの。とても冗談を言っているようには思えない。

　そんな彼にたちまち胸が疼きだし、私はコクンとうなずいた。

　彼への気持ちが恋なのかどうかはわからない。けれど、もっと彼のことを知りたいと思った。私の心も、彼を求めていた。

「ありがと」

　大成さんは今までで一番優しい笑みを浮かべ、私を抱きしめてくる。彼の腕の中は温かかった。

「とりあえず、キスしてみる？」

　耳元で囁かれ、目を丸くする。

「し、しません！」

　慌てて彼から離れると、クククと笑っている。

　からかわれたの？

「それより澪、遅刻するかも」

「えっ！」

　彼と話していたら、いつの間にか時間が経っていて慌てる。もう七時半を過ぎている。

「スキンシップしすぎたみたいだな」

「早く着替えなくちゃ！」

　私は彼の寝室を飛び出して自分の部屋に行き、着替え始めた。




　顔を洗い身支度を整えてからリビングを覗くと、彼もシャツとジーンズに着替えている。今日は会社に行かないのだろうか。

「その服も似合ってるよ」

　大成さんは目を細める。

「あっ、ありがとうございます」

　今日はブランピュールのカットソーにフレアスカートを合わせてみた。

　あんなに熱い想いを聞かされたあとだからか、必要以上に照れてしまい、顔を上げられない。

「先輩、今日からよろしくお願いします」

　すると大成さんがそんなことを言いだしたので、彼の顔を呆然と見つめる。

「え……」

　あっ、もしかしてハウスキーパーって、今日から？　本気なの？

「大成さんはハウスキーパーなんてしなくても……」

「アルカンシエルを支えてくれている人たちのことをもっと知りたい。いや、知るべきだ」

　きっぱりと言い切る彼は、やはり上に立つべき人だ。

「澪と俺の関係については秘密な。婚約者だってバレたら、やりにくくなるだろ？」

「婚約者じゃ――」

『ない』と言おうとすると、彼は指で私の唇を押さえる。

「いつか絶対に、本当の婚約者にするから」

　ダメだ。朝から心臓がバクバクしっぱなしで、破れてしまいそうだ。

「行こうか」

　大成さんはにっこり笑い、私の腰を抱く。ごく自然でスマートな行為にますます胸が高鳴ってしまい、息が苦しい。

　朝食を作る時間がなく食べそこなった私たちは、途中のパン屋さんで簡単な朝食をとってからアルカンシエルに向かった。




「中野さんが来てるらしいから、顔出してから行くよ」

「わかりました」

　駐車場で大成さんと別れ、更衣室で制服に着替えていると、百花がやってきた。

　そういえば百花は大成さんの顔を見ている。どうしよう……。

「澪、おはよ」

「おはよ。百花、ちょっと……」

　私は百花を連れ出し、人ひと気けのない廊下へと足を進めた。

「なに、どうしたの？」

「あのね、今日、新しいハウスキーパーが来るんだけど――」

　それが大成さんだと話すと、百花は目が飛び出んばかりに驚いている。

「えっ、あの人がトイレ掃除するの？」

「うん、そうみたい」

「そうみたいって、彼なんでしょ？」

　しまった。彼のことをまだよく知らないので、他人事のように話してしまった。

「えっと……。そう、かな。ちょっとした修行？みたいな感じで……。でも私たちの関係は内緒にしておいてほしいの」

「修行って……。ホント、彼は何者なのよ？」

　彼女がそう言うのも無理はない。この前はパーティに行くための正装した姿を見られて、今度はハウスキーパーなのだから。

「お願い。今は聞かないで。いつかちゃんと話すから」

　今はまだ話せない。というか、うまく話せる気がしない。

　私がお願いすると、百花はニッと笑う。

「しょうがないなぁ。わかったわよ。でも、彼氏と一緒に働けるなんていいな。大学生の女の子もいるんだから気をつけなさいよ」

「あっ、そっか。うん」

　つまり、大成さんを取られないようにってことね。でも、取られるもなにも……彼は私のことを本当の婚約者にすると言っていたとはいえ、現実的にはありえないと思ってしまうのが実情だ。

　しかし、なにも知らない百花には曖昧に返事をしておいた。




　着替えを済ませ事務所に行くと、いつものように藤江チーフの声で朝のミーティングが始まった。

「おはようございます。ミーティングを始めます。今日から働く仲間を紹介します。どうぞ入ってください」

　藤江チーフの誘導で大成さんが入ってきたのを見て、途端に鼓動がうるさくなる。

「八坂大成さんです」

　大成さんはチーフと同じ、白いシャツに黒いベスト、そして黒のスラックス姿。だけど頭ひとつ分以上大きく、ウエストの位置もチーフの胸辺りだ。とても同じ制服を着ているとは思えない。

「八坂です。よろしくお願いします」

　大成さんはほんの少しだけ口角を上げ、頭を下げた。

「八坂さんの指導は西條さんにお願いします。それでは、本日の担当を発表します」

『八坂』という名前を出したのに、誰も社長の息子だとは気がつかない。こんなところにいるはずがない人だから、それもうなずける。

　ミーティングは何事もなく終わった。ただ、終わったあとはいつもよりざわつきが多く「かっこいい」とか「素敵」という声が聞こえてくる。

「ちょっと澪。彼、じっくり見るとますますイケメン！」

　なぜか百花が目を輝かせている。

「あれ、そんなこと言ってると、彼氏にチクッちゃうよ」

「バカね。目の保養は別よ！　わっ、こっち来た」

　大成さんは藤江チーフと共に私のほうに歩いてくる。

「西條さん、上からあなたを指導係にするようにと聞いていますが……」

　中野さんが根回しをしてくれたのだろう。

「はい。伺っております」

「それでは、お願いしますね」

　チーフは首を傾げている。おそらく上層部が私たちハウスキーパーの仕事に口を出すことなんて前例がないからだ。

「西條さん、よろしく」

　大成さんは他人行儀に私に頭を下げる。

「よ、よろしくお願いします。まずは道具の説明をしますね」

　私は照れくさくて、すぐに仕事の話に入った。

　普段新人に説明するように、掃除道具をそろえるところから始め、掃除用のカートを押し、エレベーターに乗った。

「澪」

　従業員用のエレベーターでふたりきりになると、大成さんは私の手を引き寄せる。

「は、はい」

「俺、頑張るよ。もっとちゃんと自分の運命と向き合ってみる」

　彼がそう言ってくれるのがうれしくて、自然と頬が緩んでくる。もしかしたら婚約破棄を宣言したとき、社長との親子の縁も切ってしまうのではないかと心配していたが、大丈夫そうだ。

「はい。あっ、仕事中は『西條』でお願いできますか？」

　そうでないと、いちいちドギマギしてしまう。それに、皆の前でポロッと出てしまったら困る。

「いいじゃないか、澪で」

「ダメです！」

「仕方ないな……」

　なんとか彼を納得させたところで、エレベーターが担当の十六階に着いたので、掃除のカートを押して降りた。ここはツインとシングルがあるフロアだ。

　私は仕事モードに気持ちを切り替え、口を開く。

「まず、昨日から今日までの使用状況をこの用紙でチェックします。九時現在で、フロントに鍵を返されたお客さまの部屋は赤くなっていますので、そこから始めます」

　大成さんも真剣な顔で私の話に耳を傾けている。

「それから、連泊の部屋はドアノブに『Doドゥ Notノット Disturbディスターブ』の表示がされていないか、もしくは上部のランプが点灯していないかきちんとチェックします」

　アルカンシエルでは『起こさないでください』という意思表示を、ランプでも示すことができる。だけど、それを知らない客も多いので、二段構えなのだ。

「わかった」

「それと、お客さまがいらっしゃったら、廊下の端に寄って頭を下げます」

　ちょうど遠くからお客さまが歩いてくるのが見え、大成さんと一緒に端に移動した。

　スーツ姿の男性客は、腕時計を見て足を速める。忙しいビジネスマンという感じだ。

「エレベーターのドアが閉まるまで、頭を下げ続けてください」

　お客さまが目の前を通りすぎると、今度はそのうしろ姿に頭を下げる。

　小声で伝えると、大成さんも同じようにしていたものの、お客さまがエレベーターに乗ってしまうと口を開いた。

「俺たちのことなんて気づいてないぞ」

　彼の言う通り、うしろを振り返ることのないお客さまは、私たちがお見送りしていることなど少しも気がついてはいない。

「わかってます。でも、アルカンシエルの宿泊料ってけっこう高いんですよ？」

　アルカンシエルの歴史はまだ浅いが、格式の高いホテルだ。宿泊料は、老舗と言われる一流ホテルのそれに近い設定になっている。

「それが？」

　大成さんは不思議そうに首をひねる。

「だから、お客さまには最大級のおもてなしをすべきだと思うんです。私たちハウスキーパーは部屋をきれいにしてお迎えするのが仕事です。でもそれ以外にも、利用してくださったお客さまに感謝の気持ちを伝える方法があるんじゃないかと」

「なるほどな。そのひとつが丁寧なお見送りか」

　彼がそう口にするので、うなずいた。

　ハウスキーパーの仕事は時間との勝負。私は話しながら、早速ひとつ目の部屋に入り掃除を始める。

「まずは換気扇をつけて、ゴミ箱を回収します。ゴミ箱の中に大切なものが入っていないかも一応チェックします」

　大成さんにゴミ箱を頼んだ私は、〝アウトチェック〟といわれる客室内の破損箇所や忘れ物の点検を始めた。

「俺も何度か泊まったけど、そんなふうに見送ってもらってるなんて気がつかなかったな」

　大成さんはゴミ箱に手をかけながらつぶやく。

「気がついていらっしゃらない方がほとんどですよ？　でも、これは私たちの感謝の気持ちです」

「感謝の気持ちか。忘れちゃいけないサービス業の原点だな」

　彼はなにか思うところがあるのか、その目は真剣だった。

「次は水回りをやりますね」

　雑ぞう巾きんと洗剤を持ってバスルームに向かう。そしてシャワーカーテンを開け、バスタブに洗剤をかけた。

「バスルームは下からが鉄則です。上からやると洗剤の垂れた跡が残ってしまいますから」

　今まで学んだノウハウを、全部彼に教えていく。

　彼は説明を聞きながら、「なるほど」とうなずいている。そして私と交代して、スポンジを手にバスタブを磨き始めた。

「なかなかこの体勢はつらいな」

　背の高い大成さんがバスルームで屈んで作業している様子は実に窮屈そうだ。けれども、まくった袖から覗くたくましい彼の腕に見惚れてしまう。

「どうした？」

「あっ、いえ。じゃあ私がやります。八坂さんは、絨毯に掃除機をかけてくれますか？」

　余計な妄想を彼に見透かされたかと一瞬焦る。だけど、そんなことに気がついた気配はない。

「いや、やるよ。全部できて一人前だろ？」

　御曹司に掃除なんてやらせていいの？と戸惑っていたのに、大成さんは積極的だった。

「無理しないでください」

「澪にふさわしい男になりたいんだ」

　洗面台を磨いていた手が止まってしまう。

「ふ、ふさわしいって……。それを言うなら私のほうで、八坂さんは十分――」

「いや、俺は未熟だよ。澪たちのように必死に支えてくれている従業員がいるのに、好き勝手ばかり言って」

　大成さんは私の言葉を遮り、しかし黙々と手を動かしている。

「跡継ぎなんてくそくらえだと思ってた。だけど澪に出会って、親父の言いなりになっているのは自分の意思だったんだって気づいた」

「八坂さんの意思？」

　聞きなおすと、彼は顔を上げ、手を止めて小さくうなずく。

「そう。澪が言ったみたいに、あらがう努力もしなかった。自分はこうしたいと主張したこともなかった。でも、もうそれはやめだ。俺はこのホテルをもっとよくしたい」

　彼はにっこり笑い、再びスポンジを動かし始める。

　大成さんの並々ならぬ決意に、胸が震える。

「今の八坂さん、とっても輝いてますよ。ですが、仕事中は『澪』はやめてくださいって言いましたよね」

　私が注意すると、彼はもう一度手を止め「そうだった」と白い歯を見せた。

　これから彼は、もっともっと笑顔になれる。そんな気がした。




　それから半月。大成さんはよく働き、他の仲間たちとも打ち解け、すっかりハウスキーパーの一員として違和感がなくなってきた。ただ、家での散らかし具合が一向に変わらないのが不思議だけど。

　御曹司の彼に客室清掃なんてさせていいのか今でも戸惑いはあるものの、『勉強のうちだ』と真面目に頑張る彼がまぶしかった。

　仕事が終わり家に帰ると、大成さんは「うーん」と伸びをしている。

「あーっ、腰いてぇ」

　それもそのはず。背の高い彼は、私より屈んでの作業が多い。

「お疲れさまでした」

「意外にハードだな。これでいくらもらってるんだ？」

　彼は、今度は首を回している。

「私は社員ですけど……月十八万円くらいかな」

「十八？」

　目を丸くしている大成さんに「バイトだと時給九百円くらいだと思いますよ」と告げる。

「それだけ？　こんなに肉体労働なのに？」

「そんなものです」

「はぁ、そうか……」と黙り込んでしまった彼は、しばらくなにかを考えている。

「やっぱり甘かったな、俺」

　しばらくしてつぶやいた大成さんは、自嘲気味に鼻で笑った。

「澪、ちょっと疲れたから癒して」

　ソファに座った彼は、甘えるようにつぶやく。

「癒すって……」

「こっち」

　彼に手招きされ近くに行くと、グイッと手を引っ張られて隣に座らされてしまう。それからゴロンと横になった彼は、私の膝に頭を乗せた。

「ちょっ……」

　私がここに来てから、どうしてもと譲らない彼と同じベッドで眠る日が続いてはいるものの、こんなことをされたのは初めてでドキドキしてしまう。

「少しだけ。な？」

『な？』なんて甘えられて悪い気はしないけれど、目の前に整った顔があると、どこを見ていいのかわからず、うろたえてしまう。

　緊張していると、彼が私に視線を送っているのに気がついた。

「澪って面白いな。飽きない」

「飽きないって。なんですか、それ！」

　恥ずかしさのあまり両手で顔を覆うと、彼はムクッと起き上がり今度は私の肩に頭を乗せる。

「澪も疲れたら、俺に甘えていいぞ？」

「えっ？」

「もうひとりじゃないから。癒し合おうよ」

　彼の言葉がうれしくて手を下ろして横を向くと、目の前に彼の唇があって、慌てふためく。

「癒し合うって、なんか淫いん靡びな響きだな」

「なんてこと……」

　ダメだ。彼の言うことにいちいち振り回されて、卒倒しそうだ。

　逃げようとしたのに、彼にスッと腰を抱かれ、できなくなってしまった。

「もうちょっと、このまま」

　大成さんは再び私の肩に頭を預けて、目を閉じてしまう。

　本当の恋人のような行為に頬が真っ赤に染まってしまうけど、スイートで初めて出会ったときの刺々しさがなくなってきたのはうれしい限りだ。

　それから五分ほどしてやっと目を開いた彼は「もうひとついい？」と甘え声。

「な、なんでしょう？」

　とんでもない要求をされるのではないかと身構えたものの、彼は私を立たせてピアノに誘導した。

「またあの曲聴かせて」

「あっ、カノン？」

「うん。すごくいい曲だった」

　それくらいはお安い御用だ。私は鍵盤に指を置き、カノンを奏で始めた。

　あぁ、気持ちいい。こうしてピアノを買ってもらうまで何年も弾いていなかったのに、指が覚えている。もちろん、毎日練習を積んでいた頃に比べたら、ミスタッチもあるし、腕は落ちている。けれども、あの頃と変わらない胸の高鳴りを感じる。

　いつの間にか没頭してしまい、最後の一音を終えたところで指を離すと、フワッとうしろから抱きしめられて、ビクッと震える。

「素晴らしかったよ、澪」

「あ、りがとうございます」

　こんな拙い演奏を『素晴らしい』と言ってもらえるなんて、幸せだ。しかし彼がなかなか離してくれないので、体がカチカチに固まってしまう。

「大成、さん？」

「澪とこうしていると、長い間に積もり積もった鬱憤がどんどんなくなっていく」

「なぜですか？」

「どうしてだろうな。澪と出会って、心が解放されたからかな」

　耳元で囁かれ、彼の腕を思わず握ってしまった。

「私、大成さんの笑顔、好きですよ？」

「澪……」

「大変なこともあったかもしれません。ううん、これからもあるかも。でも、楽しいこともいっぱい経験しましょうよ」

　そう言うと、彼の腕に力がこもる。

「参ったな。澪にどんどん惹ひかれてく」

　そんな告白をされ、胸がドクンと跳ねる。

　最初は戸惑いだけだったのに、今は少し違う。ちょっとうれしいような……。

　御曹司という立場のくせして、私たちの仕事を知ろうとしてくれる真面目さ。苦しみながらも、未来を見ようとしている芯の強さ。そして、柔らかい笑み。彼を知れば知るほど、目が離せなくなる。

「さて、飯作ろうか」

「はい」

　オムライスしかできないと言っていた大成さんは、それでもいつも食事の準備を手伝ってくれる。私たちの距離は着実に近づいていった。




　大きな手でこねてもらったハンバーグは、今まで食べた中でも、一、二を争うおいしさだった。

　後片付けをしているとチャイムが鳴り、中野さんがやってきた。

　大成さんは本社の仕事は謹慎中だが、こうして時折、中野さんが仕事の進捗状況を伝えに来る。中野さんは大成さんのことを全面的に信頼していて、彼の意見を仰ぐことも多い。それに、大成さんが本社に戻ることを切望している中野さんは、その決意を促しに来ているような気もする。

「西條さん、お邪魔します」

「いえ……」

　私も居い候そうろうなのに、丁寧に挨拶をされ恐縮してしまう。

　大成さんがソファを勧めると、中野さんは座る前に口を開いた。

「西條さん、大成さんが合意もなく変なことをしでかしたら、すぐにご連絡ください」

　中野さんはどことなくイジワルな笑みを浮かべている。

「はっ？　俺がなにをするっていうんです？」

「なにって、ひとつしかないでしょう？　最近は女性の影もありませんでしたし」

　もしかして、手を出されたらっていうこと？

　それに気づいた私は目を白黒させてしまう。

「プライベートに干渉するのはやめてください」

「プライベートって、西條さんをとんでもないことに巻き込んだのは大成さんでしょう？」

　なんだか中野さんの印象が違う。ふたりは小競り合いを始めた。

「あぁっ、コーヒー淹れますね」

　ケンカ腰のふたりを止めたくて口を挟むと、中野さんは「すみません。でもお構いなく」と部屋を見渡している。

「随分片付いていますね。あんなに散らかっていたのに」

「はー、小こ姑じゅうとですか。澪が片付けてくれるんです」

　中野さんは大成さんが片付け下手なことを知っているんだ。

「ご自分でも努力してくださいね。高校生の頃も参考書の雪な崩だれを起こしてましたよね」

　あはは。昔からそうなんだ。

「はいはい、気をつけます」

　大成さんは棒読み口調で言った。

「で、澪との大切な時間なんですけど、なんの用です？」

「へぇ。気になっているかと思って、来て差し上げたのに」

　どこか刺々しい大成さんに応戦するように、中野さんも言い返す。

「まったく、その思わせぶりな態度、ムカつきます」

　大成さんは顔をしかめている。

「で、見るんですか？」

　中野さんがノートパソコンを開き操作しながら問うと、大成さんは「わかりましたよ」と画面を覗き込んでいる。

　これって、中野さんが家庭教師をしていた頃の名残かな。ちょっとびっくりしたけど、兄弟ゲンカをしているかのようで、見慣れれば微笑ましい光景だった。

　しかし、それからは違った。

「これはまずい……」

　ふたりの目が鋭く変わり、大成さんがつぶやく。そして私には理解できない会話が続く。

　コーヒーを出したものの、ふたりがそれに手を伸ばすことはない。緊迫した空気が漂い、私はしばらくその真剣な様子を観察していた。

「俺がやりとりしてみます」

　大成さんはキリリとした顔つきで中野さんに告げる。

「お願いします。さて、私はこれで」

　中野さんはノートパソコンを閉じると、手つかずだったコーヒーを喉に送ってから立ち上がった。

「西條さん、ごちそうさまでした」

「いえ。お仕事お疲れさまです」

　中野さんをねぎらうと、なぜか大成さんが私の腕を引き、自分のほうに引き寄せる。中野さんはその様子を見て口を開いた。

「大成さん、西條さんに惚れましたか？」

　な、なに言ってるの？

　瞬時に顔が赤くなるのを感じ、うつむいてしまった。

「そうですね。見ての通りです」

　大成さんは私の肩を抱き、驚いて顔を上げた私との距離を縮めてくる。

　ちょっ……なにするつもり？　まさか、キス？

「まったく。油断も隙もない。そういうことは人前ではご遠慮ください。西條さん、おイヤでしたら遠慮なく出ていってくださいね」

　唇が触れそうになる直前に、中野さんが大成さんの腕を引いた。

　すると大成さんは中野さんを冷たい目で射る。

「澪は出ていかせない」

　遠慮なくポンポンと物を言えるふたりの関係にホッとする。大成さんにも自分の素直な気持ちをぶつけられる人がいるんだと思えたからだ。

「それでは」

　中野さんは小さく会釈をして出ていったが、少しだけ口角が上がったのが見えた。

「澪」

　ドアが閉まると、大成さんは不機嫌顔で私をにらむ。

　私、なんかした？

「……はい」

「澪は俺だけ見てればいいんだ。中野さんに笑顔を振りまかなくていい」

　えっ……そんなことに怒っていたの？　まさか、キスしようとしたのは、けん制？

　キョトンとして彼の顔を凝視すると、プイッと顔をそむけてしまった。

「なんだよ。見るな」

「えっ？」

　心なしか彼の顔が赤いんだけど、気のせい？

「そんなに見られると、照れるだろ」

「あっ、はい」

　もしかしてこれって、独占欲っていうやつ？　大成さん、そんなに私のこと考えてくれてるの？

　私まで恥ずかしくなってしまい顔を伏せると、グイッと腰を引かれ抱きしめられてしまう。

「澪、出ていかないでくれ」

「大成さん……」

「俺、もう澪がいない生活なんて、無理」

　心臓がかつてないほどドクンドクンと大きな音を立て始める。

「俺、本気で澪のこと、好きなんだ」

　彼のシャツをギュッと握る。

　私はただ彼と一緒に働いて、一緒に笑っていただけ。それくらいしかできないのに。

「なぁ、澪。澪も俺のこと、好きになって」

　切なげな声が私の鼓膜を揺らすと、胸の奥がギュッと締めつけられる。

　私……もう大成さんに惹かれてる。だけど、それを口に出せないのは、やはり私と彼の立場が違いすぎるからだ。

「ごめん。また困らせてるな、俺」

　私は小さく首を振る。困ってなんかいない。ただ、これ以上彼に心を奪われたらと思うと怖い。

　大成さんが私を好きになってくれたのは、政略結婚を阻止するきっかけになったからだけかもしれない。そして、彼の心を少しだけ癒せたからかも。だけど、スイートで彼がワインをこぼさなければ、そばに近づくことすらなかった人だ。彼の立場に相応の人が現れれば、私は去るしかない。

「澪」

　それなのに彼に優しい声で名前を呼ばれ、つかの間の夢を見ていたいと願ってしまう。

「好き、だ」

　吐き出された彼の言葉に、胸が張り裂けそうになった。

　その晩は熱い告白をされたあとだから緊張してベッドに入ったが、彼は私の手を握って眠りについた。いつもはもっと距離を縮められ、抱きしめられることもあるのに、彼なりに気を遣ってくれたのかもしれない。




　翌朝起きると、隣に彼の姿がない。

　リビングに行くと、ダイニングテーブルにノートパソコンが置かれていて、大成さんが突っ伏して眠っていた。

　仕事、してたの？　中野さんと話していた件？

　ここに来てからこんなことは初めてだった。

　寝室からブランケットを持ち出して彼にかけたあと、できるだけ音を立てないように弁当をこしらえていると、十五分ほどして彼が目覚めた。

「おはようございます。ごめんなさい、うるさかったですよね」

「いや、平気」

　大成さんはキッチンに来て、ミネラルウォーターを喉に送る。

「お仕事ですか？」

「あぁ、ちょっと海外とやりとりしてた」

　やっぱり昨日の件だ。時差があるから、夜中に仕事をしていたのかもしれない。ちっとも気づかなかった。

「お疲れさまです。大丈夫ですか？」

「うん、平気。それより、最近ここが微妙に筋肉痛」

　大成さんは自分の上腕を握る。半袖のＴシャツから覗くたくましい腕には見事な筋肉がついているのに、筋肉痛になるなんて不思議だ。

「ベッドメイキングに力を使うからですかね。コツがわかってくると、そんなに力もいらないんですよ」

「コツ、か。澪、筋肉ムキムキなのかと思ったよ」

　彼はそう言いながら私の腕をギュッとつかんでくる。

「柔らかいや」

　続けてそんなことを言うので、ドギマギしてしまう。ただちょっと、筋肉のつき方を見られただけなのに、彼に触れられた部分が熱を帯びてくる。

　それから向き合って朝食を食べ、会社に行くために玄関で靴を履こうとすると、大成さんが「澪」と私を呼ぶ。

「はい」

　なんだろうと振り向くと、なぜか眉根を寄せている。

「これ、ちょっと短すぎる」

　彼が指さしたのは、ブランピュールのシフォンのスカート。一ノ瀬さんにもらった試作品のうちのひとつだ。

「そうですか？」

　たしかに膝より少し短いけれど、ミニというわけでもない。

「誰を誘惑するつもり？」

「ゆ、誘惑なんて……」

　考えたこともない。

「それじゃ、俺のこと誘ってる？」

　色気たっぷりにつぶやく大成さんに、頭が真っ白になる。やっとのことでフルフルと首を振ると、彼は私の腰を抱いた。

「俺だけ見てろって言っただろ？」

　耳元で囁かれ、体がビクッと震える。

「大成さん……」

「わかった？」

　まるで子供のように諭されてしまう。

「も、もう！　行きますよ」

　途端に暴れだした鼓動は、簡単には鎮まりそうにない。血液がドクドクと心臓から流れ出すせいで頬が赤く染まるのを感じながら、気持ちを無理やり仕事モードに切り替えた。




　今日の担当は二十階。ベッドメイキングでは、大成さんと息を合わせてベッドの両側からシーツをかけなおしていく。

「あー、指がカサカサになるな」

　シーツはノリがバリバリに効いていて、何台もベッドメイキングをしていると、指の先がかさついてしまう。

「これ、使ってください」

　私は作業用のワゴンに入れてあった携帯用ハンドクリームを彼に差し出した。

「サンキュ。いい匂いだな。これで澪と一緒だ」

　大成さんはそれを指先に塗ったあと、鼻に近づけ、うれしそうに匂いをかいでいる。

　私と一緒って……なんとなく面おも映はゆい。

　彼と視線を合わせられないまま、すぐに次の部屋に移った。

「八坂さん、そこのシワを伸ばしてください」

「大成でいいのに。ふたりしかいないだろ」

「ダメです！　仕事中です」

　照れくささを隠すために、先輩口調で注意する。

「はいはい。西條さん」

　すると大成さんはイジワルな視線を私に送る。とってもイヤな予感がする。

　彼はシーツの小さなシワを伸ばすと、セミシングルのベッドの反対側にいた私の腕をグイッと引いた。

「キャッ」

　そしてあっという間に私を組み伏せ、上から顔を覗き込む。

「いいね、この体勢」

　ち、ちょっと！

「八坂、さん！」

　慌てて仕事に戻ろうと声を上げれば、「冗談だよ」とつぶやかれる。

「でも、もう限界。これくらい許してくれ」

　真顔の彼はそのまま私を抱きしめた。

　こんなことしちゃいけないとわかっているのに……彼の腕の中が温かくて、思わずしがみついてしまう。

「ダ、ダメ！」

　しかしハッと我に返って彼の胸を押すと、やっと離れてくれた。

「……シーツ、かけなおしです。私は先にスイートに行ってきます」

「かしこまりました。西條さん」

　私は振り向きもせず部屋を出た。速くなりすぎた鼓動を鎮めるために胸に手を当ててみたものの、それくらいではどうにもならない。

「もう！」

　そうは言いつつも『これくらい許してくれ』とつぶやいた大成さんの真剣な瞳が頭に浮かぶ。

　そんなに私のこと、好きでいてくれるの？

「ダメだ。仕事仕事」

　私は自分にカツを入れながら、スイートに向かった。




　いつもスイートを一緒に担当する、ベテランハウスキーパーの清し水みずさんと一緒に掃除をして二十階に戻ると、あと三部屋残していったのにすっかり終わっていた。

「西條先輩、どうでしょう？」

　大成さんは口角を上げる。

　先輩って……。まぁ指導係だから仕方ない、か。

「八坂さん、完璧です」

　まだ半月の新人さんなのに、すっかり仕事をマスターしている。シーツもシワひとつなく仕上がっているし、浴室のタオルかけの金属部分も磨き上げられている。こんなに呑み込みの早い人は初めてだった。

「ハンドクリーム貸して」

「あっ、はい」

　当然のようにハンドクリームを要求する彼に手渡すと、「同じ匂いじゃなくちゃな」とまた恥ずかしいことをつぶやいている。

　それを塗ったあと、彼は大きく伸びをした。屈んでばかりで疲れたのだろう。

「腰がいてぇ」

「あとでマッサージしましょうか？」

「いいね。ベッドでよろしく」

　ニッと笑う彼を見て、さっき抱きしめられたことを思い出してドキドキしてしまう。

「西條さん、どうかしました？　耳が赤いですけど」

　大成さんは深刻な顔をして私の顔を覗き込んだが、込み上げてくる笑いを隠し切れないようで、クククと肩を震わせた。

「もう！」

　あぁっ、遊ばれてる……。

　だけど、常に笑顔がこぼれている大成さんを見て、私も気持ちが弾んだ。

　休憩室に向かうために廊下に出ると、エレベーターホールからカップルのお客さまが歩いてくるのが見えた。チェックインにはまだ少し早い。角のセミスイートに連泊しているお客さまだろう。

　掃除道具の入ったワゴンを横によけ、大成さんとふたりで並んで頭を下げる。すると、視線の先を大きな革靴と華きゃ奢しゃなヒールが通っていく。

「あれ？　八坂？」

　その声に驚いて顔を上げると、男性のほうのお客さまが足を止め大成さんに話しかけてきた。大成さんより少し背の低いその人は、短めの髪が似合っている。

「石いし垣がきじゃないか」

　大成さんは驚きょう愕がくの声を上げる。どうやら知り合いのようだ。

「お前、ここでなにしてるんだ？」

　大成さんのつま先から頭まで視線を這わせた石垣さんは、目を丸くして尋ねた。

「まぁ、事情があってな」

「さてはやらかしたな」

「ビンゴ」

　クスクス笑う石垣さんは、「制服、似合ってるぞ」と大成さんをからかっている。

　石垣さんに手を引かれている華奢で色白な女性は、奥さまだろうか。左手薬指に指輪が見える。

「今日は、宿泊してくださっているんでしょうか？」

　大成さんは従業員の顔に戻って問いかけている。

「あぁ。結婚記念日なんだ。たまには、な」

　少し照れくさそうにしている石垣さんだけど、その顔はとても優しい。

「今、ラウンジでピアノの演奏を聞いてきたんだ。とてもよかったよ。近こん藤どうさんのピアノの腕は一流だね。結婚話、進んでるんだろ？」

　石垣さんの発言に、一瞬息が止まる。

　千代子さんが大成さんの婚約者だったと知っているんだ……。

「実は、婚約破棄したんだ」

　大成さんがサラリと口にすると、石垣さんは唖然としている。

「えっ、どうしてそんな思いきった行動に……」

「俺に自分の意思を貫けって忠告してくれた人がいてね。で、その人と一緒に暮らしてる」

　大成さんはそう言いながら私の腕をつかむ。

「もしかして、彼女？」

「そう」

「あっ、初めまして。西條です」

　慌てて挨拶をすると、あんぐり口を開けた石垣さんは、「はじめまして」と小さく会釈はしてくれたものの、しばらく言葉を探しているようだ。

「そう、だったのか……」

　石垣さんは途端にトーンが下がり、複雑な表情をしている。どうやら大成さんの決断に戸惑っているようだ。

　無理もない。婚約破棄なんて、普通するものじゃないもの。

　大成さんも気づいたのか、それ以上はなにも言わない。

「八坂、時間ができたら、また飲みに行こう」

「了解。電話する」

「それじゃあ」

　石垣さんは、私のことをチラリと視界に入れたあと、奥さまの背中を押して促し、去っていった。




　その日も帰りにスーパーに寄って、夕飯を作ることにした。大成さんリクエストの茶ちゃわん蒸むしだ。海外のこってりした食事に飽きたらしい彼は、よく和食を食べたがる。

　昨晩仕事をしていた彼には休んでいてもらって、私がキッチンに立った。その間、ソファでウトウトしている彼は、睡眠時間が足りていないのだろう。

　しかし、テーブルに食事を並べると、彼は起きてきてイスに座った。

「いただきます」

　きちんと手を合わせる大成さんは、最初に茶わん蒸しを口に運ぶ。

「うまい。やっぱり和食は心が和む」

　彼が喜んでくれてよかった。

　私もサバの塩焼きを口に入れると、彼は箸を止め私に熱い眼差しを向ける。

「澪」

「はい」

「幸せだな。こういうのって」

　大成さんのひと言に、なぜだか瞳が潤んでくる。

　母を亡くしてから、ずっと夕食はひとりだった。だから、誰かと一緒に『おいしいね』と言いながら食べられることが、うれしくてたまらない。

「はい」

　彼も私と同じようにこの時間を楽しみにしてくれているといいな。

　すっかりすべて平らげて私が食器を片付けている間、大成さんはパソコンを覗き込んで難しい顔をしていた。

「これ、なんですか？」

　後片付けが済むと、彼の隣まで行った。

「あぁ、株価。提携している海外のホテルの株価を追ってるんだ」

「グラフが下がってますね」

「そうだな。暴落してる。幹部のインサイダー取引が発覚して、不信感から売られているようだ」

　インサイダー取引？　聞いたことはあるが、なんのことなのかまではわからない。

「中野さんは、この件で走り回ってる」

　昨晩の海外とのやりとりも、この件？

　無意識なのだろう。テーブルを指でポンポン叩いている彼は、それに積極的にかかわることができない今の状況にイライラしているかのように見える。

「大成さん、ハウスキーパーをしてないで手伝いに行ったらいかがですか？」

「なんで、俺が」

　そうは言うものの、目が泳いでいる。

　それから彼はパタンとノートパソコンを閉じ、私の手を引き寄せ、自分の膝の上に座らせた。

「な、なにしてるんですか？」

　彼との距離が近すぎて、まともに息が吸えない。

「それより、だ」

　彼は私に視線を注ぎ、頬を両手で包み込む。その触れ方があまりに優しくて、彼の瞳に吸い寄せられる。

「澪。やっぱり俺、お前が好きだ。そろそろお前の気持ち、聞かせてくれないか？」

「わ、私……」

　何度も気持ちをぶつけながら『困らせてる』と答えを急かさなかった彼。だけど、不安だったに違いない。もし私が逆の立場だったら、はっきりと言葉で返事を聞きたいもの。

「私？」

　彼はグイグイと私に責め寄ってくる。逃げたいのに、強い視線にがんじがらめにされて、目を逸らすことすらできない。

「えっと……」

　私の心は間違いなく彼に向いている。しかし、彼との立場の違いが私を止める。

「澪」

『好き』の二文字をどうしても言えないでいると、彼は柔らかな笑みを浮かべ私の名を呼ぶ。

「俺のここが、どうしても澪が欲しいって言ってるんだ」

　大成さんは私の手を、自分の胸に当てさせる。

「澪は俺のことが嫌い？」

　私は即座に首を振った。嫌いなわけがない。嫌いだったらここにはいない。

「それなら、好き？」

　うっかりうなずきそうになる。でも、あの華やかなパーティを見たでしょう？　私がいるべき世界じゃない。自分に釘を刺し、唇を噛みしめる。

「澪の考えていることは大体わかるよ」

「えっ？」

「どうせ、立場が違いすぎるとか思ってるんだろ？」

　まったく図星な指摘をされ、目を見開く。

「だけど、澪が言ったんだぞ。自分の人生、どうしたいか叫べって。俺は叫ぶよ。澪が好きだって」

　大成さんは私の頬に優しく触れる。

　自分の意見を主張してこなかった彼が、そんなふうに言うなんて。彼の言葉に胸が震える。

「それに、俺は普通の男だよ」

「大成さん……」

　彼は御曹司という立場に苦しんできて……私はそれを救ってあげたいと思ったのに、私自身がそれを押しつけているんだと気がついた。

「私……大成さんが、す、好きです」

　まさかハウスキーパーと客という立場で出会った彼に、こんな気持ちを抱くなんて思っていなかった。でも、もうこの気持ちは止められない。

　思いきってそう口にしたものの、恥ずかしくて顔を伏せると、彼は私の顎に手をかけて顔を上げさせた。すると、彼の瞳に自分が映っているのがわかり、胸の高鳴りを抑えることができなくなる。

「好きだ、澪」

　ゆっくり顔を近づけてきた彼の甘い吐息がかかったあと、唇が重なった。

　いったん離れたのに、もう一度塞がれる。そして、彼の舌が私の唇をこじ開けてきて……。

「ん……」

　気だるいようなため息が漏れてしまう。最初は戸惑ったが、情熱的なキスに酔いしれて、体の力が抜けていく。

「ベッドに行こうか」

「えっ、あのっ……」

　あまりの急展開に頭が真っ白になってしまう。でも体が火照っているのが自分でもわかる。

　大成さんは狼狽する私を軽々と抱き上げ、寝室に向かった。そして私をベッドに下ろし、首筋を舐め上げる。

「澪」

「た、大成さん……」

　ダメだ。心臓が持たない。私は身をよじって逃れようとした。

「大丈夫。ちゃんと優しくする。澪は感じているだけでいい」

　彼は私の耳じ朶だを甘噛みして、そう囁く。

「で、でも……無理です」

　こんなことになる覚悟なんて少しもできていなかったので、慌てふためく。

「ごめん。俺、澪が手に入ったのがうれしくて、変かも」

　私の両手をシーツに縫いとめた彼は、私が着ていたパーカーのファスナーを口でくわえて下ろしていった。その様子が艶めかしくて、心臓の暴走が加速する。

「あぁっ、ヤッ」

　スカートの中に手を入れられ、大きな手で太ももを撫でられると、思わず声が出てしまう。

「澪がイヤなら最後まではしない。だから、俺を感じて。もっと俺を求めて」

　大成さんは目を細めて私をじっと見つめたあと、まぶたに優しいキスを落とした。

　初めての経験で、どうしていいかわからない。だけど、彼に触れられるとすごく気持ちいい。

　怖がっている私に気づいている彼は、洋服は脱がせたもののブラジャーもショーツも剥ぐことなく、あらわになった肌に何度もキスを落としていく。

「んんん……はっ」

「澪、ドキドキしてる」

　そして私の胸の谷間に耳を押しつけつぶやく。

　そんな恥ずかしいことをバラさないで。

「も、無理……」

　私が手で顔を覆うと、彼はクスッと笑う。

「それじゃあ、これはどうしよう」

　大成さんは次に私を抱きしめて、自分の胸に私の耳をくっつけた。

「あっ……」

「すごくドキドキしてるだろ？　澪より速い自信があるぞ」

　たしかに、彼の鼓動も速まっている。

「好きな女を前にして、欲情しない男なんていないんだよ」

　手の力を緩めた彼は、熱を孕んだ瞳で私を射る。

　本来なら絶対に手の届かない人が私を欲しているなんて不思議でたまらないけれど、彼のまっすぐな視線が私の心を捉える。

「大成さん……」

「澪は俺だけのものだ」

　大成さんはそう口にしてから、再び私の唇を貪った。

「澪、かわいすぎ。耳まで真っ赤だ」

　彼はそう指摘したあと、私の額に唇を落とす。

「今日はこのまま眠ろうか？」

「えっ？」

　思わず声が出てしまった。だって……てっきりこのまま進むんだとばかり思っていたからだ。

「あれ、欲しい？」

　彼が私の顔を覗き込みながら聞くので、恥ずかしさのあまり顔を手で覆ってしまう。

「急がなくていい。ゆっくり澪のペースで俺を受け入れて？」

「でも……」

「言っただろ。壊したくないって。澪のことは大切にしたいから、少しくらい我慢できる。……って、できてないか。あはは」

　彼は苦笑しているが、ここで止まってくれたことに驚いていた。

「大成さん、あの……」

「それ以上は言うな。今、なんか言われると襲っちまいそう」

　彼は私の唇を人差し指で押さえ、お茶目な笑顔を見せる。

「大丈夫。そのうち全部もらうから」

　耳元でそう囁いてから、もう一度私を腕の中に誘った。すると、彼はすぐに寝息を立て始める。

「疲れてるくせに」

　私は彼の寝顔を見ながら、彼の頬にそっと触れてみる。

　あぁ、夢じゃないんだ。

　私は幸せに包まれたまま、その日は眠ってしまった。










クレーマーには負けません




　遮光カーテンの隙間からチラチラと差し込む朝日に気づいて目を覚ますと、至るところに彼の印がつけられているのに気づいて、頬が真っ赤に染まる。

「こんな……」

　最後まではしなかった彼だけど、たっぷり愛情を示してくれた。

　大成さんと気持ちを通わせたあと初めて迎えた朝は、心が弾む。自然とにやけてしまうのを必死に抑えながら弁当を作っていると、彼が起きてきて、甘えん坊のように私をうしろから抱きしめてくる。

「澪、おはよ。こっち向いて」

「おはよう、ございます」

　体をさらけ出したあとだから恥ずかしくてたまらないけれど、彼の言う通り振り返ると、すぐに唇を塞がれてしまった。

「おはようのキス。これから毎日するぞ」

「えっ！」

　毎日？

　カチカチに固まっている私を見て、彼はケラケラ笑っている。

　笑顔が増えたのはうれしいが、私をからかって遊ぶのはよしてほしい。

　彼と一緒にいるとドキドキが止まらないものの、とても幸せだった。

「澪、悪いんだけど、ちょっと先に行く」

　さっきまでおちゃらけていた彼は、真剣な表情に戻る。

「は、はい」

　突然なんだろうと思っていると「中野さんと話があるんだ」と言われ、納得した。

　私はぐっすり眠ってしまったけれど、もしかして昨晩も夜中に仕事をしていたのかもしれない。

　それからすぐにスーツに着替えてきた大成さんは、中野さんが迎えに来ているからとバタバタと出ていった。

　ハウスキーパーとして出勤するときは、制服があるのでラフな格好だ。しかし、やはり彼にはスーツが似合う。

　こうして陰で動いている大成さんには、ハウスキーパーとしてではなく、トップでアルカンシエルを支えてほしい。そんな思いを強くした。

　ミーティングが始まっても、彼は現れなかった。チーフが『遅刻と聞いています』と言っていたが、休みかもしれない。正確には、別の部署で働いているのだけど。

　遅刻になっている大成さんとペアを組んでいる私は、部屋数を減らしてもらい、ひとりで担当することになった。

　頑張らなくちゃ。大成さんも必死に働いている。私だって負けない。

　黙々とベッドメイキングと掃除を済ませ、部屋を四つほど終えた頃、バタバタと大成さんが駆け込んできた。

「西條さん、遅くなりました」

「えっ、こっちはなんとかなるのに」

　百花も担当が終わったら手伝いに来てくれるはずだ。

「そういうわけにはいきません。スタッフがひとり足りなくなると大変なのはよくわかりましたから。さ、やりましょう」

　シャツの袖のボタンをはめながら私を促す彼は、かなり急いで来てくれたようだ。

　三日ほど前に風邪で休んだ人がいて、その穴埋めに皆で走り回ったので、欠員が出ることの大変さを身をもって知ったのだと思う。

　すっかりコツを覚えた大成さんと一緒にベッドメイキングをしていると、彼が不意に口を開いた。

「もう少し人員に余裕が欲しいな。皆働きすぎだ。当面はバイトを増やすとして……正社員を登用して西條さんみたいなプロを養成したほうがいい」

「プロだなんて……」

　照れくさいものの、そう言ってもらえるとうれしい。

「いや、なくてはならない仕事だ。客室を高い水準に保つのは、ホテルの信用にもかかわる。もっと力を入れるべきだ」

　そんなこと、初めて言われた。やはり大成さんのような人が上に立ってほしい。

「八坂さんが、導いてください」

　枕にカバーをかけながら伝えると、彼はハッとした顔をする。

「八坂さんがアルカンシエルの未来を作ってくれるなら、私はうれしいです」

　にっこり笑ってみせると、彼は複雑な顔をしながらも小さくうなずいた。

　そのあと、彼が来てくれたおかげで、チェックインの時間までにすべての作業をすっかり終えることができた。




「西條さん、悪いんだけど……あの客、また来てね」

　いつものように休憩室で弁当を広げようとすると、藤江チーフがやってきて私に声をかけた。

「あのって、もしかして？」

「そう、佐さ藤とうさま。西條さんが担当した部屋なんだ」

　私たちハウスキーパーの間では有名な佐藤さま。彼は仕事で時々アルカンシエルを使ってくれるのだけど……いわゆるクレーマーなのだ。

「なにかおっしゃってますか？」

「あぁ、バスタブに髪が落ちていたって」

　そんなことはありえない。髪の毛一本落とさないようにするのは、私たちにとって基本中の基本。特にバスタブは白くて目立つから、チェックにチェックを重ねる。

「わかりました。謝罪してきます」

「西條さん」

　立ち上がると、私とチーフの会話を聞いていた大成さんに話しかけられた。

「なんでしょう」

「髪が落ちていないことは、ふたりできちんと確認したと思いますけど」

「はい、わかってます。でもお客さまがそうおっしゃるのですから……」

　もちろん、犯人は私でも大成さんでもない。

　大成さんは私の返事を聞いて、首を傾げる。

「それなら、俺も行きます」

「私ひとりで大丈夫です」

「俺も担当ですから」

　結局、一歩も引かない大成さんと一緒に客室へ向かうことになった。従業員用のエレベーターでふたりになると、彼が口を開く。

「佐藤って、どんな客？」

「一カ月に一度は使ってくれるお客さまなんですが……いつもなにかしら文句を言われるんです」

「クレーマーか」

　私は小さくうなずいた。

「大きな商社の重役さんみたいです。仕事でストレスがたまってるんじゃないかと」

「商社、か。なんていう会社かわかる？」

「えっと、たしか……『大だい東とう商事』だったはずです」

　前にクレームを受けたとき、『大東商事を敵に回すつもりか』とかなんとか言われた気がする。

「大東の佐藤……アイツ、か」

「知ってるんですか!?」

「あぁ、たしか俺の友達の会社と取引があるはずだ。大東の会長の息子。といっても、もうすぐ五十歳。いまだ社長職を継げないでいて、一族外の人が社長に就任してる」

　それって、大成さんと同じ御曹司ということ？

「多分、社長は無理だろうな。クレームを入れて喜んでいるようなヤツは、上には立てないさ」

　彼の言う通りかもしれない。クレームをでっち上げて誰かを辱めて喜ぶなんて、悪趣味すぎる。そんな人についていきたいとは思わない。

　エレベーターが二十階に着くと、大成さんは私より先に降りていった。

「待ってください。まずは私が行きます」

　一応先輩なのだから、私が行かなくちゃ。

　彼の黒いベストを引っ張ると、渋々ながらも私を先に立たせてくれた。

「ハウスキーパーです」

　部屋のチャイムを鳴らすと、すぐに返事があった。

「あぁ、入って」

「はい」

　ドアはすぐに開き、不機嫌そうな顔をした佐藤さまは私たちを招き入れた。

「髪が落ちていたとお聞きしました。申し訳ありませんでした」

　ドアから少し入ったところで頭を下げると、大成さんも同じようにしている。

　この部屋はデラックスツインルーム。宿泊料はたしか……一泊三万八千円くらいの部屋だ。私にはとても出せる額ではない。

「まったく、このホテルはいつもなにかしらやってくれる」

「本当に申し訳ありません」

　ただ、さほどクレームが多いわけではない。佐藤さまが突出している。

「他人の髪が落ちているバスタブなんかに浸かれると思っているのか」

　そう責められ、一瞬大成さんの足が動いた。だけど、私は彼より先に前に出て頭を下げる。

「おっしゃる通りです。よろしければ別のお部屋をご用意させていただきます」

　空いている部屋はあらかじめ聞いてある。佐藤さまは部屋のグレードアップが目的なのだ。この部屋でも十分すぎるほど立派なのに。

「西條さん。別のお部屋は必要ありません」

「え……」

　突然の大成さんの言葉に唖然として、思わず声が出てしまう。

「佐藤さま、失礼しました。ですが、ご心配なく。今からバスルームを清掃しなおします」

「八坂さん？」

　私は慌てた。

　そんなことを言ったら穏便に済ませられないのに。佐藤さまは単に私たちを困らせたいだけなのだ。掃除のやりなおしなんて求めていない。

「西條さん、掃除道具を持ってきてください」

「でも……」

　私がためらっていると、佐藤さまが怒りに震えた声を上げる。

「客がいるのに、これからだと？　バカにするな！」

　すっかり部屋を変わる気でいた彼は、顔を真っ赤にしている。

「バカにしているのは佐藤さまです。私たちはプロ意識を持って働いています。もちろん、髪一本落とさないようにしていますし、ひと通り清掃したあとにチェックも入ります。そうやって、アルカンシエルの品格を保っています」

　まだハウスキーパーとして働き始めて間もない人の言葉とは思えない。だけど、その通りだ。

「ですが、人間がやることです。もしかしたら過失もあるかもしれません。ですから私たちはこうして謝罪に参りました」

　その堂々とした姿は、将来の社長の資質をうかがわせる。

「だからだ。だから、部屋を変えろと言っている」

「佐藤さまは、毎回だとお聞きしましたが」

「それは、決まってなにかしらの問題を起こすお前たちが悪い」

　佐藤さまは怒りをヒートアップさせるだけで、まったく引く気配がない。

　すると大成さんは、一瞬の間のあともう一度口を開いた。

「商売には、需要と供給、両側面があります。双方が納得して初めて取引が成立します。私どもは、佐藤さまの需要にはお応えしません。つまり、取引失敗です」

　そんなこと勝手に……。

　焦ったものの、大成さんも引く様子はない。

「佐藤さまは、将来大きな会社を背負われる方だとお聞きしました。従業員がこの姿を見て、あなたについていきたいと思うでしょうか」

　あぁ、そんなことまで……。

「失礼なヤツだ。ただのハウスキーパーが、客に向かって！」

　佐藤さまは怒りに任せてベッドを思いっきり蹴とばす。

「ハウスキーパーであろうが、マネージャーであろうが、アルカンシエルを大切に思い、お客さまに楽しんでいただきたいという気持ちは変わりません。どうしてもお楽しみいただけないのなら、お引き取りください」

　まずい展開だ。大事になってしまった……と思いつつも、大成さんの筋の通った言葉に、心の中で拍手していた。それに、私たちハウスキーパーのことをそんなふうに言ってもらえてうれしかった。

　私たちはたしかに陰の存在。しかし、アルカンシエルにいなくてはならない存在だというプライドを持って仕事をしているからだ。

「なんだと！　お前では話にならん。マネージャーを呼べ」

「それには及びません。マネージャーには私が報告します」

　大成さんは冷静に言葉を紡ぐ。

「うちの会社がここにどれだけの金を落としていると思ってる！　我が社の社員の出張は、すべてこのホテルを利用してやってるんだぞ」

「だから部屋をグレードアップしろと？」

「そういう、わけでは……」

　佐藤さまがトーンダウンした。

　おそらく大成さんの言う通り。髪がどうとかではない。うちはこれだけの金を落としているという優越感に浸り、私たちをひざまずかせたいだけ。

「度々のご利用には感謝しております。ですが、どのお客さまにも同じようにおもてなしをし、楽しい時間を提供させていただきたいと思っております。いつも使ってくださるお客さまはもちろん、一年に一度、いや一生に一度でも、同じお客さま――佐藤さまだけを特別にグレードアップすることはできません」

　きっぱりと言い切った大成さんが「掃除道具、お願いできる？」と再び私を促すので、慌てて取りに行く。

　掃除道具一式を持って戻ると、大成さんはすでにバスルームにいた。それなのに、佐藤さまの姿がない。

「佐藤さまは？」

　怒って帰っちゃった？

「頭冷やしに行ったんだろ」

「なにがあったんですか？」

　私がいなくなってから、なにを話したのだろう。

「別になにも。『次期社長がクレーマーだとわかったら、取引先も考えるでしょうね』と言っただけ」

「ちょっと！」

　それって脅しじゃない。

「だって、本当のことだろう？」

　たしかにそうだけど……。

「ほら、洗剤よこして。ピカピカに磨くぞ」

「はい」

　洗剤とスポンジを差し出し、私も一緒に掃除を始めようとした。でも、体の大きな大成さんだけで満員御礼だ。

「西條さんはいいよ。見習い社員が頑張ります」

「見習いって……」

　もう十分に戦力になっている。しかも、今回の件は彼にかなり助けられた。今までチーフが介入しても謝ることしかできなかったから。

　忙しく手を動かし始めた彼をボーッと見つめる。やはり彼は上に立つべき人だ。

「八坂さん」

「なに？」

「……やっぱり戻ってください」

　彼の能力を適切な場所で発揮してほしい。

　私が言うと彼は振り向き、一瞬真剣な顔をする。けれどすぐに表情を緩めた。

「マンションに？　なんだ、体が火照るのか？」

「バカ！」

　とんでもないことを口にする大成さんに背を向け、バスルームを飛び出す。

　ドキドキするからやめてよ。私の言いたいこと、わかってるくせに。

　それから私は、佐藤さまが座って乱れたシーツをもう一度かけなおした。こんなことをする必要はないかもしれないけど、それがプロだと思うから。

　バスルームから出てきた彼は、私がシーツをなおしているのを見て口を開く。

「ここの仕事、勉強になるな」

「えっ？」

「なんでもない。腹が減ったぞ。弁当食べよう。メインはなに？」

　さりげなくスリッパをそろえてから部屋を出ていく大成さんは、客室掃除、合格点だ。

「エビフライです」

「おっ、楽しみ」

　この人も大きな会社の跡取りだけど……佐藤さまとまったく違う姿がなんだか誇らしかった。




　その後、佐藤さまの一件はマネージャーの耳まで届いた。部屋のグレードアップを覚悟していた藤江チーフが、大成さんが説得したと聞いて、目を丸くしてマネージャーのところに飛んでいったのだ。

　大成さんの素性を知っているマネージャーは、彼に頭を下げたらしい。マネージャーも、日々エスカレートする佐藤さまの要求に頭を悩ませていたからだ。

　だけど、「皆、これくらいのことでどうしてそんなに驚くんだ」とつぶやいた大成さんが、とても頼もしく思えた。










不安な日々の始まり




　次の日はお休みだった。

　大成さんとの暮らしが始まってから休日はあったが、家でゴロゴロして終わってしまっていた。けれども、今日はデートをすると言う。

　彼の車で出かけたのは『東とう郷ごう百ひゃっ貨か店てん』だ。そこにはブランピュールも入店していて、彼がまたスカートやカットソーなど、いくつも洋服を買ってくれた。

「大成さん、こんなにたくさん着られません」

　今まで着たことがないような高級品ばかりで、気が引ける。いつも自分で買う洋服とは桁が違う。

「あはは。しょうがないだろ。澪のことは甘やかしたいんだ」

　そんなふうに返され、顔が上気してしまう。

「それに、あの下着、似合ってたしな」

「あ……」

　彼に肌をさらけ出したとき、ブランピュールの下着をつけていた。そのことを言っているのだろう。

「昨日は寝ちまったし、今日はどれにする？」

　彼が追い打ちをかけるので目を点にしていると、ケラケラ笑いだした。

　私はそんな平気な顔、してられないんだから！

　顔から火が噴きそうでうつむくと、彼はスッと私の手を握る。しかも指を絡めての恋人つなぎだ。

　私……本当に大成さんと付き合ってるんだ。

　夢見心地だったけれど、彼の手のぬくもりが現実だと教えてくれた。




　それからおしゃれなカフェでランチを楽しみ、家に戻った。

「コーヒー淹れますね」

　帰って早々そう言うと、彼は「それより」とキッチンに行こうとする私の手を引く。

「澪、買った服着てみろよ」

「えー、いいですよ」

　試着はしたし、彼に改めて見せるのはなんとなく照れくさい。

「最初に拝むのは、彼氏の特権だろ」

「拝むって！」

　でも『彼氏』という言葉にイヤな気はしない。こんなに素敵な人が私の彼氏なのだと思うと、勝手に心臓が速度を上げて動きだす。

「どう、でしょう……」

　自分の部屋に行って新しいブラウスとスカートに着替え、大成さんのいるリビングに戻れば、彼は目を細めて手招きする。

「澪……ちょっと、こっち」

　彼に少し近づくと、「短すぎたか」とスカートの裾を引っ張った。

　上質な圧縮ウールで作られた濃紺のフレアスカートは、膝上五センチ。さほど短くはない。

「そうですか？　このくらいがかわいいですよ？」

「澪のかわいいところは、俺だけ知っていればいいんだ」

　甘々の大成さんが降臨だ。彼は私の手を引き自分の膝に横向きに座らせると、腰を抱いて離さない。

「あぁ、あのっ」

　近い……んだけど。

　それに、スカートがまくれ上がって太ももがあらわになってしまったので、慌てて手で押さえた。

「大成さん、下ろしてください」

「無理。誘う澪が悪い」

「誘ってなんて……。ん……」

　下ろされるどころか、濃厚なキスが降ってきた。片手は腰。もう片手は私の頭を抱えてキスを続ける大成さんは、息をすることも許してくれない。

「んんん……」

　苦しくなって逃れようとすると、今度は耳朶を甘噛みする。

「ヤッ……」

「ここ、感じるんだろう？」

「感じません！」と言いつつも、体はビクビクと震える。すると彼の手が太ももに触れスカートの下を上がってくるので、慌てふためく。

「ちょっと」

　必死になってその手を押さえたものの、彼はお構いなしだ。

「好きな女が目の前にいるのに、我慢できるか。好きだよ、澪」

　まさか出会ってからこれほど短期間で、こんなに気持ちが盛り上がるなんて、考えてもいなかった。私も彼が好き、だ。でも、まだ恥ずかしい。

「大成さん……」

「ヤバい。止まんない」

　色気を纏った彼の声のせいで、ギリギリ働いていた理性が悲鳴を上げる。

「ダメ……」

　なんとか逃れようともがいても、大成さんは離してくれない。もしかしてこのまま抱かれちゃうの？と思ったとき、テーブルの上のスマホが震えだした。

「大成さん、電話です」

「いいから、放っておけ」

「ダメですよ」

「たく」

　ひどく不機嫌になった彼は、スマホを手にして耳に当てている。

「はー、中野さんですか。なんでしょう？」

　どこかに監視カメラでもついているのではないかと思うような、絶妙なタイミングだった。

　しばらく会話をしているうちに、最初は仏頂面だった彼の表情が突然変わる。

「わかりました。すぐに行きます」

　電話を切った大成さんは、「出かけてくる」と私に告げた。

「はい」

　なにかあったのだろうか。今日は金曜日。私たちは休みだが中野さんは働いている。

「この前の海外ホテルの件で、進展があったみたいだ」

　彼の眉はキリリと上がり、その瞳は獲物を狙う鷹たかのように鋭い。

「無理しないでくださいね。ハウスキーパーのほうはなんとかしますから」

　本来の仕事に本腰を入れてほしいと思い言ったのに、彼は首を振る。

「いや。今晩中には決着をつける。ごめん、遅くなるかも」

「そんなこと気にしないでください」

　私は輝いている彼が好きなのだから。

「悪いな。先、寝てろよ」

　私の腰を抱きあっという間に唇を重ねた彼は、慌ただしく出ていった。

　大成さんを見送ってしまうと、途端に周囲の温度が下がった気がする。火照った体が、取り残された。

『今晩中に決着をつける』ということは、重要な局面を迎えたのだろう。

　なにもできない私まで緊張してきてしまい、心を落ち着けるため、一心不乱にピアノを弾いた。




　結局その晩は、彼は帰ってこなかった。連絡も入らない。おそらくそれどころではないのだろう。

　しかし、この調子ではハウスキーパーの仕事は休みだと思っていたのに、翌朝のミーティングが始まる寸前になって、大成さんが走り込んできた。

「はぁ、間に合った。あっ、すみません」

　チーフがすでに来ているのに気がついた彼は、小さく頭を下げ私のうしろに並ぶ。まだ整わない息遣いが私まで聞こえる。

　とりあえず今日の持ち場を聞いた私は、大成さんを伴って移動を始め、ふたりでエレベーターに乗った。

「八坂さん、寝てないんじゃ？」

「まあ、な。でも間に合ってよかった」

「休んでください。こちらの仕事はなんとかしますから」

　彼の顔が心なしか青白い。無理してほしくない。

「サンキュ。だけど大丈夫だ。仕事に穴はあけられないだろ」

　今日は満室に近い。ひとり欠けると痛手ではあるけれど、百花に手伝ってもらえばなんとかなりそうだ。

「でも……」

「少しは無理が必要なときもある。帰ったら優しくしてくれよな」

　私を茶化す大成さんは、ワゴンを押してエレベーターを降りた。

　もちろん、優しくする。私にはそれくらいしかできないもの。

「仕事、うまくいったんですか？」

「あぁ、一応丸く収まりそうだ。さて、どこから行く？」

　大成さんはもう気持ちを切り替えたようだ。

　少しでも彼の負担が減るように頑張ろうと気合いを入れ、最初の部屋のドアを開けた。




　その日は帰るとすぐに、彼はソファで目を閉じた。

　いつもより三部屋多めだった担当もきちんと時間内に終わらせ、そのあとの宴会場の準備もこなした。体力のある大成さんも疲れきっている。

　寝室から毛布を持ち出し彼にかけ、音を立てないように気をつけながら、夕飯の支度を始めた。

　会社を背負うって、本当に大変なことなんだ。社長でなくても――謹慎中の今でさえ、こんなに身を粉にして働いている。イスにふんぞり返って部下に指示だけ出しているような人とは違う。大成さんには上に立つだけの十分な資質があるし、トップに立って指揮を執るべき人だ。

　夕食のビーフシチューが出来上がった頃、彼はようやく目を覚まし、キッチンにやってきて私の腰を抱く。

「ごめん。ひとりにしたな」

　そのセリフ、反則だ。何気ないひと言だけど、彼と一緒にいられる幸せを深く感じる。

「私は平気です。大成さん、お疲れですし」

「俺が平気じゃない。いつも澪を感じていたい」

　彼はそう口にすると、私の額にキスを落とす。

　いつもそばにいるのに……。

　彼の甘い行為に照れてしまいなにも言えなくなるのは毎回のこと。真っ赤に染まる頬を隠したくてうつむくと、彼は耳元に唇を寄せてくる。

「お前のことが好きでたまらない」

　彼の艶やかな声が耳に届き、ビクッと震える。男のくせして、色っぽさ全開だ。

「澪」

　少し潤んだような瞳でまっすぐな視線を向ける彼は、私の顎に手をかけ、顔を近づけてくる。そして彼の吐息を間近で感じたとき……。

　――ピンポーン。

　唇が重なる寸前にチャイムが鳴り、動きが止まった。

「はぁー。また中野さんだ。見てたのか？」

　ドアホンのモニターを確認して顔をしかめる大成さんは、盛大なため息をつきながら鍵を解除している。すぐにやってきた中野さんをリビングに通すと、大成さんは私の腕を引き抱きしめた。

　ちょっと！　中野さんが見てるのに。

「これから盛り上がるところだったのに、最悪のタイミングだ」

　本気なのかそうでないのかよくわからないが、大成さんは私の額にキスをしたあと解放した。

　もう、人前でやめてよ！

　私は完全に固まり、まぶたをパチパチさせるので精いっぱいだ。

「これは失礼しました。随分と距離が縮まられたようで」

　中野さんにそんなことを言われ、目が泳いでしまう。

「えぇ、毎日一緒にいるんです。俺も男ですし」

　思わせぶりな大成さんの言葉に、頭が真っ白になる。

　だって、そういう関係になったのは、一昨日が初めてでしょ？

「西條さん、大成さんは強引なところがありますので、気が乗らないときは遠慮なく拒否してくださいね」

「なに言ってるんですか。ちゃんと優しくしてますよ」

　はいっ!?　それってエッチのこと？

　ふたりの会話を聞いていると、卒倒しそうになる。うまく息が吸えなくなった私は、なにも言わずにリビングを出た。しかしふたりの声は丸聞こえだ。

「澪？　まったく、中野さんが余計なことを言うせいで、澪が怒っちまったじゃないですか」

　大成さんは私の心配をしたあと、中野さんに食ってかかる。

「私のせいじゃないでしょう？　デリカシーがないと女性に嫌われますよと何度も教えたじゃありませんか」

「デリカシーがないのは中野さんでしょう！」

　あれ、ケンカしてる？

　ふたりの言い合いにキョトンとしてしまう。

　しばらく自分の部屋で気持ちを落ち着け、再びリビングに顔を出すと、さっきとは一転、ふたりは真剣な顔つきで話をしていた。

「とりあえず買収できることには間違いないですが、正式な結果待ちです」

　中野さんが鋭い目をしてつぶやくと、大成さんはうなずいている。

「そうですか。向こうの担当にあとで電話を入れておきます」

「すみません。お願いします」

　中野さんが首を垂れる。

「あ、澪」

　私に気づいた大成さんが声を上げると、中野さんは立ち上がった。

「それでは私はこれで」

「あっ、中野さん。ビーフシチューをたくさん作ったんですけど、もし晩ご飯がまだでしたら一緒にいかがですか？」

　私が提案すると、大成さんはあからさまに顔をしかめる。

「澪。なにも中野さんにお前の料理をふるまわなくても」

　あれ、もしかして中野さんに私の手料理を食べさせるのがイヤなの？

「独占欲ですか」

　中野さんがすぐさま反応する。

「そうですよ。文句あります？」

　あぁっ、またケンカが始まりそうだ。ホント、兄弟みたい。

「あー、作りすぎちゃったんです。中野さん、座ってください！」

　私は慌てて割って入り、半ば強引に中野さんを引きとめる。

　だって……このふたりを見ていると面白いんだもの。

　それに、不ふ貞て腐くされている大成さんも中野さんには心を開いているんだなと思えて、笑みがこぼれた。

「さぁ、たくさん作りましたから、おかわりしてくださいね」

　テーブルにビーフシチューを運ぶと、ふたりの緊張がやっと解けた。でも「今日だけ特別ですからね」とけん制している大成さんがおかしかった。

　その後、食事を終えると、大成さんは中野さんを待たせておいて電話を始めた。

　彼のあまりに流りゅう暢ちょうな英語に驚く。大成さんの英会話の家庭教師だったという中野さんも、当然あのくらい話せるに違いない。時折小さくうなずいて、大成さんになにか目配せしている。

「中野さん、買収、正式に決定しました」

「はぁっ、よかった。今回は大成さんがアメリカで作った人脈に助けられました。さすがです」

　中野さんが大成さんをきちんと評価しているのがうれしい。

「あの……うまくいったんですね」

　仕事の話に首を突っ込むのもどうかと思ったが、私もちょっとだけ仲間入りしたい。せめて成功の『おめでとう』は言いたい。

「はい。買収の話が進んでいたホテルの株価が暴落して、買収価格が値下がりしたところを狙った他社の横やりが入りましたが、無事にアルカンシエルの傘下に入ることで落ち着きました。あのホテル自体はとても価値がありますから、押さえておいて正解です」

　中野さんは私にもわかりやすいように説明してくれる。この前大成さんが株価を追っていたホテルのことだろう。

「すごいお仕事をされているんですね。大成さんもそちらの仕事に戻ればいいのに」

　思わず口に出た言葉に、大成さんは顔をしかめる。

「いや……。俺はハウスキーパーが向いてるし」

　ホントに素直じゃないんだから。

「とにかく、社長に早速報告します」

　中野さんのひと言に、大成さんはますます不機嫌になる。

「俺の名前は出さないでください」

「どうしてです？　大成さんがいなければ、この件は……」と言いかけた中野さんは、大成さんが首を振るのを見て、「わかりました」と解いていたネクタイを手にして立ち上がる。

「西條さん、シチューごちそうさまでした」

「いえ。お忙しそうですが、体にはお気をつけて……」

「そんなことを言ってはいけません。ほら、大成さんが怒ってますよ」

　中野さんに指摘されチラッと大成さんに視線を送ると、口がへの字に曲がっている。

「中野さん、いちいちうるさいです」

「それは失礼しました」

　中野さんはクスッと笑い、小さく頭を下げ、出ていった。

「さてと、澪」

　中野さんがいなくなってしまうと、大成さんは不敵な笑みを見せる。

「な、なんでしょう？」

「中野さんにまで愛想を振りまくなんて、お仕置きが必要だな」

　彼は私の耳元で囁き、あっという間に唇を重ねる。舌を絡めての濃厚なキスに腰が砕けそうになった頃、ようやく解放してもらえた。……と思ったのもつかの間、大成さんは軽々と私を抱き上げ、寝室に向かう。

「た、大成さん？」

「これはお仕置きだから。今日は我慢しない」

　それって……。

「あっ、待って……」

「ダメ。澪の言うことは聞かない。お前は俺だけを見ていればいい」

　私をベッドに下ろし首筋にキスを落とした彼は、一度離れて私に情欲を纏った視線を向ける。

「見て、ます。大成さんのことだけ」

　顔が火照るのを感じながらそう口にした。だって、もう私は大成さんのことしか目に入らないんだもの。

　すると彼は大きく目を見開き、再び口を開く。

「本当、か？」

　私がコクンとうなずくと、彼はふと口元を緩める。

「ダメだ。こんなに煽られたら、やっぱり我慢できない」

　私がいつ煽ったの？

　唖然としていると、「覚悟して」とつぶやいた大成さんは、再び首筋に顔をうずめる。

「あっ、はっ……」

　彼は恥ずかしくてささやかな抵抗をする私の腕をあっという間に捕まえて、シーツに縫いとめる。

「澪」

　そして切なげな声で私の名を呼び、唇を奪う。

「んんんっ、はぁ」

　激しすぎるキスのせいで息が上がる。けれども、そんなのは序の口だった。彼は私の体の隅々まで味わうように舌を這わせ、悶もだえる私を楽しむかのように、至るところに唇の花びらを散らしていく。

「かわいいよ、澪」

　しかし私が少しでも戸惑うと、優しい言葉をかけ、甘いキスをくれる。

『お仕置き』なんて言った彼だけど、ちっともお仕置きなんかじゃない。私は彼に与えられる熱に浮かされて、抑えられなくなった声を上げていた。

「澪、俺につかまって。つらかったら爪を立てても構わない」

　彼は私の腕を自分の背中に回させたあと、ゆっくり入ってきた。

「澪」

　怖くてたまらないのに、大成さんに優しく名前を呼ばれると、彼が欲しいと体が疼く。

「はー、お前を抱けるのがうれしくて、止まれない」

「止まらないで」

　私をあなたのものにして……。

　彼の背中を強く抱きしめながらつぶやくと、「まったく、澪は」と呆れ声。

「もう知らないぞ。俺に火をつけたのは澪だからな」

　大成さんはそう言いながら、私の髪を優しく撫でた。

「あぁっ……大成さん……」

　彼が腰を打ちつけてくるたび意識が飛びそうになり、必死に彼の名前を呼び求めると、優しく抱きしめてくれる。

　初めてで痛いからなのか、彼に抱かれてうれしいからなのか、よくわからない涙がこぼれていく。

　すると彼は大きな手でそれを拭い取り、私のまぶたにキスをする。

「澪は俺だけのものだ。ずっと俺だけの」

　彼は少し苦しげな顔をしてそう吐き出し、やがて果てた。

「澪。平気？」

「イヤ。見ないで」

　呼吸を荒らげていると、彼は私の顔を覗き込んでくる。だけど、真っ赤な顔を見られるのが恥ずかしくてたまらない。

「見ないでって……。あはは、今さらだろ」

　それはそうだけど……恥ずかしいものは恥ずかしいの！

「ま、いいや。かわいい澪も、色っぽい澪も、全部堪能したし」

　大成さんは私を困らせるようなことをつぶやき、腕の中に閉じ込める。

「これなら見えないだろ。朝までこのまま抱きしめててもいい？」

　もう体力の限界でフラフラだった私はコクンとうなずき、深い眠りに落ちていった。

「好きだよ、澪」

　そんな声が聞こえた気もしたけれど、それが夢なのか現実なのか確かめる気力すらなかった。




　大成さんは、さらに清掃の腕を上げた。もともと力があるからベッドメイキングも難なくこなし、最初はシワが寄りがちだったシーツも、ビシッと仕上がるようになった。

「たい……八坂さん、すごいですね」

　仕事中は『八坂さん』と呼ぶようにしているが、つい『大成さん』と言いそうになる。

「西條さんのほうがきれいです」

　私が間違えそうになったのに気づいた彼は、イジワルな顔をしてわざと『西條さん』を強調してくる。

「そ、それは、それなりに経験してきてるからです」

　苦しまぎれに返すと、彼はニッといたずらっ子のように笑う。

「経験、ね。経験って、重ねると上達するんですよね」

「そりゃ、もちろんです」

　枕をカバーに押し込みながらの何気ない会話のつもりだった。でも……。

「それじゃあ、もっと経験しないと」

「えぇっ！」

　ベッドを挟んで作業をしていた大成さんは、枕を置いた私の手を引き、唇を重ねる。

「ちょ、ちょっと！　仕事中です！」

　耳まで熱い。不意打ちのキスに動揺する私は、次の作業に移れない。

「澪、真っ赤。経験が足りないぞ」

「もう！」

　名前の呼び方どころの騒ぎじゃない。ふたりで働けるのはうれしいけれど、心臓が持ちそうにない。とはいえ、彼の近くにいられるのが、幸せだった。




　彼と体を重ねてから、私たちの仲はいっそう深まった。ごくごく平凡な私がこんな素敵な人の隣にいられるのがいまだに信じられないけれど、大成さんと一緒の日々は確実に私の心に安らぎをくれる。

　しかし、ある日……。

「西條さん、電話が入ってるよ」

　客室清掃を終え休憩室に向かうと、藤江チーフに声をかけられた。

「はい。今行きます」

　私に電話？　携帯ではなく会社にかけてくるなんて、いったい誰だろう。

　首をひねりながら事務室の電話に出ると、『もしもし』と男の人の声がした。

「お待たせしました、西條です」

『お呼びだてしてすみません。石垣です』

　一瞬誰かと考えたが、以前宿泊してくださった大成さんの友人だと思い出した。

「あっ、先日はご利用いただき、ありがとうございました。私になにか？」

　どうして大成さんではなく、私に電話なんてしてきたのだろう。

『西條さんと少しお話がしたくて。できれば八坂に内緒で時間を作っていただけませんか？』

　大成さんに内緒で？　いったい、なんの話？

「はい、構いませんが……」

　不思議に思いながらも返事をすると、時間と場所を指定された。




　いつもなら会社を出てから大成さんと合流して一緒に帰宅するが、百花と夕食を食べに行くと嘘をつき、石垣さんに指定された近くのカフェに向かった。

　時々雑誌にも取り上げられるおしゃれなカフェは、照明も控えめにされており落ち着いた雰囲気だった。

　すでに石垣さんは来ているようだ。私は窓際の席に向かった。

「こんばんは、西條です。お待たせしてすみません」

「いえ。どうぞお座りください」

　スーツ姿の彼に促され向かいに座ると、「なににされますか？」とメニューを渡される。

「コーヒーで」

　私が伝えると、ウエイターに注文を出してくれた。

「あの、お話といいますのは……」

　私は早々に尋ねた。大成さんの友人とはいえ、一度すれ違っただけの石垣さんとなにを話していいのかわからない。

　彼はすでに飲んでいたコーヒーをもう一度口に運んでから、意を決したように話し始めた。

「八坂と同居していらっしゃるとお聞きしましたが、これからどうされるおつもりで？」

　石垣さんの心なしか尖った視線が、私を突き刺す。

「どうすると言われましても……」

『一緒にいられたらうれしい』としか言えない。

　私が言葉を濁すと、彼は「ふー」とため息をついている。

「まさか八坂がハウスキーパーをしているとは。アイツはそんなことをしていいヤツじゃない」

　大成さんの話では、石垣さんは中学、高校のときのクラスメイトだとか。家出をしたときも彼を頼ったと聞いている。

「はい、もちろんです。いずれは本社に戻ってほしいと――」

「当然だ。八坂は次の社長なんだ」

　私の言葉を遮り、石垣さんが突然語気を強めるので、ビクッとする。

「八坂はハウスキーパーをするために苦労してきたわけじゃない。近藤さんとの結婚が決まって順風満帆だったはずなのに、あなたはなんとそそのかしたんです？」

「そそのかしたなんて……」

　そんなことはしていない。

「八坂がどれだけ苦労してきたのか、知っているんですか？　あなたのせいでアイツの人生がメチャクチャになるのは見ていられない」

　私のせいで、メチャクチャに？

　石垣さんの発言に、頭を殴られた気がした。

「はっきり申し上げましょう。あなたでは八坂の妻は務まりません」

　彼は冷ややかな目で私を見つめる。

「私、は……」

「近藤さんなら、家柄も問題ない。ピアニストとしても一流で教養もある。八坂の隣に立っても十分に妻としての役割を果たされるでしょう。でもあなたは、八坂の足を引っ張るだけだ」

　石垣さんに言い返せなかった。その通りだと思ってしまったから。

　私にはなにもない。家族もいなければ、ピアノも〝弾ける〟程度だし、教養もない。

　コーヒーが運ばれてきたのに、それに手を伸ばすことができないほど動揺していた。

　大成さんに何度も何度も愛を囁かれ、私も彼のことが好きになってしまった。ただ彼を信じ、ついていきたいと思ったが、身の丈に合わない恋なのは間違いない。立場の違いすら乗り越えられるなんて考えは、甘いのだろうか。

「もし、あなたが八坂のことが本当に好きなら、身を引いてください」

「えっ……」

「そういう愛、もあるでしょう？　あなたは好きな男を不幸にしたいんですか？」

　大成さんを不幸に？

「愛や恋なんていう感情は、そのうち冷めます。一生は続かないんですよ。八坂は今、頭に血が上っているだけ。冷静になるときが来れば、あなたは用なしです」

　彼は私から視線を逸らすことなく、言い聞かせるように話す。

　用なし……。すこぶるひどい言われようだ。だけど、石垣さんの発言に傷つきすぎて、言葉がまったく出てこない。

「八坂には幸せになってほしいんだ。だから、お願いします」

　彼は私に頭を下げる。しかし、私はただうつむいて唇を噛みしめていた。

　その後、石垣さんは「お願いしますね」と念押しをして帰っていったが、私は立ち上がることすらできないほどのダメージを受けていた。

　次期社長の大成さんに自分が釣り合わないことなんて百も承知だった。そのことについて悩んだことも、もちろんある。それでも、彼が惜しみない愛を注いでくれたから、私は自信を持つことができた。

　けれどそれを『そのうち冷めます』なんて言われて、いや『好きな男を不幸にしたいんですか？』と問われて……このまま大成さんの隣にいていいのかわからなくなる。

　しかも、大成さんの苦労をずっと近くで見てきた人の発言は、とても重い。決していい加減な気持ちで私を呼び出したわけではないことがわかっているからだ。




　それからどれくらい経ったのだろう。ひと口も手をつけていないコーヒーがもうすっかり冷めた頃、我に返りカフェを出た。

「本当に、好き、なら……」

　大成さんのマンションに帰るために駅までの道を歩きながら、石垣さんに言われた言葉を無意識に繰り返していた。

　大成さんが千代子さんとの結婚を望んでいないことはわかっている。だけど、石垣さんの言う通り、愛や恋はいずれ冷めるもので、そのために彼の一生が台無しになるのだとしたら……私はとんでもない疫病神だ。

　そんなふうに考えたことはなかった。結婚は、互いに好意を持ち愛おしいと思う人同士が交わす契約だとしか思っていなかった。でもそれは、恋愛経験がまともにない私のただの甘い願望で、現実は違うのかもしれない。

　大成さんへの気持ちは揺らぐことはないと自信を持っていたのに、石垣さんの言葉ひとつでこんなにもかき乱されているのが信じられない。

　ボーッとしたまま電車に乗り、マンションの最寄り駅についた頃、雨がポツポツと降り始めた。

　マンションは駅から十分もかからない。それなのに足が鉛のように重く、ちっとも進まない。傘を持っていなかった私は、強くなりだした雨に打たれて、びしょ濡れになってしまった。

　やっとのことでマンションの前にたどり着き、最上階を見上げる。

　大成さんとの距離が近づいたと思っていたのに、一気に遠くなってしまった。

「好きなの」

　大成さんへの想いを口にしたところで、当然彼は聞いていない。

「どうしたらいいの？」

『別れましょう』と簡単に言えたなら、どれだけ楽だろう。

　胸が痛い。痛くて痛くて、いっそ心臓が止まってくれたらいいのにとさえ思う。

　あふれてくる涙が、雨と混じり合いながら頬を伝い流れていく。すぐには帰ることができなくて、私はそれからしばらくそのまま立ち尽くしていた。

「澪、なにしてるんだ！」

　大成さんの声に我に返ると、彼は私に駆け寄り手を引いた。

「電話もつながらないし、心配で見に来てみたら……」

　そう言いながらシャツを脱ぎ、私にかけてくれる。

「ごめんなさい。傘を持ってなくて……」

「それなら電話してこい。こんなに冷えて」

　大成さんは自分が濡れるのも気にせず、私を抱き寄せながら歩いてくれた。

　どうしよう。こんなことをされたら、ますます好きになってしまうのに。

「風邪をひいたらどうするんだ。頼むから、自分を大切にしてくれ。お前になにかあったら気が狂う」

　彼の温かい言葉も、今の私には毒にしかならない。

　こんな感情を抱くのは今だけで、いつか薄れていくの？　私のことなんて、どうでもよくなるの？

　ショックが大きすぎて、ネガティブなことしか考えられなくなってしまった。




　大成さんは、部屋に入るとすぐに「熱いシャワーを浴びて」と私を抱き上げ浴室に向かう。そして一緒に浴室内まで入ってきてシャワーをひねり、洋服を着たままの私にかけてくれる。

「服脱いで」

「はい。あとは自分でやります」

「わかった。とにかく温まるんだぞ」

　彼は顔をしかめたまま出ていった。

「無理、だよ……」

　こんなに優しい彼から離れるなんて、私にはできない。でも、私のせいで大成さんの未来が台無しになるとしたら……。

　私はシャワーを全開にして、嗚咽を隠した。




　大成さんがハウスキーパーとして働き始めてから、あっという間に三カ月。石垣さんとあんなやり取りがあったことは話せず、しかし大成さんに『別れましょう』と言い出すこともできず、流されるように生活をしていた。

　必死に笑顔を作っているとはいえ、この先のことを考えてしまうとふと暗くなってしまい、大成さんに「どうした？」と指摘されることもしばしばだったが、どうしても別れという選択をすることができない。

　だけど、そんな中でも中野さんの存在が、私の張りつめた心を緩ませてくれた。

　中野さんとは時折、仕事の報告を兼ねて夕食を共にするようになり、大成さんと小さな衝突を繰り返しているのを見ているのが楽しくてたまらない。

　石垣さんとは違い、中野さんが私と大成さんとの関係を歓迎してくれているのがその一因でもある。私はここにいてもいいんだと、安心できるからだ。

　大成さんは、この三カ月で完璧に仕事を覚え、もう見習いとはとても言えない。でも、こんな生活は潮時だ。石垣さんが言うように、彼はハウスキーパーをしていてもいい人じゃない。

　ハウスキーパーの仕事で、大成さんは私たちのように末端で働く者の気持ちを理解したはず。そして、アルカンシエルのことが以前より絶対に好きになっている。もういるべき場所に戻って、その才能を開花すべきだ。もしもその先に、私との別れ、があったとしても。

　石垣さんとの一件があってから、どこかでそんな覚悟をし始めている自分に気がついていた。

　素直じゃない大成さんは自分から動きそうにない。それなら、中野さんに直訴しようと意気込んで帰った日のこと。

　中野さんが仕事の相談に来ると言っていたので、夕食のカレーを準備していたもののなかなか帰ってこず、大成さんとふたりで先に食べてしまった。

「さてと」

　夕食後にパソコンを覗き込んでいた大成さんは、やはり中野さんの手伝いをしているに違いない。私が後片付けを済ませると、彼はパソコンを閉じ私をソファに誘った。

「澪、今日もうまかったよ」

「大成さん、カレー好きですね」

　大成さんのリクエストはカレーが多い。だからそのたびに中身を変えて変化を楽しんでいる。今日はナスとモッツァレラチーズのカレーだった。

「おぉ。でも、もっと好きなものがあるんだぞ」

「えっ？　知らなかった。なんですか？」

　リクエストしてくれれば作るのに、と思ったけれど……。

「澪に決まってんだろ」

「キャッ」

　彼は隣に座っていた私を強い力で引き寄せ、すぐに唇を重ねる。こうして彼とキスをするのはもう何度目だろう。それでもちっとも慣れなくて、キスのたびに震えるほど緊張してしまう私は、ギュッと目を閉じて唇の熱さに酔いしれる。

「早く、澪と一緒になりたい」

　唇を離し、額と額をつけたまま、彼はつぶやく。すると私の心臓は破れんばかりに激しく暴れだした。

「すぐに一人前になる。だから、もう少し待っててくれないか」

　彼の言葉に目を瞠る。

　それって、結婚を意識しているということ？

　私のことをこんなに大切に想ってくれている大成さんと一緒になれたら最高だ。だけど、私は『うん』とは言えない。だって、彼が私のせいで幸福な未来を手放さなければならないのなら、石垣さんの言うように私が身を引くべきだからだ。

　とはいえ、とにかく今は大成さんが元の場所に戻って、輝くことが最優先。自分のことはあとでもいい。

「でも、大成さんはやっぱり――」

「俺、気がついたんだ」

『本社の仕事に戻ってほしいです』と言おうとしたのに、彼は私の言葉を遮り、優しい手つきで髪を梳いてくれる。

「なんですか？」

「親父が必死に守ってきた会社を、他人任せにしたくない」

「それじゃ？」

　その発言に驚き、離れて顔を見つめる。すると彼は小さくうなずいた。

　本来の仕事に戻る決心、そして宿命を受け入れることに踏ん切りがついたんだ。

　彼に抱きつき、うれしさに胸を震わせる。大成さんはやると決めたからにはやるだろう。私は、彼がトップに立ち輝くのを見届けられれば十分だ。

「澪との未来もあきらめない」

　私の背中に回した彼の手に力がこもる。

　彼の熱い気持ちに喜びが込み上げてきて、感動が止まらない。でも、やはり『うん』とは言えず、曖昧にうなずいた。

「澪」

「大成さん。私……大成さんが成功するのを信じてます」

　私はそのひと言に気持ちのすべてを詰め込んだ。

　あなたの決断は、必ず幸せな未来につながる。そのために私がいらなくなったら、私は消える。だけどもう少しだけ、隣にいさせて……。

「煽るなよ。我慢が利かなくなるだろ」

　彼は私をそのままソファに押し倒してくる。

「澪」

「……はい」

「お前に出会えたから、俺は正しい道を歩いていける」

　幼少の頃、自分の気持ちを押し殺してきた彼は、跡を継ぐことを『正しい道』と口にするのにちょっと時間がかかったかもしれない。でも、彼はもう見失ったりしない。

　私は、大きくうなずいた。

「まったく。澪はいつも俺の心にするっと入ってくる」

　それは私のセリフだ。私の感情をこんなに揺さぶるのは、大成さんだけ。

「大成さんだって」

　そして再び唇が重なった。

「……ダメ」

　次第に激しくなるキスに、理性が飛びそうだ。しかし彼は私の制止など気にとめず、首筋に濡れた唇を這わせ始める。

「や……」

　それだけで、胸がギューッと締めつけられるような苦しさと、言い知れない喜びが私を襲う。

「澪、俺に勇気をくれ」

「大成さん？」

「お前の力を、貸してくれ」

　会社を背負うということは、いつも自信満々の彼が不安になるほど重いのかもしれない。

「私は……ずっと大成さんの味方です」

　私がつぶやいた瞬間、彼は私の鎖骨辺りを強く吸い上げた。

　鈍い痛みも、彼の印も、すべて愛の証。そのまま進んでしまうかと思ったのに、彼はもう一度唇を重ねてからそっと離れていく。

「なんだ。物欲しげな顔して」

「ち、違いますっ！」

　私が慌てふためくと、彼はクククと笑った。

　結局その日は、中野さんは訪ねてこなかった。大成さんが電話を入れてみたものの、出ないらしい。急な仕事が入ったのだろうと納得して、翌日を迎えた。




　朝のミーティングが終わり、各自指定されたフロアに散らばる。

「端の部屋から始めましょう。今日はいつもよりひと部屋多いし、頑張らなくちゃ」

　私は足を速め、もうチェックアウトが済んでいる部屋に大成さんと一緒に飛び込んだ。そしていつものように掃除道具一式を持ち込み、早速バスルームに向かう。

「お願いがあるんだ」

「なんですか？」

　大成さんが妙に深刻そうな顔をするので、ドキッとした。

「中野さん、熱を出したみたいで……」

「そうなんですか？」

　だから昨日来なかったんだ。

「さっき第二秘書から聞いたんだけど、大切な会議があるからって出勤してるらしい」

　そんな。他にも秘書がいるんだから、こんなときくらいは休んでほしい。

「でも、その会議が終わったら無理やり帰らせるから、夕飯、食えそうなものを作ってあげてくれないか？」

「もちろんですよ。だけど、中野さんって彼女いないのかな？」

　ふと、こんなときに頼れる彼女はいないのだろうか、なんて考えてしまった。

　だって、中野さんもなかなかいい男だし、社長の第一秘書をしているくらいだから、仕事の面でも優秀なはずだ。それに、大成さんとケンカばかりしているけれど、本当はとびきり心の温かい人。そんな人なら、モテてもおかしくはない。

「あー……いたような」

　大成さんはなぜか言葉を濁す。

「いるなら、彼女に看病をお願いしたほうが……」

「うん。でも今は無理なんだ」

　どういうことだろう？

　彼がはっきりと言わないので、聞いてはいけない話なのかもしれないと思い、「わかりました」とだけ返事をした。

　その部屋が終わると、すぐに次に向かう。

「中野さんの仕事が忙しいの、俺のせいだろうな」

　部屋に入りゴミ箱を片付け始めた大成さんは、難しい顔をしている。

「そう、かもしれないですね……」

　大成さんは中野さんが彼の代わりに奔走していることに、ずっと前から気づいているに違いない。

「俺があんなことしちまったから、親父は相当怒ってる。中野さんはほとぼりが冷めるのを待ってるんだろうな。そのときが来るまで、本当なら俺がすべきだった仕事までこなすつもりなんだと思う」

　大成さんはあっという間にシーツを剥がし、新しいシーツを広げた。

「そっち持って」

「あっ、はい」

　手が止まっていた私を促した彼は、一緒にベッドのマットを持ち上げながら、複雑な表情をしている。

「中野さん、八坂さんのことを『上に立つべき人』だって言ってましたよ」

　そう伝えると、彼は「そっか」と小さくうなずいた。彼だってやるべきことがわかっているに違いない。

「俺、今週末でハウスキーパーを卒業する」

　そのひと言に目を見開く。同時に、彼がアルカンシエルを継ぐために動きだすのだとわかり、自然と白い歯がこぼれる。

　愛しい人が踏み出す新たな一歩が、うれしくないわけがない。出会ったときには死んでいた彼の目が生き返った。

「はい。わかりました」

　お父さまの怒りは、いまだ収まっていないかもしれない。それでも彼は戻るべきだ。




　その日、仕事が終わるとすぐに、私は中野さんの家に向かった。大成さんは『行かないといけないところがある』と、あとから駆けつけてくるらしい。

　彼に聞いた住所と地図を手がかりにして向かうと、アルカンシエルから電車で二十分ほどの駅前のマンションで、迷うことなくたどり着いた。

　エントランスでチャイムを鳴らすと、『はい』と弱々しい声がした。

「西條です」

『えっ、どうして？　実は私、風邪をひいてしまったようで……』

　驚いている様子の彼は、声がかすれ気味だ。

「はい、知ってます。だからお食事を作ろうと思いまして」

『そんなことをしていただかなくてもけっこう――』

「早く鍵を開けてください」

　私は彼の言葉を遮った。遠慮されるのはわかっていた。けれども、看病する人がいないなら、ろくに食べていないに違いない。

『ですから、大丈夫――』

「風邪が長引けば、社長のお仕事にも影響が出ます。そんなこと、中野さんなら百も承知ですよね」

　大成さんと彼の会話を聞いていたら、こうして煽るのが一番だと思った。ふたりとも意地っ張りなのだ。

『……わかりました。今開けます』

　作戦成功。すぐに開いたドアを潜り抜け、八階までエレベーターで上がった。

　角の八〇一号室まで行くと、狙ったようなタイミングでドアが開く。

『さすがは秘書』と言いたくなる。どのくらいで私がここまで上がってくるのか、計算済みのような気がした。

「マスク買ってきましたから」

　彼がなにかを言う前に、私のほうからそう口にする。いろんな気を遣いすぎて、疲れそうだと思ったからだ。

「大成さんにお聞きになったんですか？」

　目の下にクマを作っている中野さんは、いつもの覇気がない。

「はい。彼がご飯を作ってあげてほしいって」

　いつもケンカ腰だけど、心配していることは伝えたい。

「そうですか。お疲れのところ、すみません」

　やっぱり気を遣ってる……。

「キッチンをお借りします。中野さんは寝ててください」

　弱々しくうなずく彼に続き玄関を上がると、十五畳ほどの南向きのリビングのテーブルの上にはパソコンが置いてある。

「仕事してたんですか？」

　熱があるのに？　測ってはいないが、彼の顔が赤い。

「急ぎなんです」と言いつつも、彼はソファに崩れるように座り込んだ。

「でも、中野さんが本格的に倒れたら、もっと困るでしょう？」

　お願いだから休んでほしい。

　彼の額に手を当てようとすると、手首をつかまれ止められてしまう。

「熱は三十七度八分です。このくらいで倒れるわけにはいきません」

　わからずや！

「どうしてそんなにガムシャラに仕事するんですか？　楽しいから？　それとも、他にわけでもあるんですか？」

　思わず声を荒らげた。

　少々の無理は当たり前かもしれない。だけど、毎日遅くまで走り回り、こうして熱があるのにもかかわらずパソコンを広げている中野さんは、度を越している。

「そう、ですね……」

　苦しげに顔をゆがめる彼が心配でたまらない。

「とにかくベッドに行ってください」

　語気を強めると彼は渋々立ち上がり、寝室に向かう。

　私も彼についていくと、ちゃんとベッドに入ってくれたのでホッとした。

「お食事ができたら声をかけますね。ひと口でも食べてください。それでは」

　私が寝室をあとにしようとすると「大成さんは」と彼が口を開いたので足を止める。

　振り返ると、中野さんは天井を凝視したまま続けた。

「抑圧された少年時代を過ごされ、初めて会ったときは力のない目をされていました。息はしているのに死んでいるような……」

　中野さんが昔話を始めるので、私はその場に膝をついて座った。

「私が家庭教師になったのは、仕事で大きなミスをして、一時的に秘書業務から外されていたからなんです」

「そうだったんですか……」

　それは初耳だ。

「しばらく大成さんのところに通ううちに、どうして会社の仕事をしていないのかと尋ねられ、正直にミスしたことを話しました。そうしたら、『人間らしくていいじゃん』とひと言。おまけに『中野さんの英語、きれいだよね』と褒めてまでくれました」

　中野さんはそのときのことを思い出しているのか、口元を緩める。

「高校生に褒められて喜んでるなんて、情けないでしょう？」

「いえ、そんなことありません」

　私が首を振ると、彼は再び口を開く。

「ですが、自信をなくしていた私にとって、なによりもありがたいひと言でした。そして大成さんは言ったんです。『俺が社長になったら、ミスを責めるより成功を褒める会社にしたい。そのときは中野さんも協力してくださいね』って」

　気のせいか、中野さんはうっすらと涙を浮かべている。

「大成さんは首の皮一枚で会社に残っていた私に、未来をくれました。ご自分が完璧を求められ苦しんできたからこそ、私のような未熟な人間の気持ちもわかってくださったんです」

　中野さんの口から出てくる言葉は、大成さんへの尊敬の念がいっぱい詰まっているように感じる。

「大成さんに『兄貴になってくれ』と言われました。最初は断りましたが、彼がそういう愛情に飢えているのだとわかり、了承して今に至ります」

　だから、ふたりとも遠慮のない言葉をポンポンと交わしているんだ。

「大成さんは私の大切な弟です。本当は自由に生きてほしい。ですが、どうしてもアルカンシエルに必要な人なんです。私は大成さんがトップに立つためなら、なんでもするつもりです。あのとき、大成さんに救われましたから」

　だからこんなに身を粉にして働いているの？

『大成さんがトップに立つためなら、なんでもする』という彼の強い決意に気け圧おされる。私も彼を愛するのならそうあるべきだと、深く考えてしまった。

「中野さん、それなら大丈夫です。大成さんは本社の仕事に戻るつもりだと思います」

　これで、大成さんのいない分まで働いていた中野さんの負担も減るはずだ。

「そう、ですか……」

　だけど、トップに立ってほしいという中野さんが望む道を歩き始めるというのに、喜んでいる様子がない。

「西條さん。どうか大成さんのことだけを信じていてくださいませんか？」

「えっ……」

　どういう意味？

「大成さんがあなたに見せる笑顔だけが、本物です」

「それはどういう――」

　彼に尋ねようとしたとき、チャイムが鳴った。

「大成さんかも」

「すみません。リビングにドアホンが」

　私は中野さんに対応するように言われ、寝室を出た。

　すぐに上がってきた大成さんは、驚くことにスーツ姿だった。

「中野さんは？」

「今、ベッドに。まだ熱があります。大成さん、スーツを着てどこに行ってきたんですか？」

「ん、親父のとこ」

　サラリと返された答えに、一瞬呼吸が止まる。大成さんの行動力は、一緒に仕事をしていてよくわかっているつもりだけど、会社に戻ると決めてからの行動が素早すぎる。さすがに中野さんと相談してからだとばかり思っていた。

「それで？」

　彼の顔を見上げると、「それでって……」と素知らぬ顔だ。

　もしかして、突っぱねられた？　最悪の事態が頭をよぎって、顔がゆがむ。

「大丈夫だよ。とりあえず叱られてきた。これからだな」

「ホントですか？」

「あぁ。だから、しかめっ面するな」

　彼は、私の頬をつまみクスッと笑った。

　私が中野さんのために食事を作り始めると、大成さんは寝室へ入っていった。キッチンまでふたりの会話が聞こえてくる。

「中野さん、サイボーグかと思ってましたけど、違ったらしいですね」

　心配しているくせして、大成さんの最初のひと言は皮肉だった。

「なに言ってるんですか。それより、大成さんはなんでスーツなんです？」

　中野さんは私と同じ疑問を持ったらしい。

「あぁ、ちょっと野暮用ってやつです」

　素直に謝りに行ってきたと言えばいいのに。

「で、その野暮用とやらは、カタがついたんでしょうか？」

　勘のいい中野さんは『野暮用』がなんのことなのか気づいたようだ。

「どうでしょうね。でも、俺がいないと倒れるまで働く人がいるんで、まぁ頑張りますよ」

　とっても大切な話をしているのに、両者共にツンツンしっぱなし。

　それからおかゆができるまで、ふたりでなにやらぼそぼそと話していたが、私は料理に集中していたので、内容まではわからなかった。

「中野さん、おかゆができましたよ。食べられますか？」

「ありがとうございます。いただきます」

　寝室におかゆを持っていくと、中野さんはベッドに座る。

　よかった。食欲はあるみたいだ。

　食べ始めた中野さんを見て、大成さんは口を開いた。

「中野さん、風邪をひいたら俺を呼んでください。澪が心配して俺まで落ち着かない」

　そうは言うけど、一番心配していたのは大成さんだ。おそらく『遠慮なく頼ってほしい』と伝えたいのだろう。

「大成さんを呼ぶと、高くつきそうだ」

「もちろんです。このお礼はたっぷりしてもらいます」

　それから大成さんはふと真剣な表情を作る。

「それと……俺の戻る場所がありました。ありがとう、ございます」

　最後にちょっとだけ素直になった大成さんに、笑みがこぼれる。

　きっと中野さんが、大成さんが戻れるように根回しをしてくれていたに違いない。

「なんの話でしょう」

　それなのに中野さんはとぼけて、おかゆを口に運んだ。




　それから三日。中野さんはすっかり熱も下がり、またバリバリ働いているらしい。

　大成さんはハウスキーパーとしての残りの日々を、本当に丁寧な仕事をしてこなした。そして……仲間たちに惜しまれながら、去ることになった。

「短い間でしたが、皆さんにはお世話になりました。ここでの仕事で、今までの私の価値観が間違っていたのだと教えられました。お金を稼ぐということの苦労。ひたすらお客さまのことを考えて行動する、おもてなしの心。わかっていたようで、わかっていませんでした」

　大成さんの凛々しい姿に目頭が熱くなる。

　きっとここに来る前だって、次期社長としての資質を十分に持っていたはずだ。だけどトップに立つには、一番下で支えている従業員の苦労を知ったり、どれだけ地位が高くなってもお客さまへの感謝の気持ちを忘れないというのは、絶対に必要な条件なのかもしれない。

　彼はハウスキーパーを始めてすぐ、それに気がついたのだ。

「これからは甘えることなく、ひたすら精進します。大切な人を幸せにするために」

　大成さんは、チラッと私に視線を送った。

　いけない。彼の仕事に対する強い覚悟と私への愛を感じられて、胸がいっぱいで泣いてしまいそうだ。この気持ちに溺れてはいけないとわかっているのに……。

　うつむいて涙をこらえていると、彼が私の前にやってきた。

「西條さん、本当にお世話になりました。あなたの仕事に対する姿勢は、私の目を覚ましてくれました」

「私は、なにも……」

　頭なんか下げないで。私はあなたに何度助けられたかわからない。お礼を言わなければならないのは、私のほう。

「必ず、成功します」

　きっぱりと私に宣言した彼の瞳に、情熱の炎が見えた気がした。




　大成さんがハウスキーパーを辞めたあとは、一緒に過ごす時間が極端に減ってしまった。だけど、帰りが遅くなっても夕食はできる限り一緒に食べてくれた。

「大成さん、疲れてないですか？」

　煮魚を口に運ぼうとしている彼の顔を覗き込み、尋ねる。

「大丈夫さ、これくらい」

　大成さんはニッと笑顔を作ってからそう口にする。

　夕食を食べ終わると、中野さんに電話をかけ始めた。なにやらトラブルがあって、会社だけでは仕事が終わらないようだ。

「先日の買収の件ですが――」

　大成さんはそんな会話をしながら、リビングを出ていった。忙しそうだけど、彼の目は鋭く生き生きしている。

　大成さんが知らないところに行ってしまったようで、少し寂しい。だけど、私も負けないように頑張らなくちゃ。

「澪、ごめんな仕事ばかりで」

　寝室から戻ってきた彼が、申し訳なさそうに謝る。大成さんは、自分も寂しい時期があったからこそ、私の切ない気持ちに気がつくのかもしれない。でも……。

「ううん。私も頑張らなくちゃと思ってたんです。誰かのせいで寂しかったとか、幸せじゃなかったとか……そんなの間違いだってわかったから」

　大好きなピアノを手放さなくてはならなかったことで、両親の離婚を恨んだ時期もあった。しかし、家にピアノがなくてもどこかで練習はできたはずだ。ピアノがなくなってしまったという絶望感から、なにもかも放り出しただけ。

「私も、まだ頑張れたはずです。なにかのせいにして、逃げちゃいけなかった」

　両親が離婚して母を亡くしたあとも、もっと必死にバイトをして、勉強もして……そうすれば、違った未来があったかもしれない。どこかで『どうして私だけ』と不貞腐れて、音大に行けなかったことを父や母のせいにしていた。

　アルカンシエルの未来のために奔走する大成さんも、彼をトップに立たせたくて倒れるまで働く中野さんも、今までの私の努力なんて足元にも及ばない。私だって、まだまだできる。

「澪。お前は十分に頑張ってきたよ」

　私の過去を知っている大成さんがそう言ってくれるのはうれしい。けれど、私は首を振る。

「私、なにもかも中途半端なんです。エグゼクティブハウスキーパーになれるくらい頑張るつもりです」

　エグゼクティブハウスキーパーというのは、客室部門の最高責任者。いつも私たちに指示を出す藤江チーフより上の立場の人だ。

　アルカンシエルのような大きなホテルでその役職に就くのは、至難の業だということはわかっている。でも、それくらいのつもりでやらなきゃ、大成さんや中野さんに追いつけない。

「澪……応援してる」

　彼がすごく優しい顔で微笑みかけてくれる。それだけで気力が沸いてきた。




　大成さんの忙しさは続いた。中野さんが時々家までやってきては、ふたりで難しい顔をして話し込んでいる。

　なんだかイヤな胸騒ぎがしたものの、余計なことには頭は突っ込めない。だから私は、毎日のように帰りが遅くなる大成さんに内緒で、ピアノを習い始めた。私も一歩を踏み出したかった。

　一度はあきらめた夢。昔ほどうまくは弾けないけれど、やっぱりピアノを弾いている間は心が和む。しばらく必死に取り組んでいると、以前の感覚が戻ってきた。

　ピアノの魅力は、なんといってもその表現力だと思う。すべての楽器をカバーするほどの音域があり、主旋律も伴奏も、十本の指で奏でることができる。そして指先のタッチひとつで音の強弱をつけるのはもちろん、感情までが音になる。

　鍵盤に沈む指の感覚が心地よすぎて没頭していると、いつも練習時間があっという間に終わってしまう。

「西條さんに教えることはないわ」

　ピアノの先生はそう笑った。

　その日、家に帰ってくるとリビングのソファに座ったままウトウトしてしまっていた。

「澪？」

「ごめんなさい、私……寝てしまって」

　大成さんに呼びかけられて気がついた私は、慌てて立ち上がった。時計を確認すると、二十三時を指そうとしている。

「いや、いいんだ。先に寝てろって言ったじゃないか」

　今日は会議が長引くので夕飯はいらない、先に寝てろと連絡があった。だけど、大成さんが頑張っているのに私だけが寝るなんてできない。

「ごめんな。最近ずっとひとりだな」

「なにがですか？」

「一緒に飯食えなくて、ごめん」

　ここ五日ほど連続で、大成さんは接待があったり社内会議に弁当が出たりで、夕食を共にできなかった。こんなことは、私がここに転がり込んでから初めてのことだった。

「大丈夫です。今は大切な時期だもの」

　大成さんが私を大切にしてくれていることは、十分すぎるほどわかっている。だから、気にしなくてもいいのに。

「いや、ホントは俺が澪不足」

「えっ……」

　大成さんの照れくさいような言葉は、ふとした瞬間に別れを意識してしまい不安に陥る私の気持ちを紛らわせてくれる。

　私を腕の中に誘った彼は、「ごめん」ともう一度謝った。

「疲れたでしょう？　お風呂、入れてきますね」

　きっと明日も早いだろう。せめてお風呂でリラックスしてほしい。

　浴室から戻ると、大成さんはなにやら書類を手にしている。まだ仕事が残っているんだと思ったら……。

「始めたのか？」

「えっ？　あっ、それ！」

　彼が手にしていたのは、私の楽譜だった。

「なんで隠すんだよ」

　慌てて楽譜を取り返し背中に隠すと、呆れ声。

「なんでって……。大成さんと中野さんが必死に頑張っているのに、私だけ好きなことをして……」

　あきらめてしまったピアノにもう一度チャレンジしようと始めたが、ふたりは仕事をしているのに、という罪悪感がどこかにあった。

「俺は幸せだけどな」

「幸せ？」

　彼は微笑みながらうなずく。

「澪がまたピアノに触れられるようになったのは、俺にとっても喜ばしいことだ。澪の心が穏やかになると、俺も幸せを感じるんだよ」

　たしかに、私も大成さんが微笑んでくれると心が満たされる。それと同じかな？

「大成さん、ありがとう」

　感謝を伝えると、彼は私の腕を引き寄せる。

「これからは、幸せになるための努力しかしない。澪と一緒に、もっともっと幸せになるんだ」

　それからすぐに降ってきた優しいキスに酔いしれながらも、私は彼との別離の足音におののいていた。










抑えきれない恋心




　彼の忙しさが少し緩み、夕食を共にできるようになったその日。大成さんは帰ってきてから極端に口数が少なく、体調が悪いのかと心配したほどだった。

　しかし、額を触ってみても熱はないし、『大丈夫』の一点張り。

　夕食のあと、ピアノが聴きたいと言うので数曲奏でたものの、演奏が終わっても彼の硬い表情は緩まない。

　仕事がうまくいってないのかな……。そんな予感がしたものの、彼が言わないということは、聞いてほしくないということかもしれないと黙っておいた。

　その晩は、ベッドに入ると彼が求めてきた。

　最近は疲れているのか、私を抱きしめて眠るだけのことが多かったけど、彼はまるで壊れものを扱うかのように優しく丁寧に抱いてくれた。

「澪」

　私に何度もキスを落とす彼は、切なげな声で私の名を口にする。

「……はい」

「愛してる。お前だけを、愛してる」

「大成さん……」

　彼の情熱的な言葉に目頭が熱くなる。近い将来、彼への気持ちを封印しなければならなくなる可能性もある。でも今は、甘い愛の囁きに溺れていたい。

　私は背中に手を回してギュッとしがみついた。すると彼は「はぁっ」と情欲をそそるようなため息を吐き出しながら果てた。

　なんとなく、彼の様子がいつもと違う。だけど、それがどうしてなのかわからないまま、彼の腕に包まれて眠ってしまった。




　翌朝は彼の車でホテルまで送ってもらった。

「澪」

「はい」

　裏玄関の前で車を降りると大成さんが私を呼ぶので、窓から運転席を覗き込んだものの、なにも言わない。

「大成さん？」

「ごめん、なんでもない。行ってらっしゃい」

「はい。行ってきます」

　彼の笑顔がぎこちなく感じたのは、昨日からの妙な胸騒ぎのせいだろうか。




　その日は担当する部屋がいつもより四部屋多く、走り回った。

「ちょっと、澪！」

　なんとか客室掃除を終え、遅めの昼食をとるために休憩室に向かうと、バタバタと百花が追いかけてくる。

「どうしたの？」

「ちょっと」

　彼女はそれだけ言うと、私の手を引き、非常階段へと向かう。

「なに、どうしたの？」

　顔が険しい百花にもう一度尋ねると、「彼氏とどうなってるの？」と聞かれた。

「どうって、今まで通り？」

　どうしてそんな質問するの？

「実はさっき……」

　百花はそこまで言うと、黙り込みうつむいてしまう。言いにくいことなの？

「百花」

　私が促すと、彼女は顔を上げ重い口を開いた。

「さっきね、廊下で見たの」

「八坂さん？」

　私が言うと、彼女はうなずき、眉根を寄せる。

「八坂さん、女の人と一緒だった。しかも、腕を組んで……」

「腕……」

「八坂さんはにこりともしてなかったけど、女の人のほうはそりゃもう弾けた笑顔で。八坂さんの顔を見上げてなんか話してた。なんていうか……とても仕事だとは思えなくて」

　申し訳なさそうに言葉を吐き出す百花の声は小さくなっていく。

　私は頭が真っ白になってしまった。昨日抱かれたばかりで、彼のぬくもりの残る体が、がたがたと震えだす。

「澪？」

「ごめん、ちょっと体調が悪くて。少し休憩してから宴会場の手伝いに行くね」

　昨日からの胸騒ぎはこれだったの？　考えれば考えるほど、大成さんの様子はおかしかった。

　私は唖然とする百花の前から去り、あてもなく歩き続けた。ひとりになりたかった。

　やがて回収したリネン置き場でやっと立ち止まり、胸を押さえる。

「大成さん……誰なの？」

　腕を組んでいた女性って、誰？

　百花の『仕事だとは思えなくて』という言葉がリフレインする。

　私は混乱したまましばらく呆然として立ち尽くしていた。




　休憩時間ギリギリまで、私はそこにいた。

　しかし今は仕事中。大成さんだってそうだ。プライベートな話なんてできないので、彼に確かめることもできない。

「頑張ろ」

　なにがあったのかわからない。だけど、大成さんも中野さんも、アルカンシエルのために身を粉にして働いているはずだ。末端の私たちも、アルカンシエルの明日を作るひとつの歯車になれればいい。

　私はそう気持ちを入れ替え、夜に大きなパーティが行われる宴会場のセッティングに向かった。

「澪。平気？」

　先に仕事を始めていた百花が、心配そうに顔をしかめる。

「うん、大丈夫。あっ、テーブルクロス持ってくる」

『大丈夫』なんて言ったけど、間違いなく強がりだ。百花にそれを悟られたくなくて、私は逃げた。

　それからは一心不乱にセッティングに携わった。

　パーティが始まる十八時前になんとか終えることができ、宴会場を出ていこうとすると、女性と一緒の大成さんのうしろ姿に気づいてしまった。

　百花の言った通り、隣にいるすらりと足が長くスタイル抜群の女性は、彼にぴったりくっついていて、まるで恋人。彼女はいったい誰？

　動けなくなりしばらくそのまま観察していると、「澪」と百花に呼ばれてハッとした。その声に気づいた大成さんが振り向いてしまったからだ。

　彼は目を真ん丸にして、私を見つめる。けれども私はすぐに目を逸らした。彼と一緒に振り向いた女性が、千代子さんだったのだ。

　どう、して……。

「澪……」

　大成さんが私の名を口にしたものの、私は背を向け走りだした。

「澪！」

　うしろで大成さんがもう一度私を呼んだが、立ち止まることなくその場を離れ、慌ただしく着替えを済ませると、すぐにアルカンシエルを飛び出した。

　大成さんから離れたい。まさか、千代子さんとまだ関係があったなんて……。

　彼を不幸にするくらいなら気持ちを押し殺して離れるべきかもしれないと、小さな覚悟はあった。でも、もうすでに大成さんの心が私ではなく千代子さんに向いていたのだとしたら……私はひとりで空回りをしていたということ？

　私は唇をギュッと噛みしめ、必死に涙をこらえた。




　マンションに帰ると、すぐにピアノを弾きだした。心を落ち着ける術を他に知らない。

　何曲も何曲も鍵盤を叩いたのに、一曲もまともに弾けない。ミスタッチが続出して音の強弱なんてあったもんじゃない。

　ただ戸惑いと怒りを鍵盤にぶつけ続けていると、指が真っ赤になっているのに気づき、我に返った。もう帰ってきてから三時間以上経っていた。

「ダメだ……」

　大成さんが私のために用意してくれたこのピアノを、そんなふうに奏でるなんて最低だ。

　そう思ったものの、涙があふれてきてしまい、自分の感情をコントロールできない。

「やっぱり私じゃダメ、なんだ」

　いつか別れなければならない日が来たら、あきらめるつもりだった。だけど、彼と一緒に生きていくという一縷の望みも捨てきれないでいた。

　でも今日、彼との別れが決定的になってしまった。

　大成さんが帰ってきたら、どんな顔をして迎えればいい？　ううん。顔を合わせるなんて、無理。

　そう思っていると、バッグの中でスマホが鳴っているのに気づいた。それは、中野さんからの電話だった。

　なにを言われるのか怖くてたまらない。私はその電話に出ることができなかった。

　しばらくして、留守番電話が入っているのに気づき、ドキドキしながら再生する。

『中野です。大成さんは少し飲みすぎてしまわれまして、アルカンシエルに泊まられることになりました』

　泊まるって……。千代子さんと一緒に？

　次々と残酷な現実を突きつけられて、再び視界が緩んでくる。

『お願いです。大成さんを信じてください』

　どういうこと？

　続いた中野さんの言葉に違和感を覚える。

　信じるって、なにを？　彼は千代子さんを選んだんでしょ？

　私は電話を切り、ソファに投げた。

　ダメだ。大成さんのことが好きすぎて、冷静になれない。

「大成さん……」

　会いたいよ。今すぐ『勘違いだよ』と囁いて、抱きしめて……。

　だって、嫌いになんてなれないの。

　泣き疲れた私は、そのままソファで眠ってしまった。




　翌朝は、腫れた目を冷やしながら、のそのそとアルカンシエルに向かった。

　しかし、近くまで来てホテルを見上げると、ここのどこかに大成さんと千代子さんが泊まっているという事実に胸が締めつけられる。仕事を休みたいと思ったのは、これが初めてだった。

　でも、ひとり欠けるとどれだけ他の人が大変になるのかを知っている私は、気合いを入れて更衣室に足を踏み入れた。

「あっ、来た」

　どうやら私を待ち構えていたらしい百花は、駆け寄ってくる。

「百花、昨日はごめん」

　彼女になにも言わず帰ってしまったし、心配して電話を何度もかけてくれていたようだったが、ピアノを弾いていたので気づけなかった。

「ううん。澪が元気ならそれでいいの。それより、これ」

　彼女はなにやら小さく折りたたまれた紙を私に握らせる。

「これなに？」

　尋ねると、彼女は私の耳に手をあて小声で話し始める。

「さっき、八坂さんが来たの。澪に話があったみたいだけど、まだいないと知って、これを渡してほしいって」

　大成さんが？

「ねぇ、澪。もしかして八坂さんって……八坂社長の、息子さん？」

　百花は私をじっと見つめたまま聞いてくる。

　ハウスキーパーの仕事を辞めた今、嘘をつく必要もないと思い、「うん」と認めた。

「そう、だったんだ……。そんな人がまさか私たちと一緒に掃除してたなんて」

　彼女は目を白黒させている。

「けど、澪の彼氏なのは本当なんだよね？」

　その質問に、首を縦に振れない。もう彼氏だと言っていいのかどうかわからない。

「澪、好きならあきらめたらダメだよ」

　彼女の言葉にハッとする。

「そんなすごい人と付き合ってるなんて、私たちの希望の星じゃない。なにがあったのかわかんないけど、取られたのなら取り返せばいいじゃん」

　百花はニッと笑顔を作る。

「百花、私……」

　ひと晩泣いても、大成さんを嫌いにはなれなかった。別れの覚悟をいよいよ決めなければと思ったのに、少しもできなかった。それどころか、大成さんのことが好きでたまらないのだと再確認してしまった。

「好き、なんだよね」

　私は彼女にうなずいてみせる。

　そう、好き。好きだからこんなに悲しいし、苦しい。だけど、このまま別れるのはもっとつらい。

「私にできることはなんでもするから。それ、きっと大だい事じなことが書いてあるよ。八坂さん、本当にいい人だったもん。澪を裏切ったりしないって。先に行ってるからね」

　私の肩をポンと叩いた彼女は、私に手紙らしきものを読ませるためなのか、離れていった。

　百花が去ったあと、更衣室の片隅でその紙を広げた。

【十五時、ボイラー室】

　たったそれだけの走り書き。

「来いってこと？」

　たちまち鼓動が速まってくる。大成さんに会うのが怖いのに、会いたいという気持ちのほうがあふれてきてしまう。

　もしかしたら別れの言葉を告げられるかもしれない。それでもひと目でいい。彼に会いたい。




　それから必死に働いた。不安でいっぱいだったけれど、働いている間はそれも少し和らぐ。そしてなんとかスイートルームの掃除まで終えた。

　もしかしたらこのスイートは、大成さんと千代子さんが泊まったのかもしれない。そう考えると胸がチクチク痛む。

　あっという間に休憩時間がやってきた。十五時を少し越えてしまったけれど、私の足はボイラー室に向かっていた。

　廊下を走ってはいけないのに気がはやり、どんどん早足になる。足がもつれて転びそうになったものの、ボイラー室のドアの前までたどり着き、大きく深呼吸した。

　この中に、大成さんがいる。

　ここまで来たのに、ドアを開けるのが怖い。大成さんに会いたい一心で来てしまったが、もう彼に会えるのは最後かもしれないのだ。いや、彼の将来を考えるなら、最後にしなくちゃいけないんだ。

　気持ちを落ち着けようと何度か浅い呼吸を繰り返していると……。

「あっ」

　突然うしろから抱きしめられ、声が漏れてしまう。

「澪」

　それは、愛する人の声だった。

「来てくれてありがとう。ごめん、ちょっと遅れた」

　大成さんはそう言うと、私を促しボイラー室に入った。そして、切なげな表情で私に視線を注ぐ。

「会いたかった……」

　彼は私をグイッと抱きしめた。背中に回った手が、痛いほどに私を締めつけてくる。

　会いたかった、の？　別れよう、じゃないの？

　彼のそのたったひと言で、ガチガチだった体の力が抜けていく。胸がいっぱいになり、言葉が出てこない。

「こんなところに呼び出してごめんな。今、わけあって自由に動けないんだ」

　だから人ひと気けのない場所に私を呼び出したの？　でも、『わけ』ってなに？

　彼はしばらくそのまま私を抱きしめたあと、やっと解放してくれた。

「澪、泣いたの、か？」

　冷やして目の腫れを取ってきたはずなのに、彼はすぐに気がついた。

　返事をせず視線をさまよわせると、「ごめん」と大成さんが頭を下げる。

「千代子さんの、ことだよな？」

　彼から彼女の名前を聞くだけでつらい。だけど、避けては通れない。私は小さくうなずいた。

「今、アルカンシエルはフランスの老舗ホテルと提携の話が進んでいる」

　大成さんは私に真剣な視線を送りながら、唐突に仕事の話を始めた。

「それに関する資金繰りでいろんな銀行と交渉して、上層部が東横銀行とも接触した。もちろん、ビジネスの一環としてだ。あんなことがあったあとだし、交渉がうまくいかないのは承知の上で。だから俺としては、別の銀行をあたっていたんだ。アルカンシエルを高く評価してくれる銀行はたくさんあるからね。だけど……」

　彼はそこで言葉を濁す。うまくいかなかったんだろうか。

「再びアルカンシエルが東横銀行に接触したことで、千代子さんが思い出したように澪のことをいろいろと詮索しだして」

「私？」

　私のなにを？

　驚いていると、彼は眉間にシワを寄せる。

「澪。お前のことは俺が守る。だから、少しだけ時間をくれないか」

「それはどういう――」

「俺は澪だけが欲しいんだ」

　私の言葉を遮る彼は、強い視線を逸らそうとはしない。

　どうしたらいいんだろう。私はやっぱり彼が好きだ。それなら私ができることは、もうひとつしかない。

　意を決して口を開いた。

「……無理、です」

「なにが無理なんだ？」

「私は大成さんを不幸にしちゃうから……」

　言わなくちゃ。もうこれで終わりだと伝えなくちゃ。たとえ彼の気持ちがまだ私に向いているとしても、やっぱり彼との未来を夢見てはいけない。

　もう十分じゃない。こんなに求めてもらえて、たくさん愛もくれた。たとえ一時でも、私は最高に幸せだった。今度は私が彼の明るい未来への後押しをする番だ。石垣さんの言うように、好きだからこそ離れなくては。

　泣くのを必死にこらえてうつむくと、彼は私の顎に手をかけ持ち上げる。

「澪。ちゃんと顔見せて？」

　彼と視線を合わせるのが怖い。

「澪」

　視線をさまよわせていると、彼はもう一度私の名を口にした。たまらず彼の瞳を見つめると、一瞬で体が石化したように動けなくなる。

「俺が不幸になるとしたら、澪を失ったときだけ」

　彼の発言に驚愕し、小さく首を振る。

「私がそばにいたってなにもできないんです。足を引っ張って大成さんを苦しめるだけ。大成さんは――」

「俺を誰だと思ってるの？」

　私の言葉を遮り唇に指を置いた彼は、真剣な眼差しを私に向ける。

「泥船だけど沈ませないって約束しただろ？」

　そういえば、出会ったばかりの頃、そんなことを言っていたような。

「でも……」

「どんな荒波でも、船を操ってみせる。だけど、澪がもし飛び下りたら、俺は迷わずお前を追いかける。澪が乗っていない船なんて、いらないんだ。でも、できれば下りないでいてくれると助かるな」

　そこまで思ってくれているの？

　彼の言葉がうれしくて、頬にスーッと涙が伝う。すると彼は私の頭をポンと叩いた。

　本当に、そばにいてもいいの？

「澪は俺を不幸にしたい？」

　私は首を二回振った。愛しい人には幸せをつかんでほしいに決まってる。

「それなら……離れないで」

　大成さんは切なげな声を吐き出したあと、私を腕の中に閉じ込めた。

　これほどまでに求められ、激しく心が揺れる。どうしたら、いいの？

　石垣さんの険しい顔が頭をよぎり、苦しくなる。

「私……」

　どうしても『離れません』という言葉が出てこない。もし私が彼のそばにいることを選択したら、この先どうなってしまうんだろう。大成さんは私がいないと幸せじゃないと引きとめてくれる。でも、石垣さんが言うように、この感情が永遠に続くとは限らないのだ。

「澪に話しておかないといけないことがあるんだ」

　はっきりとした返事ができないでいると、彼は小さなため息をつきながら、そう切り出した。

「昨日……東横銀行関係のパーティがあって、それに出席させられた。東横の頭取は、あの婚約破棄をただの痴話ゲンカだったと思わせたいらしく、千代子さんと同伴するようにと言ってきた」

　それで彼女と一緒にいたの？

「そのあと、エグゼクティブスイートに彼女と一緒に泊まった」

　彼にそう告白された瞬間、頭が真っ白になる。やっぱりひとりじゃなかったんだ。

「けど、寝室は別。誓ってなにもしてない。ひと晩中、澪のことだけ考えてた」

　そんなこと言ったって、簡単には信じられない。

　大成さんのジャケットを強く握りしめると、私の背中に回った手にも力がこもる。

「信じられないよな。ごめん、澪」

　大成さんの声が震えている。

　昨日の宿泊でエグゼクティブスイートが使われたのは一室のみ。そしてその部屋はさっき私が掃除をした。

　あの部屋は、セミダブルのベッドふたつとキングサイズのベッドひとつの寝室がある。シーツが乱れていたのは、セミダブルのうちのひとつと、キングサイズのベッド。ということは、彼の言う通り、寝室は別だったのかもしれない。

　しかし、モヤモヤした気持ちは容易には収まらない。

　彼は私から離れ、まっすぐな視線を送る。その目が嘘をついているようにはとても思えない。しかも、こうして正直に話してくれるのは、それが事実だからだろう。

「俺は澪との未来しか考えてない。だから、信頼を取り戻せるならなんでもする」

「大成さん……」

「叫ぶのをやめたくないんだ。俺には澪が必要だって。ずっとお前と一緒に歩いていきたいって」

　その言葉に愕然とする。

　私……『どうしたいか叫んでください』なんて偉そうなことを言っておいて、自分はそれをためらっている。これじゃあ、政略結婚を受け入れようとしていたときの彼と同じだ。

　そのとき、大成さんのスマホが震えだした。彼は内ポケットからそれを取り出し、画面を見て顔をしかめる。

「中野さんが呼んでる。行かないと……」

　そう言いながらも、彼は戸惑いの表情を浮かべている。

「澪。俺、しばらく中野さんの家に泊めてもらう」

　大成さんの言葉に目を瞠る。

　どういうこと？

　途端に苦しくなり、息がうまく吸えなくなる。

「でも、必ず澪を捕まえに行く。お前がどこに逃げても、必ずだ」

　大成さんはそう言いながら、私をフワッと抱き寄せた。

「今はなにも聞かずに待っていてくれないか？　すぐに迎えに行く」

「大成さん……」

　本当に待っていても、いいの？

　彼のスマホは鳴っては切れをもう数回繰り返している。

「大成さん、行ってください。私、本当は不安です。今でも泣いてしまいそうです。だけど、私……大成さんと一緒に歩いていきたい」

　やっとのことで本音を吐き出すと、彼は愛おしそうに私を見つめ、頬に触れる。

「うん。絶対に離さない」

　この選択が正しいかどうかなんてわからない。けれども、自分の意思で叫んだことは、きっと後悔しない。彼が待っていてもいいと言うなら、私はいつまでも待っている。だって、私の心がどうしようもなく彼を求めているから……。

「行ってください」

「澪……ありがとう」

　大成さんは最後に私を強く抱きしめてから、ボイラー室を出ていった。

　ひとりで残され、涙があふれそうになる。

　もしかしたら、しばらく彼には会えないかもしれない。だけど彼は『迎えに行く』と約束してくれた。それなら私は自分のできることをして待っているだけ。

「よし」

　私は「ふー」と大きく深呼吸して気合いを入れ、そのあとの業務に向かった。




　すべての業務が終わりルームレポートをつけていると、百花がやってきて隣に座った。

「澪。大丈夫？」

「うん、ありがと。さっきね、会えたの」

　手紙の仲介をしてくれた彼女には伝えておきたい。

「それで？」

　私たちは手を動かしながら、小声で会話を続ける。

「私、信じて待ってることにした」

「待ってるって……」

「なにかわけがあるみたい。でも、今は言えないんだと思う」

　もしかしたら会社の大切な機密事項が絡んでいるのかもしれない。それに、『澪のことをいろいろと詮索しだして』という大成さんの言葉が引っかかっている。

「本当は、彼と別れるつもりだったの。私がそばにいたら彼が幸せになれないと思って」

　正直な胸の内を告白すると、百花は目を丸くしている。

「そんな……。それって、八坂さんと釣り合わないから？」

　百花の質問にうなずく。

「でも、彼が好きなの。別れるなんて無理なの」

　私がそう口にすると、百花はそっと手を握ってくれる。

「それでいいんだよ。八坂さんだって、澪がハウスキーパーだと知ってて好きになってくれたんでしょ？」

「うん。彼には別の幸せがあるんだと思い込んでた。だけど、私がいないと不幸になるって言ってくれて……」

　それを聞いた百花はクスッと笑みを漏らす。

「はー、なんだノロケかぁ」

「ははっ」

　あんなに泣いたのに、大成さんに会えただけで強くなれる。

「ねぇ澪、今日ご飯行こ」

「うん。なに食べる？」

　笑顔を取り戻すことができた私は、彼女と一緒にアルカンシエルをあとにした。










決戦のとき




　それから一週間。大成さんからの連絡は途絶え、家に帰ってくることもなくなった。

　中野さんの家にいるのなら、電話くらいしてくれればいいのに、とも思った。でも、なにか理由があるのなら、私は待つしかない。

　私は彼に会えない不安や寂しさをピアノでごまかした。一心不乱に指を動かし、彼に聴いてもらっているところを想像した。

『素晴らしいよ、澪』

　大成さんは拙い私の演奏を聴いても、いつも褒めてくれた。『俺のためにありがとう』とお礼まで言ってくれた。

　そんなことを思い出してしまい、かえってつらくなる夜もあった。でも、このピアノは彼が私にくれたひとつの希望。あきらめてしまった夢をもう一度見させてくれた。だから、また彼と会える日をあきらめずに待とう。

　そんな生活を崩したのは、千代子さんだった。なぜか藤江チーフに担当外の客室を指定され向かうと、彼女が待ち構えていたのだ。

「大変申し訳ありません。お出かけになられた際にもう一度お邪魔いたします」

　チーフに『すぐに清掃に入ってください』と言われたので、ろくに確認もせずマスターキーで入ってしまった私は深く頭を下げ、謝罪した。

　ひどく叱られるかもしれないと思ったのに、ベッドに座っていた彼女は立ち上がり私に声をかけてくる。

「あら、呼んだんだからいいのよ。すぐに掃除お願いね」

「かしこまりました。それでは失礼します」

　連泊のお客さまの場合、こういうことがないわけではない。しかし、私を指名してわざわざ目の前で清掃させようとしている彼女の行動には、なにか裏がありそうだ。

　それでも、そんなことを聞くことはできず、早速掃除機をかけベッドメイキングに入った。

　この部屋は『デラックスダブル』と呼ばれ、ダブルベッドが置かれている部屋の中では、グレードが上のほうにあたる。

　乱れているシーツを外していると、彼女はまた口を開いた。

「彼がね、ちょっと激しくって」

　その『彼』は大成さんだと言いたいのだろうか。でも、大成さんはそんなことをする人ではない。

　私は挑発には乗らず、黙々とベッドメイキングを続けた。

「彼ね、よくない女に引っかかっちゃったみたいで、私に相談してくるの。どうやったら後腐れなく別れられるかって」

　そう言われ、一瞬彼女と視線を合わせてしまった。すると、千代子さんはニヤッと笑う。

『あなたのことよ』という心の声が聞こえてきたが、私は何事もなかったかのように再び手を動かし始めた。

　千代子さんの言うことなんて信じない。私はもう大成さんの言葉しか聞かない。

「ベッドは終わりました。次はバスルームを掃除します」

　私は千代子さんに頭を下げ、バスルームに向かった。

「随分余裕ね」

「なにがでしょう？」

　バスルームの入り口までやってきて私に話しかけてくる彼女に、掃除の手を止め返事をする。

「大成さんはあなたの存在に迷惑してるのよ。わかってるの？　彼はアルカンシエルの跡取りなの。あなたでは不釣り合いなの！」

　石垣さんに同じ指摘をされ、散々苦しんだ。でも私は、もう二度と迷ったりしない。大成さんが私を求めてくれるなら、彼との愛をあきらめない。

「そう、ですか」

　私はそれだけ返事をして、再びバスタブの清掃をしようと洗剤を手にすると……。

「キャッ」

　千代子さんが洗剤を跳ね飛ばし、私の肩をむんずとつかむ。

「なによ、その態度！　ただの清掃員が、大成さんと結ばれるとでも思ってるの？　図々しいにもほどがあるわ」

　彼女は鼻息荒く、私に責め寄る。

「あなた、小四のときにピアノのコンクールの全国大会で優勝したらしいわね」

　そんなことまで調べてあるの？　大成さんにですら、そこまでは話していないのに。私のことを詮索しているというのは、本当だったんだ。

「ピアノで勝負をつけない？　負けたほうが身を引くの」

　なにを言いだすの？　だって私はもうずっと昔にピアノはやめてしまったし、時々レッスンに通うようになったとはいえ、人前で披露できるほどの腕はない。プロとして活躍している彼女に敵うはずもない。

　きっと千代子さんは、私がピアノをやめたことを承知の上で、決して負けることがない勝負を提案してきたのだろう。

「いえ、私はもうピアノは……」

「あら、試合放棄？　私はそれでもいいけど」

　どうしたらいいの？

　なにも言えなくなった私を見て、彼女がクスッと笑っている。

　するとそのとき、部屋のチャイムが鳴った。

「あら、誰かしら？」

　千代子さんが対応するために離れてくれたので、やっと肺に空気が入ってきた。

「ちょっと、なに？」

　なにかもめているような声がしてバスルームから顔を出すと、中野さんの姿が見えた。

「西條さん！」

「中野さん、どうされました？」

　どうしてここに？

　彼はつかつかと私のところに歩み寄ってくる。

「お友達のハウスキーパーの方が、西條さんに妙な指名があったと連絡をくださいまして」

　百花だ。たしかに妙な指名だった。普通は指名なんてないし、今回は私ひとりでという条件までついていたのだ。

　唖然としていると、中野さんは千代子さんのほうに向きなおり、再び口を開く。

「大成さんは西條さんに接触しないというあなたとの約束を守られています。それなのにあなたは、こんなふうに西條さんを呼び出したりして……」

　中野さんの言葉に驚愕した。

　だから、あれから一度も連絡がなかったの？

「あら、私は掃除を頼んだだけよ」

「担当が違いますよね」

　中野さんが私に念押しするように尋ねるので、正直にうなずいた。

「西條さん、行きましょう」

　中野さんが部屋を出るように促してくれたものの、私は首を振る。

「いえ。掃除はさせていただきます。アルカンシエルはどんなお客さまにも同じように楽しい時間を提供させていただきます」

　たとえそれが、私を挑発する千代子さんであっても。

　私の言葉に、中野さんは目を真ん丸にして驚いている。

「中野さん、あと十分いただけますか？」

　それまでそばにいて。私は私の役割をきちんと果たすから。ひとりだと、またなにを言われるかわからなくて怖い。

　私が目で訴えると、中野さんは「わかりました」と了承してくれた。

　それからいつものようにバスルームとトイレの掃除を済ませる。もちろん、いっさい手を抜くことなく、ピカピカに。

　その間、千代子さんは不貞腐れた顔をしてベッドのほうに行ってしまい、中野さんはそばにいてくれた。

「これで終了です。それでは、失礼します」

　千代子さんに頭を下げて出ていこうとすると、「二週間」と彼女が突然口にする。

　私が振り向くと、中野さんも首をひねって彼女に視線を送る。

「さっきの話、二週間後にしましょう。私の誕生日パーティがあるの。そこでお披露目ね。選曲は任せるわ」

　彼女は勝手に決めてしまう。

「私はやるとは――」

「そう。まぁ、それでもいいけど。あなたの不戦敗よ」

　それは、大成さんは自分の物だと言いたいの？

「そんなことは、大成さんが決めることです」

　彼が千代子さんを選ぶのなら仕方がない。ピアノで決めることじゃない。

「大成さんが決められるかしら？　せっかくチャンスをあげたのに」

　彼女はなぜかクスクス笑っている。

「千代子さん、西條さんになにを言ったんです？」

　今度は中野さんが詰め寄った。

「さあ？」

　とぼける千代子さんに、中野さんは怒りをあらわにする。

「私がお慕いする大成さんの大切な方を傷つけるようなことがあれば、許しません」

　彼の熱い想いに、胸を打たれる。大成さんも私も幸せだ。

「今さらなにを。私に恥をかかせたくせして」

　千代子さんは声を荒らげる。

　彼女は私がうまく弾けないとわかっていて、大勢の前で屈辱を味わわせたいんだ。

「わかりました。二週間後」

「西條さん！」

　返事をした私を中野さんがたしなめるが、首を振る。私が失笑を食らえば済むのなら、そんなのお安い御用だ。

「ですが、大成さんのことは譲るつもりはありません」

「はっ、それじゃ約束が違うじゃない」

　千代子さんは怒気を含んだ声を私に向ける。

「私は約束などしてません。それに、もし大成さんが千代子さんを選んでも、私は大成さんを愛し続けます」

　私は深く頭を下げ、今度こそ部屋をあとにした。

「西條さん、なんの約束をしたんです？」

　中野さんは隣を歩きながら聞いてくる。

「大成さんを賭けてピアノの演奏で勝負しようと言われました。ですが、私は――」

「大成さんの心は、西條さんにあります」

　中野さんは私の言葉を遮った。

　私もそう信じてる。ボイラー室での大成さんは、なにも言えなくて苦しげだったけど、ちゃんと私に愛を伝えてくれたから。

「大成さんは元気ですか？」

　まさか、千代子さんに私との接触を禁止されているとは知らなかった。だけど、それを拒否できないのはどうしてだろう。

「大成さんは今、フランスです。あちらの老舗ホテルとの業務提携が持ち上がりまして。ですがなかなか条件が厳しく、頓挫の可能性が出てきました。その現状を打破するために急遽飛んだんです」

「そうだったんですか……」

　やっぱり、昨日あの部屋に泊まったというのは嘘だった。

　それにしても、大きな仕事を動かしている大成さんがまぶしいほどだ。

「明後日、帰国されます。真っ先に西條さんのところに行くようにお伝えします」

「でも……会ったらまずいのでは？」

　私に会うと、会社にとってなにか困ることがあるのでは？　だから、千代子さんの無茶な要求を呑んでいるんでしょ？

「千代子さんのほうが先に約束を破られました。大成さんが西條さんに会わない代わりに、千代子さんも西條さんに接触しないという約束でしたから」

　もしかして、会社にとって不都合なのではなく、私に罵倒を浴びせるかもしれないと察知したから、大成さんは千代子さんの言うことを聞いていたの？

「それは、千代子さんが私を傷つけると思っていたからですか？」

　私が尋ねると、彼はうなずいた。大成さんは、見えないところで私を守っていてくれたんだ。

　それからふたりでエレベーターに乗ると、彼は事務所のある地下一階まで一緒に来てくれた。

「明後日までは、私がお守りします。なにかあればすぐにご連絡を」

「ありがとうございます」

　中野さんに頭を下げると、彼は再び口を開く。

「おふたりを見ていると、私も前に進みたくなります」

「前に？」

「いえ、なんでもありません。大成さんには、西條さんが必要です」

　意味深な言葉をつぶやいた彼は行ってしまった。




　それからは千代子さんとの接触はなく、中野さんに助けを求めることもなかった。

　私は仕事から帰るとすぐにピアノの前に座り、夜遅くなるとヘッドホンをして鍵盤を叩き続けた。大きなブランクを二週間で埋められるわけがないことは、百も承知だ。だけど、ほんのわずかでもうまく弾きたい。

　選曲は自由だと言われたので、カノンに決めた。大成さんに初めて聴いてもらった曲だからだ。

　そして二日後。大成さんが帰国すると聞いていたのに、二十二時を過ぎても彼は姿を現さない。やっぱり会えないのかもしれないと肩を落としつつ、ひたすらピアノに没頭していた。

　しかし、何度も何度もカノンを弾いて少し疲れを感じたところで、突然うしろから抱き寄せられ、息が止まる。

「澪」

「大成、さん……」

　彼は私のしていたヘッドホンを取り、私の顔を覗き込む。

「素晴らしい演奏だったよ」

　いつからいたの？　全然気づかなかった。

「そんなこと言ったって、聞こえなかったでしょ？」

　ヘッドホンをしてたんだから。

「聞こえなくてもわかるよ。澪の指を見ていればね」

「まさか……」

　ピアノを弾いたことすらないと言っていた彼が、見ているだけでミスタッチに気づくわけがない。でも、そう言ってくれる彼は優しい。

　笑顔でいたいのに、なにかが込み上げてきて泣きそうになる。それはおそらく、会いたくてたまらなかった彼が目の前にいるからだ。

　大成さんは目を細め私を見つめたあと、強く抱きしめてくれる。

「澪。会いたかった」

　そしてため息交じりに吐き出した彼の声が耳に届いた瞬間、うれしさのあまり彼にしがみついてしまった。

「中野さんに聞いた。千代子さんが澪を傷つけたって……」

　彼はそう言いながら私の背中に回した手に力を込める。

「ううん。平気です」

　彼の腕の中で首を振ると、「強がらないで」と返され、息を呑む。

　たしかに強がりだった。千代子さんに呼び出されたとき、サラッと受け流すフリはしたが、胸が痛くてたまらなかった。だけど……。

「平気です。だって、大成さんがここにいてくれるんだもの」

「澪……」

　想いをぶつけると、すぐに熱いキスが降ってくる。

「愛してる」

　何度も角度を変え私の唇を貪った彼は、私の額に額を合わせて囁く。

　私は胸がいっぱいでなにも言えなくなり、小さくうなずいた。

　彼を信じて待っていてよかった。

「今すぐにでも抱きたいところだけど、その前に話をしてもいい？」

『抱きたい』なんてストレートに言われ、顔が赤く染まる。しかし『話』というのが気になる。

「はい」

　返事をすると、彼は私の手を引きソファに並ぶように座らせたあと、視線を絡ませてから口を開いた。

「千代子さんに澪と会うなと言われ、もちろん突っぱねた。彼女があのパーティで過去の話を暴露され恥をかいて怒っているのはわかっていたけど、それは自業自得だ。それに、あの一件で頭取が怒って、アルカンシエルへの融資をストップしてきたのも想定内。とはいえ、ビジネス上の必要な交渉はそのあとも行われた」

　それはボイラー室で聞いた。

「俺、さっきまでフランスにいたんだ」

「はい、中野さんから聞きました」

「フランスの老舗ホテルとの提携の件は前に話したよね」

　うなずくと、彼は淡々と続ける。

「そのためにはまとまった資金が必要で……アメリカのホテル買収の一件で、資産が目減りしている今のアルカンシエルには、融資なしでは難しい話だったんだ」

　だから東横銀行とも話が進んでいたのか。

「東横銀行がそれをすべて出すと提案してきた。その代わり、千代子さんとの縁談を考えなおせと。でも俺は、大切な澪をビジネスの犠牲になんてするつもりはない。それで、フランスに急遽飛んだ」

　彼はうっすらと笑みを浮かべている。

「それで？」

「千代子さんにも、頭取にも見くびられたものだ。アルカンシエルの魅力についてきちんとプレゼンをして、あちらから提携したいと言わせることができた」

　彼の言葉に目を見開く。中野さんの口ぶりでは難しい交渉のようだったのに。

「多少の資金は動くが、東横の力を借りなくても他行で賄える」

「すごい……」

　まだトップに立っているわけでもない彼が、アルカンシエルをたしかにけん引している。

「親父にも納得させた」

「納得？」

　その提携を？　納得もなにも、歓迎すべき事態でしょう？

「うん。澪と俺の交際」

「交際……？」

　仕事の話から突然私たちの話になり、しかもびっくりするような展開に思考が固まる。

「あんなふうに強引に交際宣言したし、澪がハウスキーパーだってのもバレている。だから正直、大反対された。でも、澪のためならなんだってできる。澪がいてくれるから俺は走れるんだって」

　彼はそう言うと、私の腕を引き抱きしめる。

「親父は、それならフランスの件がうまくいったら、交際を認めてもいいと言った。だから、もうなにも心配事はなくなったんだよ」

　もしかして社長は、提携が無理だと踏んでいたのかもしれない。そうでなければ、私との交際を認めてくれるなんて思えない。あまりにも立場が違うもの。だけど、大成さんは必死に走ってくれたんだ。

　もちろん、アルカンシエルの未来のために奔走していたのだろう。けれど、私のこともきちんと考えてくれていたのだと知り、感動で胸が震える。

「なぁ、もうずっと俺の隣にいろよ」

「大成さん……」

「俺がお前を守り続けるから」

　大成さんの言葉に目頭が熱くなる。彼を信じていたら、本当に幸福が舞い込んできた。

「これからは、澪と幸せになる努力だけする」

「えっ？」

「ふたりで幸せになるために、仕事も頑張る。それにお前を愛し続ける。あっ、それは努力なんていらないけどな。どうしたって俺のここがお前を求めちまうから」

　彼は私の手を取り、自分の胸に持っていく。

「ヤバ。澪に触れるのが久しぶりすぎて、ドキドキしてるのわかる？」

　そんなことを言われて、私の鼓動まで速まってしまう。

　恥ずかしくて彼の肩に顔をうずめると、優しく髪を撫でてくれる。

「澪。押し倒していい？」

「え……」

「今すぐ澪をメチャクチャにしたい」

　彼の言葉に驚き顔を見上げると、すぐに唇を塞がれてしまった。

「あぁっ、大成さん……ちょっ……」

　大成さんは私をそのままソファに押し倒し、首筋に舌を這わせる。

「逃げるなよ」

　彼は私が身をよじった隙にカットソーの中に手を入れ、あっという間にブラジャーのホックを外してしまう。

「澪はいらない？　俺を欲しくない？」

　強引に迫ってくるくせして、甘えた口調。そんなの反則だ。

　赤く染まった顔を隠したくて彼にしがみつくと、彼は私の耳に唇を押しつけて囁く。

「愛してる。澪も俺を愛して？」

　私……彼に愛の言葉をもらってうれしいくせして、このあふれそうな気持ちをちゃんと伝えられていないんだ。

　そう思ったら、自然と口が開いた。

「私だって、毎日、大成さんのことばかり考えてるんです」

「ホントに？」

　うなずくと、彼は私の唇を人差し指でゆっくり撫でる。

「それは、どうして？」

　どうしてって……。わかってるでしょ？　その先を口にするのは勇気がいるのに。

　なにも言えないでいると、「なぁ、どうして？」と急かされてしまう。

「す……好き、だから」

　視線を泳がせながらやっとのことで口に出すと、彼は「ホントかわいい」と抱きしめてくれる。

「もっともっと俺のことしか考えられなくしてやる」

　どことなく切なげな声で囁いた彼は、激しく私を翻弄した。

　ソファで男の色気全開に私を貫き、荒々しく腰を打ちつけ果てたあとは、ベッドに移動して、今度は体の隅々まで堪能するかのように優しく抱いてくれた。

　激しすぎる行為に頬を上気させ彼に背を向けると、ぴったりとくっつくようにうしろから抱きしめられる。

「なんでそっち向く？」

「なんでって……」

　夢中になって甘い声を上げていたけれど、冷静になるとこの上なく恥ずかしい。

　私が言葉を濁すと、大成さんは私の耳朶を甘噛みしてくる。

「や……っ」

「そんなかわいい声出して。もう一回おねだりしてるの？」

「し、してないです！」

　慌てふためき振り向いて伝えると、「やっとこっち向いた」と彼はしたり顔。そして今まで茶化していたくせして、ふと真剣な顔つきになり、口を開く。

「澪。俺と一生恋をしないか？」

「大成さん……」

「澪に出会えたこと、神様に感謝するよ」

　それを言うなら、私のほうだ。あの日、私がスイートの担当でなければ、こんな幸せはやってこなかった。

「私も、大成さんとずっと恋をしていたい――」

　彼の熱い唇に、そのあとの言葉が飲み込まれていった。




　それから大成さんは、毎日マンションに帰ってくるようになった。

　ふたりで楽しんだ食事の後片付けのあと、練習のためにピアノに歩み寄ると、彼は私の腕をつかんで止める。

「ピアノ対決なんてしなくていい」

　彼は私を心配してそう言ってくれるが、首を振る。

「どうしてだ？　俺は澪の手を離すつもりはないし、千代子さんは澪に恥をかかせたいだけだろ」

「それでもやります。大成さんは私との交際を認めてもらうために、必死になってくれたんでしょ？　私だって、必死になりたいんです」

　素直な胸の内を口にすると、彼は目を丸くしている。

「お前、それって、俺のことが大好きだって言ってる？」

「ち、違います……」

　でも……そういうことに、なるかも。とはいえ、照れくさくてたまらない私は、思いきり首を振った。

　それなのに彼はニヤッと笑って口を開く。

「ホントかわいいな、澪は。今日もたっぷり愛してやる」

「い、いいです……」

　彼は再び同棲が始まってから一週間、毎晩私を抱いている。

「遠慮はいらないって」

「遠慮じゃなくて！」

　もう体がもたない。だって、至るところに舌を這わせ時間をかけて丁寧に抱いてくれるので、私はその間、甘い声を上げっぱなしなのだ。

　フルフルと首を振り逃げ出そうとしたのに、彼は余裕の笑みを浮かべて私をガッシリと捕まえる。

「も、ダメです！　ピアノの練習するんですから！」

　ちょっと強めに言うと、「仕方ないなぁ」となんとか解放してくれた。

　彼は疲れているだろうに、私が練習している間、隣にイスを持ってきて鍵盤を動く指を凝視している。いくら防音のしっかりしているマンションとはいえ、遅い時間になるとヘッドホンが必須となる。だから大成さんの耳には音が届いていないのに、彼はとても穏やかな顔をして私の演奏に〝聴き入って〟くれる。

　だから私も、気持ちよく演奏することができた。

「はー、今日もよかった」

「ありがとうございます」

　練習が終わりヘッドホンを外すと、開口一番に褒めてくれる。

　千代子さんの足元にも及ばないかもしれないけれど、大成さんのために心を込めて演奏しようと誓った。

「それじゃ、愛のお時間」

「えっ、ちょっ……大丈夫ですから！」

　彼に抱かれるのは気持ちいいけど、毎日毎日激しすぎる。

「そ、そういえば中野さん、最近来られないですね」

　寝室に連れていかれそうになり焦った私は、話を逸らそうとした。

「あぁ、彼女のとこだろ？」

「えっ……彼女？」

　そういえば彼が熱を出したとき、看病を頼むのは無理だとわけありのようなことを言っていたような……。

「そう。中野さん、大きな商社の社長令嬢と恋してたんだ。彼女の家柄なんて知らずに、留学先で出会って恋に落ちたんだってさ。だけど、立場が違うからといったんは身を引いて……」

　そうだったんだ。そうすると、私たちと逆？

「でも、俺たちを見ていたら、気持ちを抑えきれなくなったらしいぞ。彼女を迎えに行ったみたいだ」

　以前『おふたりを見ていると、私も前に進みたくなります』と中野さんが言っていたのは、彼女とのことだったんだ。

「それじゃ、うまくいってるんですね」

「うん、彼女のほうも中野さんをずっと待ってたんだろうな。今頃激しく抱き合ってるんじゃない？」

　あ……。せっかく話を逸らしたのに、またそっちの話になってしまった。

「俺たちも負けないようにしないとな」

「そ、そんな勝負しなくてもいいですって」

「ダーメ。俺、負けず嫌いだから」

　大成さんはイジワルな笑みを浮かべると私を軽々抱き上げ、寝室に向かった。




　そしてあっという間に、千代子さんの誕生日パーティがやってきた。

　アルカンシエルの宴会場で行われるパーティは、もちろん多数の従業員が出入りする。その中で私が失態をさらすことを彼女が期待しているように思えて気が重い。

　しかし、やれることはやった。あとは心を込めて演奏するだけ。

　夜の開催に合わせ、土曜の今日は有給休暇を取らせてもらった。

「澪。今日はお客さんが何人か来るから」

「お客さま？」

　昼食にカルボナーラを食べ、ふたりで片付けをしたあと、突然大成さんがそう言いだした。

　夕方出かけるのに？

　不思議に思っていると、チャイムが鳴り、隣の一ノ瀬さんがやってきた。

　お客さまって、一ノ瀬さんのこと？

「これでどうだ？」

「おぉ、悪いな」

　一ノ瀬さんの手には、深紅のシルクのロングドレス。

「うん。なかなかいい。澪、着てみる？」

「えっ、私の？」

　驚きすぎて大きな声が出てしまう。

「そりゃそうだよ。一ノ瀬に今日のためにデザインして作ってもらったんだ」

　大成さんの言葉に、顎が外れそうになる。

　まさかそんな手配をしてくれていたなんて知らなかった。しかも、あのブランピュールの社長に直々にオーダーするとは。カジュアルな服でも何万もするのに、オーダーのドレスなんて、いくらするのか見当もつかない。

「シンプルな形にしておいたんだけど、気に入らない？」

　次に一ノ瀬さんがそう聞くので、私はブンブンと首を横に振る。

「とんでもないです。こんなに素敵なドレスを着られるなんて思ってもいなか――」

　――ピンポーン。

　私と一ノ瀬さんが話していると、またチャイムが鳴った。

　大成さんはすぐに対応して、鍵を解除している。

　今度は誰？

　すぐに上がってきたその人は、初対面だった。だけど、どこかで見たことがあるような……。

「澪、彼は渡会わたらい。『アクア』って美容院の――」

「あっ！」

　大成さんの言葉を遮り、声を上げてしまった。だって……この人、テレビにもよく出ているカリスマ美容師さんなんだもの。

「初めまして。渡会です。もしかして知っててくれたのかな？」

「もちろんです」

　彼は、少し長めの髪をワックスでうまく散らしていて、ヘアカタログに出てきそうなおしゃれな髪形をしている。しかもスタイルも抜群で、一ノ瀬さんにも引けを取らない。

　でも、そんな彼がどうしてここに？

「なんだ知ってるのか。コイツ、俺の友達」

　大成さんは軽ーく紹介してくれた。

「え……」

　大成さんの友達？

　唖然としていると、「今日のヘアアレンジを頼んであるから」と大成さんは涼しい顔。

「嘘……」

　だって、予約が何カ月も先まで埋まっているという噂の、カリスマ美容師だよ？

「素材がいいと腕が鳴る」

　私の心配はよそに、渡会さんはにっこり笑う。

「渡会、澪は俺のだからな」

「わかってるよ。手なんて出したら、殺されかねない」

　大成さんのあからさまな独占欲に頬が赤らんでしまう。

「八坂、悪い。俺、これから用があって、失礼するよ」

　すると、一ノ瀬さんが口を挟んだ。

「うん。サンキュな」

「どういたしまして。澪さん、今度着心地を教えてくださいね。それでは」

「はいっ。素敵なドレスをありがとうございました」

　一ノ瀬さんは爽やかな笑顔を残して帰っていった。

「さて、早速だけど始めようか。このドレスを着るんだね。背中がけっこう開いてるけど、隠さず見せたほうが断然よさそうだ」

　渡会さんの言葉に、大成さんは顔をしかめる。

「隠してくれ」

「今日は我慢しろ。主役は澪さんなんだ。一番きれいに見える状態で送り出してあげるのも、男の使命ってやつだろ」

　ふたりの会話を聞いていると、くすぐったくて逃げ出したくなる。

「しょうがないな……」

　大成さんが渋々という感じで納得すると、再びチャイムが鳴って、もうひとり、大成さんよりさらに背の高い男性がやってきた。

　今度は、誰？

「初めまして、本ほん城じょうです」

「わざわざありがとうございます。八坂です」

　どうやら大成さんも初対面らしく、ふたりは挨拶を交わしている。

「宮みや城ぎから聞きました。腕を振るわせていただきますよ」

　なんの話？

　私が呆然としていると、大成さんが説明を始める。

「宮城ってのは、La mer TOKYOを作った宮城不動産の親会社のトップ。俺と渡会と宮城は学生時代からの腐れ縁で、本城さんは宮城の友達。今日は無理を言って来てもらったんだ。『ドゥシャイン化粧品』の社長さんだよ」

「ドゥシャインの!?」

　これまた大きな声が出る。ここの口紅が気に入っていて、愛用しているからだ。

「ご存知ですか？」

「もちろんです。今、口紅を使わせていただいてます」

　興奮気味に伝えると、本城さんはうれしそうに目を細める。

「それは光栄です。今日は私がメイクを担当させていただきますね」

　社長さんがメイクしてくれるの？

「本城さんは、メイクの世界でとても有名な方なんだよ？」

　大成さんがそう教えてくれる。

　そんな人が私のメイクのために来てくれたっていうの？　なに、この豪華すぎる面々は。夢でも見ているのだろうか？

　唖然としている間にイスに座らされ、ヘアアレンジとメイクが始まった。

　普通ならすれ違うことすらないような人たちに囲まれ、私はなすがまま。しかも、渡会さんには「髪質がとてもいい」と持ち上げられ、本城さんには「肌が白くて透明感が抜群だ」と絶賛され、そのたびに、ごくごく普通の会社員の私がこんな一流の人たちに褒められるなんて……と恐縮してしまった。




　それから四十分ほどして、本城さんが最後に唇にグロスを塗ってくれて、すべての作業が終了した。

「本当におきれいです」

　本城さんが至近距離で囁くので、心臓がバクバクと音を立て始める。

「おっと、叱られちゃいますね」

　しかし大成さんのことをチラッと視界に入れた彼はすぐに離れていった。

　鏡に映る自分が、自分ではないみたいだ。髪は緩く巻かれてアップにされ、程よくちりばめられた後れ毛がなんとなく色っぽく見える。メイクはアイラインをしっかりと入れてあり派手めだが、いつもより小顔に見えて、ため息が出るほど素敵に仕上げてある。

「さて、お邪魔なので帰ります。澪さん、よければ美容院にも来てくださいね。予約外でも受けますから」

　渡会さんは道具を片付けながら、店の名刺をくれる。

「わー、うれしいです」

　次に口を開いたのは本城さんだ。

「ドゥシャインの商品で欲しいものがあればいつでもおっしゃってください。今日はメイクに使ったものを置いていきます」

　なんと、ファンデーションからグロスに至るまで、新品だった物をすべてくれるという。

「いいんですか？」

「もちろんです。今日の演奏で広告塔になってくださいね」

　本城さんのひと言で、夢から覚めた。舞い上がっている場合じゃない。しかも広告塔って……逆効果にならなければいいのだけど。

「本当にありがとうございました」

　玄関まで行き、大成さんと並んで頭を下げると、渡会さんが口を開く。

「緊張していらっしゃるかもしれませんけど、大丈夫ですよ。澪さんは八坂が選んだ人なんです。俺たちは見た目の手伝いしかできないですが、八坂を信じて最高のパフォーマンスをしてくださいね。それでは」

　渡会さんは、にっこり微笑んで帰っていった。

「まったく、余計なことを」

　ドアが閉まると大成さんがつぶやく。けれども、心なしか耳が赤い。

　もしかして、照れ隠し？

「大成さん、こんな用意までしていただいて、ありがとうございます」

　彼の心遣いがうれしくて、自然と笑みがこぼれる。

「俺にできることなんて、あんまりないから」

　彼はそう言うが、十分すぎる。そもそもピアノの勝負なんてやめてもいいと助言してくれたのに、やると決めたのは私だ。

「いえ、本当に感激です。私、自信なんてこれっぽっちもありません。だけど、悔いのないように頑張ります」

　千代子さんの思惑通り、大勢の前で恥をかくかもしれない。それでも、いい。

「うん。けど、大丈夫。澪の指は美しい音を奏でるよ」

「はい」

　私は彼の励ましに大きくうなずいた。

　それから、寝室でドレスに着替えた。サイズぴったりのドレスは、ウエストのラインがきれいに絞られていてスタイルよく見せてくれる。

「頑張るよ」

　鏡に映る自分にカツを入れてからリビングに戻ると、スーツに着替えソファに座っていた大成さんが立ち上がった。

「澪……」

　それきり言葉をなくした彼は、私の頭からつま先まで視線で犯す。そして一歩二歩と近づいてきて、私を腕の中に誘った。

「すごくきれいだ。澪のそばにいられて、本当に幸せだ」

　切なげなため息と共に耳に届いた彼の声に、胸がいっぱいになる。私も彼の隣にいられて心が満ち足りていると感じる。

　今日は、大成さんのためだけに弾こう。他の人に認められなかったとしても、大成さんの心に、私が彼を想う気持ちが届けばいい。

「澪、行こうか」

「はい」

　彼は私の腰を抱き、そっと促してくれた。

　アルカンシエルでドレス姿でウロウロするのは、これが二度目。前回のときより派手なドレスのせいか、チラチラと視線が集まってしまう。

「澪」

　緊張していると、うしろから私を呼ぶ声が聞こえ、百花が駆け寄ってきた。

「百花、どうしたの？」

「澪の晴れ舞台だもん。私も背中を押したくて」

　それでわざわざ会いに来てくれたの？

　うれしくて感極まってしまう。

「私ね、八坂さんとの恋を貫こうと決めた澪のこと、本当に素敵だと思ってる。なんてったって私たちの希望の星だもん」

　そういえば、そんなことも言われたな。

　ここまで来るのにかなり悩んだ。けれども彼の深い愛は、私に自信をくれた。

「澪のことは、俺が必ず守ります。だから安心してください」

　大成さんがすかさず宣言してくれて、うれしかった。

「お願いします。澪、ファイトだよ」

　百花は小さくガッツポーズを作る。

「百花、本当にありがとう。私、精いっぱい頑張ってくる」

「うん。行ってらっしゃい」

　私は百花に見送られ、会場となる大きな宴会場に足を踏み入れた。

　もうすでにたくさんの人であふれているその部屋の前方に、グランドピアノが置かれている。それを視界に入れて、大きく深呼吸した。

　招待されている人たちは皆、素敵なドレスを纏い、気品があふれているような人ばかり。私と同じ歳くらいの人もたくさんいるが、おそらく頭取の関係者なのだろう。父や母世代の人もいる。

　もしかしたら、千代子さんのようなプロの演奏を聴き慣れている人もいるかもしれない。そんな中で素人がピアノを奏でる無謀さは、私が一番よくわかっている。でも、ここで弾くことに価値がある。私だって、『大成さんが好きだ』『離れたくない』と叫びたい。

「澪。俺がついてる。好きなようにやってごらん」

「はい」

　もしも罵倒されたってかまわない。絶対に大成さんが守ってくれる。

　彼は私の緊張を和らげるかのように、腰を抱いてくれた。

　しばらくして、ロイヤルブルーの鮮やかなドレスを身に纏った千代子さんが私たちを見つけて寄ってきた。

「本日はお越しいただき、ありがとうございます」

「お招きいただき、光栄です」

　実に大人の応対をしている大成さんは、こっそりとうしろで私の手を握る。

「大成さん、お聞きになっていると思いますが、今日は西條さんにもピアノの演奏をお願いしております」

　千代子さんは大成さんにそう言ったあと、今度は私を尖った目で射る。

「西條さん、拍手の大きさで勝敗を決めましょう」

　彼女は不敵な笑みを浮かべる。負けるつもりなど微み塵じんもないのだ。

「私は勝負をお受けするとは言っておりません。ただ、ピアノを弾きに参りました」

　私はなにがあっても大成さんを愛し続ける。私がここで恥をかけば千代子さんが満足するならそれでもかまわない。でも、私から彼をあきらめるという選択だけはない。大成さんはどうしても譲れない。

「なに、よ。お高くとまっちゃって！」

「千代子さん、せっかくの誕生日にそんな怖い顔をされては台無しですよ」

　間髪入れず大成さんが口を挟む。

　すると、顔を真っ赤にして怒っている千代子さんは目を逸らした。

「とんでもない賭けをしようとする人を好きになれと言われても難しい」

　大成さんが続けて放った言葉に、彼女はあきらかに動揺している。

「俺はなにがあっても澪が好きです。それと……澪は俺が守る」

　彼は柔和な笑みを浮かべているのに、声は鋭い。

　きっぱりと宣言してくれた大成さんに胸が熱くなる。

　千代子さんは唇を噛みしめると、くるっと振り向き、行ってしまった。

　それからすぐにボーイが私たちを席に促してくれる。その席が前方の目立つところだったので、顔が険しくなる。周りはどこかの企業の重役のような風格の人ばかり。そんな中に座っている私は、どう見ても浮いている。

　しかし、大成さんの同伴者として彼に恥をかかせないようにと、必死に平然を装った。

「それでは、近藤千代子さんの誕生日パーティを始めさせていただきます」

　司会進行役の人が出てきて話しだすと、シーンと場が静まり返って息が苦しくなる。

「千代子さんよりご挨拶です」

　アッパークラスの人たちは、こんなにゴージャスな誕生会をいつもしているのだろうか。披露宴さながらの雰囲気に圧倒されてしまう。

　こんなことじゃダメだ。心を平静に保たなければ、よい演奏なんてできない。

　司会の人に促され前に出てきた千代子さんは、満面の笑みを浮かべている。その堂々たる立ち居ふるまいを見て、輝いているというのはこういうことを言うんだと、怖おじ気けづいてしまう。

「本日は私の誕生日を祝ってくださり、ありがとうございます」

　そんな言葉から始まった彼女のスピーチを聞いていると、隣に座る大成さんがテーブルの下で私の手を握ってくれる。

「――本日は、皆さまへのささやかなお礼として、ピアノの演奏をいたします。私ともうひとり、西條 澪さんが一曲ずつ弾かせていただきます」

　千代子さんはなめらかに言葉を紡ぎ、私にチラッと視線を送る。そのときの余裕の笑みにひるみそうになったが、気持ちを引き締める。

　だけど、どこの誰ともわからない私の名前に、会場内がざわつきだした。

「ピアニストかしら？」

「千代子さんとご一緒されるんだから、お上手な方よね、きっと」

　なんて声が耳に届いて、思わず顔を伏せる。すると、大成さんの手に力がこもった。

「俺は澪らしい演奏が聴きたい」

　彼は小声で囁く。

「はい」

　そのひと言で、荒立ち始めた心がストンと落ち着いた。

「――それでは皆さま、最後までお楽しみください」

　彼女の挨拶が終わると、次々にプレゼントや花束を携えた招待客が、千代子さんの周りを取り囲み渡し始める。それと同時にテーブルに料理が並びだした。

　けれども、私は料理には手をつけなかった。いや、手につくはずなんてない。ただひたすらに鍵盤の上を動く自分の指を想像して、頭の中でカノンを奏でていた。

　やがて千代子さんの周りから人が去り、それぞれテーブルについたところで、大きな花束を抱えた彼女がピアノに向かう。そして、鍵盤に静かに指を置き演奏を始めた。

「ショパンだ……」

　彼女が弾き始めたのは、ショパンの『幻げん想そうポロネーズ』。上級者向けの作品だ。

　それに対して私が弾く予定なのは、パッヘルベルのカノン。そもそもピアノ曲ではなく、中級レベルの楽譜を使っている。

　もっと曲を吟味するべきだったかもしれないと一瞬思ったが、大成さんに初めて聴いてもらった曲を、心を込めて奏でたいというのがそもそも選曲に至った理由なので、後悔はない。

　千代子さんのピアノは大胆かつ繊細で、ミスタッチもない。練習を積んできたことがわかるその音色は、会場の人たちを惹きつけていた。

　最後の一音を弾き終わりピアノから指が離れると、たちまち拍手が沸き起こる。

　私も、彼女の素晴らしい演奏に自然と手が動き拍手をしていた。彼女に対する反発心はもちろんあるが、ピアノの奏でる音には罪はない。

　この演奏に勝てるとは思っていない。だけど、大成さんへの気持ちは負けない。

「それでは西條さん、お願いします」

　司会の人が私の名を呼ぶ。

　緊張のあまり顔をこわばらせると、大成さんは落ち着いた様子で「楽しませてもらうよ」と励ましてくれた。

　もちろん、ミスタッチはないほうがいい。しかし私はプロではない。ここにいる人たちが楽しかったと言ってくれればいい。そう気持ちを鼓舞した。

　さっきまで千代子さんが座っていたイスに座り、目を閉じて深呼吸する。シーンと静まり返った会場は、ピンと空気が張り詰めているものの、私は自分の演奏だけに集中することにした。

　鍵盤に指を置き第一音を奏でると、もうなにも気にならなくなった。

　大成さんと出会ってからの楽しい日々が頭の中を駆け巡り、彼の笑顔を思い浮かべながら、心を込めて指を置いていく。

　一度はあきらめてしまったピアノ。それなのに再びこうして弾くことができているのは、大成さんのおかげだ。彼は私の大切なものを取り戻してくれた。しかも、それだけでなく……夢がいっぱい詰まった未来も見せてくれている。

『大好き』

　私は心の中でつぶやく。

　スイートで初めて会ったあの日。こんな幸せな日々が待っているなんて、思いもしなかった。婚約者のフリなんて、と最初は目を丸くしたけれど、彼に愛を囁かれ、あっという間に恋に落ちてしまった。

　身分違いなことは、重々承知している。でも、私は彼が好き。自分の背負った運命に苦しみながらも、それを受け入れ、必死に前を向いている彼が。

　演奏が終わりゆっくりと鍵盤から指を離したものの、拍手なんてまったく沸き上がらない。

　あぁ、やっぱり素人の演奏では賞賛なんてもらえないよね……、と思った瞬間。どこからか手を叩く音が聞こえたかと思うと、あっという間にそれが広がり、食事を楽しんでいたはずの人たちが次々と立ち上がってくれる。スタンディングオベーションってやつだ。

　まさか、こんなことになるなんて……。私は慌てて立ち上がり、深く頭を下げる。

　すると近くに座っていた上品なマダムが、私のそばまでやってきた。

「とってもよかったわ。タッチは粗削りだけど、あなたの魂が乗り移っているかのようで、なんかこう……涙が出てきそうになったの」

「ありがとうございます」

　心を込めての演奏が伝わったんだ。

　そのあともしばらく拍手が鳴りやまず、私は何度も頭を下げ続けた。そうしているうちに、隣に大成さんがやってきた。

「澪。感動したよ。ありがとう」

　彼の言葉に心が満たされていく。私の気持ちが届いたのならうれしい。

　小さくうなずくと、彼は私の腰を抱く。大勢の人の前で私たちの関係を誇示しているかのような行為に戸惑ってしまう。それなのに彼は、口元に笑みを浮かべる余裕っぷり。大成さんが私と一緒にこの先を歩くことになんのためらいもないのだと感じられて、喜びが込み上げてくる。

　でも、最前列中央のテーブルにいた千代子さんが、私を強い視線でにらみつけているのに気がついて、ドキッとしてしまう。それから彼女は立ち上がり、なにやら切羽詰まったような表情を浮かべ、口を開いた。

「西條さんはご両親が離婚され、そのあと随分苦しい生活を送ってきたんです。しかもお父さまは会社の経営に失敗されて多額の借金を苦に自殺なさっている」

「えっ……」

　父が自殺？　母と離婚して疎遠になってしまったけれど、どこかで新しい家族と幸せに暮らしているのだと思い込んでいた。だから私に会いに来ないのだ、と。

　千代子さんの言葉に周りの空気が凍りつき、私も顔が青ざめるのを感じる。

　嘘よ、ね……。

「千代子さん、口を慎んでください」

　大成さんが低い声を絞り出す。しかし彼女は止まらない。

「やっとありついた仕事が、アルカンシエルのハウスキーパーなんですよ。そんな人が跡取りの彼に釣り合うわけがないでしょう？」

　追い打ちをかける千代子さんは、私が拍手をもらったことが気に入らないのかもしれない。私がここでみじめな思いをすることを期待していたはずだからだ。

　父のことで頭が真っ白になった私は、なにも言い返すことができない。

「それ以上、彼女を侮辱したら許さない」

　大成さんは怒りに満ちた視線を千代子さんにぶつける。

「釣り合うもなにも、私たちの間にあるのは、地位とか立場とかそんな陳腐なものを超越した愛だ」

　さらにそう言い放つので、唖然とする。

「彼女はとても心のきれいな女性です。つらい過去はあったかもしれない。ですが、それは彼女のせいではないし、その経験が彼女の優しさを作っている。一生愛する価値のある人だ」

　大成さんに、会場中のすべての視線が向いている。

　私は混乱してどんな顔をしていたらいいのかわからず、ただうつむいていた。

「私も少し前までハウスキーパーをしておりました」

　私の腰に手を回したまま唐突にそんな告白をする大成さんに、周りがざわつきだした。

「私はたしかにアルカンシエルの跡取りです。ですが、ハウスキーパーの仕事を経験しなければ、知らないことばかりでした。一円稼ぐのがどれだけ大変なのか。アルカンシエルの品格を保つのに、どんな努力をしているのか。自分の仕事にプライドを持つというのは、どういうことか……」

　彼の言葉を聞いているうちに胸がいっぱいになり、瞳が潤んでくる。

「私は彼女たちハウスキーパーに大変感謝しています。彼女たちがいなければ、アルカンシエルは成り立たない。我が社にとって大切な人材を侮辱されて、黙っておくわけにはいきません。このような場ではありますが、断固抗議させていただきます」

　彼は淡々と口にする。怒りは伝わってくるが冷静に言葉を紡ぎ、すこぶる堂々としている。アルカンシエルの跡取りとしての風格を十分に感じる。

　大成さんの言葉を聞いた千代子さんは、顔を真っ赤にして震えだし、背を向け出ていってしまった。

「澪、行こう」

　大成さんは、少し困った顔をして私の手を引き、会場を出た。

「大成さん。父のことは、本当、ですか？」

　会場を出てすぐに問うと、彼は唇を噛みしめうなずく。

「そう、ですか。……私、バカですね」

「どうして？」

　思わず漏らした言葉に、彼が首を傾げている。

「ピアノを手放したことを、どこかで両親のせいにして恨んでいました。でも、本当は私を守ってくれていたのに……」

　父の死を初めて知り、涙があふれてきそうだ。もしかしたら、その借金の巻き添えにしたくなくて離婚したのかもしれない。そうやって私を守ってくれた父や母を恨んでいたなんて、私はどれだけ愚かだったんだろう。

「澪はバカなんかじゃない。お父さんとお母さんは、ちゃんとわかってるさ」

「そう、でしょうか……」

　私の問いかけに大きくうなずいた彼は、唐突に頭を下げる。

「澪……すまない」

　なにを謝っているの？　父の自殺を私の耳に入れたくなくて、千代子さんの言う通りに私と距離をとっていたんでしょう？

　それなら感謝の言葉を伝えなければならないのに、ショックが大きくて首を振ることしかできない。

「おいで」

　彼は人があふれるロビー近くで、ためらうことなく私を抱きしめる。

「ごめんな。お前を守ると約束したのに」

　大成さんは声を震わせる。だけど、彼がなにもしなかったわけがない。

「父のことを口外しないように、千代子さんと交渉してくれていたんですよね」

「……うん。澪、家に戻ろう。ゆっくり話したい」

　私もそうしたい。

　私たちは家に帰ることにした。










幸せになる努力だけ




　マンションに帰り、玄関ですぐに私を抱きしめた彼は、しばらくそのまま動かない。

　私も彼にしがみつき、心を落ち着けようとしていた。

　私がゆっくり離れると、大成さんはこぼれてしまった涙の跡にさりげなく触れる。

「大成さん、全部聞かせてください」

「うん」

　彼は私の手を引きリビングに向かいソファに並んで座ると、視線を絡ませながら口を開いた。

「千代子さんから澪のお父さんのことを聞いた。でも、澪にはどうしても言えなかった。できれば知ってほしくなかったからだ」

　私はうなずく。彼は私がショックを受けるとわかっていたからこそ、言えなかったのだ。このままなにも知らずに生きていけたほうが幸せだったかもしれないのだから。

「千代子さんは、澪との結婚はあきらめろと言ってきた。おそらく彼女は、もう俺との結婚なんてどうでもよかったんだ。だけど、俺と澪が幸せになるのが許せなかったんだと思う」

　それはなんとなく感じていた。私を傷つけたら、大成さんが怒るのはわかっているはずだからだ。

「どうしたらこのことを口外しないでおいてくれるのかと聞いたら、東横銀行の幹部の前で婚約破棄の謝罪を要求された。東横銀行に傷をつけたから、と。あのパーティには東横の関連企業も招待されていたからね」

「嘘……」

　どうしてそんなことをしなくちゃいけないの？　大成さんに恥をかかせるため？

「実は、千代子さんには婚約破棄をした直後に、直接会って謝罪したんだ。強引な婚約を結んだのは、俺の親父と彼女の父親だ。彼女には非はない。元彼のことは別として、俺が彼女に恥をかかせたのは間違いないから」

　そう、だったんだ。ちっとも知らなかった。

「そのときは、私も悪かったからと許してくれた。もう忘れて互いの道を歩こうと言ってくれた。けど、あの元彼の暴露話のせいで、彼女はうしろ指をさされるようになり、孤立してしまったんだ」

　自業自得、だったのかもしれない。しかし、少し気の毒な気もする。

「それで、そのイライラが俺たちに向いた。自分は幸せになれないのに、どうしてあなたたちだけ？って。だから幹部の前でなんて無茶な要求をして困らせたかったんだと思う」

　千代子さんのいらだちがわからないではない。だけど、私たちにはどうすることもできない。

「大成さんはそれで？」

「東横に行ってきた。澪を守れるのなら、なんでもする」

　その瞬間、胸が張り裂けそうに痛む。

　彼がそこまでする必要なんてなかったのに。完全に私のせいだ。

「ごめんなさい」

「いや。澪が謝ることはひとつもない。謝るのは俺のほうだ。それで澪を守った気でいた。情けないよ」

　私は何度も首を横に振る。

　大成さんは私のために、とばっちりのような謝罪までしてくれたのだ。十分守ってもらえた。

「大成さん、ありがとう」

　めいっぱいの感謝の気持ちを伝えると、彼は強く抱きしめてくれる。

「お父さんのことは……本当にショックだし悲しいです。でも私は、これから大成さんと幸せになる努力をしたいです」

　本当のところ、父のことはまだ信じられないし、受け入れられたわけじゃない。だからといって立ち止まりたいわけでもない。うんと幸せになって、父の死を弔いたい。きっと父も母もそう望んでくれている気がするからだ。

「うん」

「でも、今日だけ泣かせて……」

　私が声を震わせると、「いくらでも泣けばいい」と背中をトントンと叩いてくれる。その手のぬくもりがうれしくて、ますます涙があふれてきてしまう。

　それから彼は、むせび泣く私をいつまでも抱きしめていてくれた。




　あんなに泣いたのに、次の日は穏やかな気持ちで起きることができた。それは、ひと晩中私を抱きしめ続けてくれた大成さんのおかげだ。

「おはよう、澪」

　彼は優しく微笑み私の額にキスを落とす。

「おはようございます」

　いつも寝起きが悪いくせに、今日はパッチリ目覚めている。心配してくれているに違いない。

「今日、休む？」

　彼はそう提案してくれるが、私は首を振る。

「大丈夫です。急に休むと皆困るだろうし……私には大成さんがいてくれるから」

　なにも怖くない。彼は私を守れなかったとひたすら謝るけど、こうしてそばに寄り添ってくれているだけで、十分だ。

「なんだ。朝から積極的だな」

「積極的？」

　言葉の意味がわからず首を傾げると、「俺を煽ってるんだろ？」と言われ、目が点になる。

「あ、煽ってなんて……」

「煽ったって」

　しばらくの押し問答の末……。

「あ……んんんっ」

　濃厚なキスをされてしまった。

「はー、ヤバ。澪のそのトロンとした顔を見るとスイッチ入っちゃうんだよな」

「ちょっ、時間ないですって！」

　慌ててベッドから飛び起きると、大成さんは「チェッ」と悔しそう。でも、その拗すねた様子がおかしくて、お腹から笑いが込み上げてくる。

　笑えてる。私、あんなことがあったのに、ちゃんと笑顔になれてる。きっとこれも、彼がいてくれるおかげだ。

　結局、朝ご飯はまたパン屋さんになってしまったけれど、昨日までと変わらず彼と一緒に食事をとれるのが幸せだった。




　それから彼にホテルまで送ってもらい、更衣室へと向かった。

　昨日のパーティで、私がアルカンシエルのハウスキーパーであることがバレて、その場にいたボーイなどから私の噂が一気に広まってしまったらしく、皆の視線が一気に集まる。

「ちょっと！　西條さん、聞いたわよ」

　すごい勢いで私のところに駆け寄ってきたのは、清水さんだった。

「まさかねぇ。八坂さんが〝あの〟八坂さんだったなんてね。私たちすごい人と話してたんだね」

　彼女は鼻息荒く興奮気味だ。

　私はなんと返したらいいのかわからず、曖昧に笑ってごまかした。

「西條さん！　ちょっと、玉たまの輿こしじゃない！」

　そのあとも、他の仲間たちに半ばもみくちゃにされてしまった。でも、皆が祝福してくれているのが伝わってきて、白い歯がこぼれた。

　父のことも耳に入っているかもしれない。だけど誰ひとりとしてそのことについて触れることはなく、仲間の優しさを感じた。

「澪ー」

　そして、百花も。私の顔を見るなり抱きついてきた彼女は、「ピアノ、すごかったんだって？」とつぶやく。

「すごくなんて……」

　きっと彼氏に聞いたのだろう。

「今度聴かせてよ」

「うん。聴いてくれるならいつでも」

　ピアニストにはなれなかったけれど、私の演奏を聴きたいと言ってくれる人がいるのは幸せだ。

「ねぇ、八坂さんと結婚するんでしょ？」

「それは、えっと……」

　彼が私との未来を見てくれているのは伝わってくるものの、正式にプロポーズされたわけではない。彼のお父さまは私との交際を認めてくれたと言っていたけど、結婚となると簡単ではない気がする。

「式は盛大にやるんだよね。こっそり覗きに行かなくちゃ」

「百花は招待するわよ」

　まだ決まってもいないのに、そう口にしてしまった。彼女は大切な友達だもの。

「え、だって私、そんなところにいちゃいけないでしょ？」

　おそらく大成さんの周りは、千代子さんのパーティにいたような上流階級の人だらけだ。だから、遠慮しているのだろう。

「それじゃあ私も、ダメでしょ？」

　私が続くと、百花は「あはは。花嫁がダメって……」と肩を震わせ笑いだした。

　私、大成さんの花嫁に、本当になれるのかな……。

　そんなことを考えながら、私も笑顔を作った。




　ミーティングが始まり、いつものように藤江チーフが担当階を読み上げていく。それなのに、私の名前が入っていない。

「――以上です。あっ、西條さんは残ってください」

「……はい」

　なぜか私だけが残され、首をひねる。他の人たちが出ていったあと、チーフに歩み寄った。

「あの、私は……」

「今日はお客さまのご要望で、エグゼクティブスイートに行ってください」

「はい、スイートはもちろん掃除しますが……」

『お客さまのご要望』ってどういうことだろう？　千代子さんに呼び出された経験があるので、ちょっと怖い。

「今日は掃除だけではなく、話し相手をしてほしいとのことです。通常そういったことはお断りするのですが、今回に限り特例だと上から」

「はぁ……」

　私たちハウスキーパーは、掃除の他にも室内備品の追加要請にも対応するし、アイロンなどの貸し出しや、ランドリーサービスもする。だけど、話し相手になった経験なんてない。

　とはいえ、これは仕事なので言われた通りにするしかない。しかも『上から』の指示ならば、おかしな客ではないだろう。でも、上からの指示ってどういうこと？　なにがなんだかわからない。

「お客さまは昨晩からお泊まりです。もう来ても構わないとフロントに連絡が入っています」

「了解しました」

　いつもとは違う要望に、なんだか背筋が伸びる。それでも、いつも通りやれば大丈夫だと自分に言い聞かせた。

　それからすぐに、大成さんと出会ったあのエグゼクティブスイートの前に立ちノックをした。

「ハウスキーパーです」

　ひとつ深呼吸してから声をかけると、すぐにドアが開く。

「本日担当させていただきます……えっ!?」

　中から顔を出した人に驚いた私は、大きな声が出てしまい口を押さえた。それが中野さんだったからだ。

　もしかして、私を指名したのは大成さん？　でも、昨晩から宿泊と聞いているけど、彼は昨日家にいた。

「すみません。担当の西條です」

　我に返った私は、頭を下げて挨拶を続ける。

「本日はワガママを言いまして、申し訳ありません。どうしても社長があなたにお会いしたいと……」

　えっ、社長？

「あのっ……」

　困ってしまった。ハウスキーパーとしての仕事なら自信がある。だけど、大成さんのお父さまが私を呼び出したのは、ハウスキーパーとしての役割を望んでいるわけではないのだろう。

「緊張しなくても大丈夫ですよ」

　小声で耳打ちした中野さんは「さあ、どうぞ」と私を部屋に招き入れた。

　そうはいっても、足がすくんでしまう。心の準備というものがまるで整わない。

「呼びつけて申し訳なかったね」

　部屋の奥から声がしたものの、壁が邪魔をしてお父さまの姿が見えない。

　思いがけず優しい言葉をもらった私は意を決して進み、頭を下げる。

「ハウスキーパーの西條です」

　革張りの大きなソファを見ると、意にそぐわない婚約を押しつけられた大成さんがワインを飲みすぎて倒れていたこと思い出す。

「八坂です」

　ソファの中央で、たくさんの書類を前にしていたお父さまが手を止め挨拶をしてくれた。ネクタイを外したワイシャツ姿のお父さまは、大成さんの頬を打ったときの険しい表情とは違い、目尻を下げ、笑みを浮かべている。

「早速ですが、お邪魔にならないように清掃を始めさせていただきます。まずは、バスルームを……」

「いや、掃除はいいんだ。君と話がしたくてね」

　そう言われて緊張が走る。

「中野。コーヒーを頼んでくれ」

「かしこまりました」

　中野さんが電話をかけている間に、「座りなさい」とソファを勧められてしまい、恐縮しながら腰かけた。

「西條さん、だったね」

「はい」

「君の清掃はかなりレベルが高いとマネージャーに聞きましたよ」

　そんなことをマネージャーが？

「まだ至らないところばかりです」

　この仕事に真剣に向き合ってきたつもりだけど、まだまだだ。

「いやいや、大成もそう言ってました。アルカンシエルの客室清掃の質は本当に高くて、その中でもあなたの能力は突出していると。フランスの老舗ホテルとの提携の際には、清掃のレベルの高さを前面に押し出したようです」

　そう、だったの？　それは知らなかった。

　だけど、お父さまの口からするっと大成さんの名前が出て、ちょっとホッとしていた。もしかしてまだ仲が悪いのではないかと心配していたからだ。

「私はポンコツ社長でね。もっと大きなことを手がけろと何度も言われたのに、どうも小さいことをコツコツやるのが向いているようで。大胆な事業は大成のほうが向いているよ。こうした業務提携の交渉もね」

　お父さまは唐突にそんなことを話し始め、自嘲気味に笑う。

「そもそも私は社長には向いていなかったんだ。身の丈以上の仕事を持つと、周りを見渡す余裕がなくてね。大成のことも、見失ってしまったようだ」

　その発言にハッとする。私はお父さまを誤解していた。たしかに大成さんは寂しい思いをした。けれども、お父さまは愛情表現が不器用なだけだったのかもしれない。

　そのとき、ルームサービスのコーヒーがやってきて、中野さんが対応する声が聞こえてきた。

「社長、コーヒーが参りました」

「ありがとう、中野」

　中野さんの手からコーヒーを受け取ったお父さまは、「飲みなさい」と私にも勧めてくれる。恐れ入りながらカップを手にすると、お父さまはコーヒーを口に運んだあと、再び話しだす。

「大成の結婚を仕事に利用しようとするなんて、私も老いぼれたものだ」

　もしかして、千代子さんとの婚約を勝手に進めたことを後悔しているの？

「でも、まさか大成があんな思いきったことをするとは」

　婚約破棄宣言をしたときのことを言っているのだろう。お父さまは怒っているとばかり思っていたのに、笑みを浮かべ小刻みに肩を震わせている。

「その節は本当に申し訳――」

「大成が恋人役を頼んだそうですね。西條さんにまったく非はないと言ってました」

　お父さまは私の言葉を遮る。

　大成さん、そんなことまで話してくれたの？

「いゃあ、あのときは頭が真っ白になりました。これで東横との取引も絶望的。大成が次の社長に就任することもない。正直、終わったと思ってね」

　お父さまは再びコーヒーを口にしながら、私に視線を送った。

「だが、大成が……『本当に西條さんに惚れたから、彼女を幸せにするために必死になる。だから継がせてくれ』と頭を下げに来たんですよ」

　テーブルにコーヒーカップを戻したお父さまは、柔和な笑みを浮かべさらに続ける。

「恥ずかしいんだが、いつの頃からか、大成のことがわからなくなった。会社を守ることしか考えられなくなり……私の経験上足りなかった部分を大成に教え込んでおかなければと、経営学や経済学、それに英会話まで押しつけてきました」

　そのせいで大成さんが苦しんだのは知っている。けれど、お父さまも必死だったんだ。

「その結果、大成の青春を奪ったのかもしれません。そのうち大成は、私と言葉を交わすことすら拒否するようになりました」

　私は少しうつむいたまま話に耳を傾けていた。

「中野に大成を任せたら生気を取り戻していって……。中野に『なにをしたんだ』と聞いたら、『普通の楽しみを教えただけです』と笑っていた」

　社長が中野さんに視線を送ると、中野さんは「恐縮です」と小さく頭を下げている。

　やはり中野さんは大成さんにとって恩人だ。

「だが、私の前では相変わらずの仏頂面。大成のことがさっぱり理解できないと、そのあとも中野に任せてしまった」

　それで、中野さんは兄役を買って出て、大成さんを海外に行かせたんだ。

　苦しげな顔をするお父さまは、会社のトップと父親という二足のわらじをうまく履きこなすことができなかったのかもしれない。

「西條さん。あなたは大成のことをよく知っていますよね。なんでもいい、教えてくれないだろうか。好きな食べ物。好きなテレビ番組。好きな――」

　それを聞いて目頭が熱くなる。

　お父さまは今、必死に父親としての役割をまっとうしようとしている。

「大成さんの好きな食べ物は……一番はカレーです。あとは和食も好きで、茶わん蒸しも好物です。あっ、唐揚げもよくリクエストされます。でも、彼はオムライスを自分で作るんですよ？」

　こんな話でいいのかわからない。しかし、お父さまは「ほぉ、大成が料理を？」と、うれしそうに相づちを打ってくれる。

「好きなテレビ番組は……アクションもの、だと思います。好きな色は、黒。大成さんは黒い服を好んで着られますので、たまには違う色をと勧めることもあります」

　ここ数カ月、近くで生活を共にして発見したことばかりだ。だけど、おそらくずっと変わらない物がある。

「それと、好きな人は……お父さまとお母さま、です」

　私がそう口にすると、お父さまは口をあんぐりと開け、驚愕している。

「いや、妻はともかく、私は……」

　私は首を振った。違う。大好きだから寂しくてたまらなかったのだ。だから、自分のことを見てほしくて、怒ったフリをしていた。

「大好き、なんですよ」

　私が念を押すように伝えると、お父さまの瞳が潤み始めた。

「そう、ですか。それはうれしい。西條さん、これからも大成のことをお願いしますね」

　それは……私を認めてくれるということ？

　ハッとして目を見開くと、お父さまは小さくうなずいてくれる。

「はい。よろしくお願いします」

　私は鼻の奥がツーンとするのを感じながら、深く頭を下げた。

　緊張して足を踏み入れたはずのスイートを出るときには、この上なく幸せな気持ちで満たされていた。

「西條さん、ありがとうございました」

　私を見送るために部屋を出てきてくれた中野さんが深く腰を折るので、慌てる。

「そんな。お礼を言うのは私のほうです。あのっ、ひとつお願いしてもいいですか？」

「なんでしょう？」

　私が小声でとあるお願いをすると、中野さんはキョトンとして驚きを隠せない様子だ。しかし、次の瞬間にはにっこり笑い「承知しました」と受け入れてくれた。




　それから私は、他の人たちのヘルプに走り回り、終業時間の十七時を少しオーバーした頃、一段落ついた。

　更衣室で着替え始めようとした瞬間、スマホが震えた。大成さんからだ。

　廊下に出て電話に出ると、『澪、終わったか？』という彼の声が聞こえてきた。

「はい。今、更衣室です」

『中野さんから聞いたよ。俺と一緒にホテルに泊まりたいんだって？』

「えっ……。えーっと、そう、です」

　中野さん、大成さんになんて伝えたのよ。

　実はさっき中野さんに、大成さんとお父さまに親子としての時間を持たせてあげてほしいとお願いしたのだ。アルカンシエルに宿泊するお父さまの部屋に大成さんを送り込んで、今までの誤解を解消できるように、と。

「中野さんは一緒ですか？」

『あぁ、隣にいるよ』

「代わってください」

『なんだよ。冷たいな』

　彼は渋々ながらも電話を代わってくれた。

『中野です。おっしゃりたいことは、よくわかっております』

　先手を打たれた！

「相手が私じゃないとわかったら、大成さん、怒ると思うんですけど……」

　中野さんにお願いしたとき、『私がうまく伝えます』と自信ありげだったので任せたのだ。てっきり説得してくれたと思っていたのに。

『西條さんが一番ご存知でしょう。大成さんが頑固なこと』

「それは……」

　そう言われると反論できない。

『本日、二十時頃にお部屋にお送りします』

「……はい。お願いします」

　はぁ、あとでこっぴどく叱られそうだ。

　私はドキドキしながらアルカンシエルをあとにした。




　家に帰って家事を済ませても、ソワソワして落ち着かない。もうすぐ二十時だ。

　テーブルの上のスマホをじっと見つめながら、大成さんの怒った姿を想像する。だけどどうすることもできず、落ち着くためにピアノを弾こうとすると、スマホが震えだした。

「もしもし！」

『中野です。西條さん、声が少々大きすぎるのですが』

「すみま、せん」

　この電話を待っていたのだから、大きな声も出るでしょ？

「それで、大成さんは？」

『えぇ、思いきりにらまれました。ですが、本日はアルカンシエルに宿泊されるそうですよ』

「ホント、ですか？」

　一気にテンションが上がる。

『はい。大成さん、本当は何度も社長と話し合いを持たれようとしていらっしゃいました。おそらく、西條さんとの今後のお話をされたかったのだと。ですが仕事が忙しくすれ違ってばかりで、よい機会だったのではないでしょうか？』

　中野さんの話を聞き、顔がほころぶ。

「よかった……。叱られるんじゃないかと、心臓が止まりそうでした」

『あはは。大げさですね。あっ、大成さんから伝言です。「今日は西條さんと泊まる気満々だったんだから、穴埋めはしてもらう」だそうです』

「穴埋め？」

　アルカンシエルにふたりで泊まりたいということ、かな？

『はい。おそらく、オトコの事情ってやつでしょう』

「は……いっ？」

〝オトコの事情〟って、つまり……。

　スマホを耳に当てたまま軽く固まる。

『それでは、失礼します』

「はい。おやすみなさい」

　最後の挨拶は、声が裏返ってしまいそうだった。

　顔を赤らめドギマギしてしまうものの、大成さんがお父さまとの時間を拒否しなかったと聞き、安堵した。

　今頃ふたりでなにを話しているのだろう。ツンツンしながらも、お父さまの胸の内に相づちを打っているような気もする。今日はとても有意義な一日だったな。

　私は幸せな気分で眠りにつくことができた。




「澪。遅刻するぞ」

「えっ！」

　耳元の囁きで目覚めた私は、飛び起きた。しかし、よく考えると、今日はもとから決まっていたお休みだ。

「あはは、嘘」

「もう！」

　……あれ？　どうして大成さんがここにいるの？　まさか、お父さまとケンカしちゃった？

「大成さん、あの……」

「よくも俺を騙したな」

　大成さんが私の鼻をつまんで不満げな顔をする。

「あぁっ、それは……ごめんなさい。わっ！」

　素直に頭を下げると、突然ベッドに押し倒され、目を白黒させる。

「中野さんから聞いてる？」

　もしかして〝穴埋め〟のこと？

「な、なにを？」

　とぼけてみせるも、「どの口が言ってるの？」と眉がつり上がっている。

　うわ、すごく怒ってる。そんなにイヤだったの？

「ま、いいや。澪のおかげで、いろいろと誤解も解けたし」

「ホントに？」

「まぁね」

　よかった。親子の会話ができたのかな？

　ホッと胸を撫で下ろしたものの……彼は口を尖らせる。

「でも俺は、澪とデートする気だったんだけど？」

「それは、中野さんが私とだなんて言うから……！」

「ダーメ。連帯責任」

　大成さんは私の唇を覆った。

　触れるだけではない。舌で唇をこじ開け、息をするのを忘れてしまいそうな激しいキス。

「んん……はっ」

　唇が離れた瞬間に思いきり息を吸い込むと、再び唇がつながり舌と舌が絡まり合う。

「はぁっ、はぁ……」

　やっと解放されたときには、息が上がってしまっていた。

「澪」

　彼はそんな私をクスリと笑い、色気の漂う声を吐き出す。そして今度は真顔になり、真摯な視線を送ってくる。

「結婚、しよう」

「大成さん……」

　お父さまと話し合いを持とうとしていた彼は、もしかしてお父さまに私たちの結婚を渋々ではなく祝福してもらいたかったのかも。

「はい」

　感動の涙がスーッと目尻からこぼれ落ちる。

　感情が高ぶりすぎて涙をあふれさせ続ける私を、大成さんは抱きしめてくれた。

「親父が、俺は幸せ者だって。最高のパートナーだなって」

「そんなことを？」

「これから、澪と一緒に幸せになる努力をする」

　ますます涙が止まらなくなるから、そんなうれしいことは言わないで。

「……うん。んっ……」

　もう一度重なる唇。つながった部分が熱を帯びてきて、たちまち私をとろけさせる。

「大成さん、遅刻する」

　私は休みだけど、彼は仕事なはずだ。

「大丈夫。親父に半休をもらってきた。だから急いで帰ってきたんだぞ？」

　彼の優しい微笑みは、心に栄養が行きわたるかのように穏やかな気持ちにさせてくれる。

「それに、穴埋めしてもらわないといけないし」

「いやっ、それは……」

「澪。ピアノ弾いてくれない？」

　てっきり迫られるのかと思いきや、彼はそうねだる。

「はい。なにがいいですか？」

「そりゃー、カノン」

　彼の返答にうなずき、リビングに行ってピアノのイスに座った。そして彼への愛をたっぷり込めて、指を動かし始める。

　やがてカノンの演奏が中盤に差しかかった頃……。

「この曲を聴くと、澪に愛を囁かれてるみたいだ」

「ちょっ、なにして……」

　大成さんが私のうしろからパジャマのボタンに手をかけ外しだしたので慌てる。

「そのまま弾いて」

「えっ、無理……」

「ダメ。これは昨日の穴埋めなんだぞ？」

　嘘……。

　耳元で囁かれるとゾクゾクしてしまい、手が止まりそうになる。それでもなんとか弾き続けていると、彼はパジャマの首元からスルッと手を入れてきて、私の胸を優しく包み込んだ。

「ダ、ダメッ」

「いいから続けて」

　そんなこと言ったって！

　手を止めてしまうと、彼は「ダメだよ」とトーンを落とした声で囁く。

「や……」

「ほら、続き弾いて？」

「じ、じゃあ……手をどけて……あっ」

　体をよじって逃げようとしたが、彼は私の首筋に噛みつくようなキスを落とすだけ。

「かわいい声出して。ピアノはやめる？」

　体が火照りピアノどころではなくなっているのに、彼はイジワルな言葉で私を追いつめる。それでもうなずくということは、『抱いて』と言っているようなものだ。羞恥心のあまり強がり、首を振る。

「あれ、なかなか頑固だね。澪は俺が欲しくないの？」

　焦る私を楽しんでいるかのように、彼はボタンをすべて外してしまい、露わになった背中にキスを落としていく。

「あっ、も……」

　彼の熱い唇が素肌に触れるたびビクビクと震えてしまい、言葉が続かない。

　本当は私だってあなたが欲しい。ずっと触れていたい。

「俺は、欲しいよ。澪が欲しくてたまらない」

　こんなに情欲的なセリフをいとも簡単に言ってみせる大成さんは、「澪は？」と私の逃げ場をなくす。

「……欲しい、です」

　もう、ギブアップ。でも、男の人を『欲しい』だなんて恥ずかしすぎる。

　両手で顔を覆うと、彼は体を震わせ笑っている。

「ホントかわいいなぁ。照れちゃって」

「もう！」

　茶化さないでよ。いっぱいいっぱいなのに。

「顔、見せて」

「イヤです」

「それじゃあ、愛しい人とキスができないだろ」

　彼の少し低くて優しい声は、いつだって私を恋に落としてしまう。

　手の力を抜くと、彼は触れるだけの甘い口づけをくれた。

「ベッド、行こうか」

　コクンとうなずくと、大成さんは私を抱き上げ、寝室に連れていってくれる。

　それからは彼に身を任せた。素肌を滑る彼の大きな手は、容易に私の息を上げる。

「幸せって、こういうことを言うんだな」

　ゆっくりひとつになった彼が、私を愛おしそうに見つめてそう口にすると、胸が震えなにかが込み上げてくる。

「……はい」

　目を細めて私を見下ろす大成さんも、瞳が揺れている。

　彼に出会えてよかった。

「澪、お前を抱いてるのは、誰？」

「……大成さん」

「俺が、世界で一番好きなのは？」

「わた、し？」

　彼は私の額に自分の額をコツンと当てる。

「正解。澪、絶対に幸せにする」

「……大成さん、好き」

　世間から見れば、生まれながらにして〝社長の息子〟という地位を持つ彼は、うらやましい対象かもしれない。だけど、それ以上の孤独や重圧と常に戦わなければならなかった。でも努力家の彼なら、そんなことははねのけ、結果を出すはずだ。

「ずっと、俺の隣にいてくれ」

「……はい。あぁ……っ」

　私を強く抱き寄せた彼は、激しく腰を打ちつけ、やがて果てた。

　彼の愛情を十分すぎるほど感じ、感動を胸にしがみつくと、彼は肩で息をしながら私を腕の中に閉じ込めて離そうとしない。

「ごめんな。澪が色っぽすぎるから、加減できなかった」

「私のせい!?」

「あはは」

　彼は体を揺らして笑う。

「俺、これからアルカンシエルの未来を背負うために、必死に頑張るつもりだ。澪には、寂し――」

「寂しくなんかないです」

　大成さんの言葉を遮ると、彼は目を見開く。

「私、輝いている大成さんが大好きなんです。だから、大丈夫」

　私がそう伝えると、彼はうれしそうに微笑んでいる。それから、ふと真剣な表情を作り私を見つめた。絡まり合った視線は、もつれた糸のように解けることはない。

「澪がいればなにも怖くない。お前は幸せを運んでくる最高の女、だな」

「私、が？」

「そう。俺の運命の女神だ」

　少し口角を上げる彼は、私の鎖骨辺りを強く吸い上げた。

「あっ」

　吸われた部分に目をやると、赤くなっている。

「しばらく取れないから」

「ちょっと！」

　前につけられたときより、位置が高い。これじゃあ跡が消えるまで襟ぐりの開いた服は着られない。

「大丈夫だよ。虫に刺されたとでも言っておけば」

「バレますって！」

　特に百花はこういうことに敏感なんだから。

　私が焦っていると、彼はクククと笑っている。

「澪もつける？」

「え、遠慮します！」

　彼が鍛えられた体を私にグイッと差し出すので、しどろもどろになってしまう。

「なーんだ。この体は澪の物なのに」

　もー、ホント、恥ずかしいからよしてほしい！

　私が顔をそむけると、彼は耳元に口を寄せる。

「もう、離さないからな」

　そして囁かれた言葉に、いっそう頬を赤らめた。

　――始まりはただの偶然だった。

　御曹司である彼と恋に落ちることなんてありえないと思っていたのに……私はまんまと夢中になってしまった。心に傷を負いながら、必死に自分の背負った運命に立ち向かおうとしている彼が、まぶしかったからだ。

　そんな彼は、ピアノを奏でる楽しさまで取り戻してくれた。そしてなにより、極上の愛を惜しみなく注いでくれる。

「大成さん、や、やっぱりつけていい？」

「え……」

　私が勇気を振り絞ってつぶやくと、彼は目を白黒させている。

　自分で言ったくせして顔から火が噴きそうだった私は、すぐに彼の胸に顔をうずめて唇を押しつけた。

「あはは。そんなんじゃつかないぞ？　こうやってやるんだ」

　形勢逆転。「チュッ」という音と共に胸元に鈍い痛みが走る。

「ちょ、っ……もういいですってば！」

「ダーメ。もう一個」

　時々甘えん坊になる大成さんは、私を愛おしそうに見つめ、もうひとつ印を作る。

「澪。愛してる」

　そして囁かれた愛の言葉がうれしくて、私は彼に抱きついた。

「大成さん……私も、愛して、ます」

　私の愛の告白に柔らかな笑みを浮かべる彼は、とびきり情熱的なキスを落とした。
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特別な一日に幸せな夕食を　Ｓｉｄｅ大成




　俺たちの結婚が認められてから、はや三カ月。一ノ瀬にウエディングドレスの発注も済ませ、式の準備が着々と進んでいる。

　一方仕事では、フランスの老舗ホテルとの簡単ではない提携をまとめたことで、社内でも俺を認めてくれる声が高まり、正式に社長就任が決まった。

　そんなある日。澪が親父とお袋を我が家に招待したいと言いだした。何度か四人で外食をしたし、実家にも顔を出したが、我が家に招くのは初めてだ。

「澪。無理しなくても、外で食べればいいぞ？」

　日曜の今日。大量の買い出しに行き、黙々と夕食の下ごしらえをしている彼女に声をかけると、「今日は家で食べるんです！」と珍しく頑固だ。

「けど、大変だろ？」

　キッチンでせわしなく働く彼女の隣まで行き、腰を抱く。

「大変ですよ？　でも、すごく楽しいんです」

　それは嘘ではなさそうだ。彼女が見せる笑みが、いつも以上に輝いている。

　澪に『大変だろ？』なんて言ったが、せっかくの休日に俺のこと以外で頭がいっぱいなのが、悔しいのかもしれない。

　なんだろう、彼女と出会う前には知らなかったこの気持ち。独占欲ってやつかな。

　俺の頭の中が澪一色なように、彼女もそうあってほしいなんて、子供じみているとわかっている。だけど、気持ちの暴走は止められない。

「澪、味見させて」

「まだダメですよ。途中ですから」

　彼女はサラダの準備をしているらしく、ドレッシングを手作りしている。

「うん、わかってる。俺が味見したいのは、こっち」

「ん？」

　不思議そうな顔をして俺のほうにやっと視線を移した澪の唇に、唇を重ねた。

「おいし」

「ちょっ、大成さん！」

　たちまち耳まで真っ赤にした澪は、目をキョロキョロと泳がせ動揺している。この初々しい反応がたまらない。

「真っ赤になってどうした？」

　調子に乗ってつけ足すと、彼女は恥ずかしげにうつむいてしまった。

「続きは夜な」

「えっ……」

　両親を招待していなければ、今すぐにでも押し倒すのに。

　オムライスしか作れない俺は役に立たなかったが、彼女のそばで料理が出来上がっていくのを見ているだけで楽しかった。




　十七時を過ぎた頃、チャイムが鳴り応対すると、中野さんだった。

　休日にどうしたんだ？

　鍵を解除するとすぐにやってきて、俺のことはスルー。澪になにかを差し出している。

「見つかりましたよ」

「本当ですか！　中野さん、ありがとうございます！」

　中野さんに飛びつかんばかりに喜びをあらわにしている澪を見て、モヤモヤする。

　お前は俺だけ見てればいいんだよ。

　中野さんは俺のそんな胸の内をわかっているのか、ニヤリと意味深な笑みを残してすぐに帰っていった。

　まったくあの人は……長い付き合いだからか、余計なことまで勘づかれて困る。それにしても、俺に知らないところで中野さんになにを頼んだんだ？

「それはなに？」

「まだ内緒です」

　少し重みのある箱は、丁寧に包装されてリボンまでかけられている。

　鼻歌まで歌いだした彼女が妙に上機嫌で気になって仕方がないが、何度聞いても口を割らなかった。




　テーブルの上が彼女の手料理でいっぱいになった頃、両親がやってきた。

「いらっしゃいませ。お呼びだてして申し訳ありません」

　玄関で丁寧に腰を折り挨拶をしている澪。この美しい所作は、ハウスキーパーをしていて培われたものだ。お客さまへの敬意を忘れない彼女は、いつも背筋を伸ばして頭を下げていた。

「いや、うれしいよ」

　親父が顔をくしゃくしゃにして口角を上げている姿なんて初めて見た。こんな表情も持っているんだな。

　ずっと距離があった親父との関係も、澪のおかげで修復し、今では顔を突き合わせて仕事をしている。

「澪さん、ご招待ありがとう」

　お袋は澪と握手まで交わしている。

　お袋はもうすぐ六十という歳のわりには若く見え、肩下十センチくらいの髪も丁寧に巻いてある。おそらく、社長である親父の隣に立つ妻として、努力した結果だろう。

　ま、澪はなにもしなくても十分きれいだけどな。

　澪は親父に結婚を許されてから、会社帰りに何度も実家に足を運び、お袋に料理を習っていたらしい。といっても……お手伝いさんのいた我が家では、お袋が料理をする機会も少なく、澪のほうがうまいと思うんだけど。

　おそらく料理を習うのは口実で、お袋との距離を縮めようとしてくれたんだと思う。そんな気遣いのできる彼女は、嫁としても満点だ。

「お越しいただけてうれしいです」

　満面の笑みを浮かべる澪は、ふたりをリビングに案内した。

　今日はカーテンを開けっぱなしにしてある。それはここから見えるアルカンシエルを両親にも見てほしかったからだ。親父が必死に守ってきた大切な宝物は、悠然とそびえ立ち光り輝いている。

「おぉ、あれはうちのホテルじゃないか？」

　親父がすぐに気がつき尋ねてくる。

「そうです。昼間はもちろんですが、夜ですら存在感があるんです」

　それは見た目だけでない。ホテル業界の中で徐々にその地位を確立してきたのは、親父の手腕あってこそだ。

「お前はこんなに素晴らしい光景を毎日眺めているんだな」

「ぜひ、またお越しください」

　親父のことを憎んでいた自分の口からこんな言葉が出てくるとは思ってもいなかった。しかし、決して社交辞令ではない。親父とこうして心を通わせられるのは、やはり澪の力が大きい。

「そうさせてもらうよ」

　親父が小さくうなずくと、澪が満面の笑みを見せた。

「それにしても、こんなにたくさんの料理を澪さんが作ったのかい？」

　テーブルに視線を移した親父が感嘆のため息を漏らすと、澪は照れくさそうにしている。

「はい。お口に合うかどうかわかりませんが……」

　所狭しと並ぶ料理は、ローストビーフから茶わん蒸しまであって、あまり統一性はない。

「あなたが好きな物ばかりじゃないですか？」

　しかしお袋がそう言ったとき、ハッと気がついた。親父の好物だけでなく、俺の好物も並んでいる。澪は適当にメニューを考えたわけではないのだ。

　彼女の細やかな心配りに、感動すら覚える。

「どうぞお座りください。あの、これ……」

　ふたりを席に促した彼女は、さっき中野さんが持ってきたものを親父に差し出す。

「なんだね、これは？　開けていいかい？」

「はい」

　親父が包装を解きだすと、全員の視線が集まった。

「ワインじゃないか。あっ」

　中から出てきたのは赤ワインだった。そのラベルを見て、親父が〝思わず〟というような声を上げている。

　澪はこれを飲ませたくて、さっきクリスタルのグラスを必死に磨いていたのか。

「今日が結婚記念日だとお聞きしました。お父さまとお母さまが出会ってくださったので、私は大成さんと出会えました。ありがとうございます」

　唐突に頭を下げる澪に驚き、声も出ない。俺ですら両親の結婚記念日なんて、一度も祝ったことがないというのに。

「一九八四年産のワイン、か。私たちが結婚した年だね」

「はい」

　そんなことまで調べて用意したのか？　澪の気遣いにあっぱれだ。

「飲むのがもったいないわ」

　そう言ったお袋の目がうっすらと潤んでいて、胸に込み上げてくるものがある。

　抑圧された生活に苦しんできたとはいえ、俺はやっぱりここまで育ててくれた両親に感謝している。それに気づかせてくれたのは、澪だ。

　気がつけば俺は立ち上がり、口を開いていた。

「今まで心配ばかりかけてきたけど……これからは必死に頑張るつもりです。親父が守ってきたアルカンシエルは、俺が受け継いでいきます」

　こんなに素直な言葉が出てくるのは、澪に出会えたからだ。

「もちろん、澪も必ず幸せにします。彼女との結婚を許してくれて、ありがとうございます」

　俺がそう言うと、お袋の頬に涙が伝った。

「大成、幸せになりなさい。いや、澪さんがいてくれれば大丈夫だな」

　白い歯を見せる父は、何度も何度もうなずいている。

　澪は俺の隣でもう一度頭を下げていた。

　本当に……俺にはもったいないくらいの、素晴らしい女性だ。

　それから俺たちは、澪が作ってくれた家庭料理に舌鼓を打った。

　その途中で、ふと気がついた。レストランを予約してもよかったのに、澪がわざわざ手料理でもてなしたのは……家族団らんを経験させてくれたのではないか、と。俺が幼い頃欲しくてたまらなかった温かい家庭の形がここにあった。




　心安らぐひとときはあっという間に過ぎてしまった。

「ぜひ、またお越しください」

　澪は玄関で帰っていくふたりに会釈をして、笑顔を弾けさせている。

「澪さん、ありがとう。大成のことをよろしく頼みます」

　親父がそう言ってくれるのは照れくさいが、うれしくもある。

　結局、別のワインを開け、澪が用意したほうは大切に抱えて、両親は帰っていった。




　その晩。俺はとてつもなく満たされた気分に浸りながら、ベッドに潜り込んだ。そして、すぐに隣に滑り込んできた澪を抱き寄せる。

「今日はありがとう」

「お礼を言うのは私のほうです。とっても楽しかった……」

　彼女は柔らかな笑みを見せる。

「今日、手料理でもてなしてくれたのは、俺に家庭のぬくもりを教えたかったから？」

「うーん。それもあります。でも……」

「でも？」

　言葉を濁す彼女に問いただす。

「多分、私がしたかったんです。家族団らん」

　そっか。そう、だよな。すでに両親がこの世にいない彼女には、したくてもできないんだ。

「これからはいくらでもできるぞ。俺たちは家族になるんだから」

「はい」

　うれしそうに声を弾ませる彼女のことが、かわいくてたまらない。今日一日で、いっそう〝好き〟が増してしまった。

「こんなに夢中にさせて……澪は俺を狂わせたいの？」

「えっ……」

　彼女の唇に指を這わせて尋ねると、目を白黒させている。

「お前が欲しくてたまらないんだけど」

　耳元に口を近づけ囁くと、彼女はビクッと体を震わせる。

　彼女にちょっと触れるだけで、体が燃えるように熱くなってしまう。もっと触れたくて、もっともっと愛したくて……おかしくなる。少しも自制が効かなくなるのだ。

「一生、俺だけ見てて？」

「大成さん……」

　澪は切なげな声で俺の名を口にして、一点の曇りもない瞳を俺に向ける。

「俺も、澪だけを愛し続けるよ。お前と恋に落ちて、よかった……」

　俺の言葉を聞きはにかむ彼女に、たまらず熱い唇を押しつけた。

　お前が隣にいるだけで、輝かしい未来が見えるんだ。とことん愛し抜くから、覚悟しろよ、澪――。





【ＥＮＤ】












あとがき




　ホテルを舞台にしました、大成と澪の物語にお付き合いくださいまして、ありがとうございました。

　皆さまは、ホテルを利用されることはよくありますか？　引きこもりの私は、アルカンシエルのような高級ホテルを利用する機会はなかなかないのですが、ベッドのシーツをどこまではがして寝るのが普通なの？といつも考えてしまいます。どなたか正解を教えてください。とはいえ、あのピンと張ったシーツは美しいですよね。




　もう一年半ほど前に「腹黒御曹司がイジワルです」という作品に脇役として登場しました大成。その頃から彼を書くぞと意気込みつつもなかなか形にならず、ようやくここまでたどり着きました。紆余曲折の末、最初の原稿とはまったく違うものが出来上がったわけですが、〝幸せになる努力をしよう〟という、書きたかった部分は残っています。

　私、日々の生活の中で、努力はいろいろしているつもりですが、それが時々幸せにつながっていないことがあるような気がするんです。不幸とまでは言いませんが、この努力は必要だったかな？と思うようなことが。例えば、どんなに話し合ってもわかり合えない人と、どうしたら仲良くなれるのかと心を砕くなんてことはありませんか？　悪意だけでぶつかってくる人も中にはいて、冷静に考えるとその人と心を通わせる必要なんてないのに、どうしたらいいんだろうと悩んだりして。それって努力の方向が間違っているといいますか、離れる努力をするほうがずっといいんですよね。でも、悪意とか棘のある言葉って、吸い寄せる力が強いのかつい引きずられてしまうんです。だけど、せっかくパワーを使うなら、幸せにつながったほうがいいに決まってる。そんなことを考えながら書いておりました。是非皆さまも、大成と澪に負けないように〝幸せになる〟努力をしてくださいね。私も頑張ります。




　最後になりましたが、一緒に知恵を絞ってくださいました担当の中尾さま。ヨダさま。素敵な表紙をつけてくださいました駒宮十さま。出版にご尽力くださいました皆さま。そしてこの作品に出会ってくださいました皆さまにお礼申し上げます。
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